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激情を抑えない俺様御曹司に、最愛を注がれ身ごもりました










１．サロン経営の悩み




「あのっ、先にシャワーを浴びたいです」

　このまま触れ合うことになりそうな展開を予感して待ったをかける。

　でも、透とう哉やさんは関係ないと言わんばかりに私の耳元に唇を近づけた。

「ずっと触れたいと思っていたのを我慢してきた俺に、よくもそんなことが言えるな」

「えっ、だって、汚くて申し訳ないですから」

　私の言葉を否定するように、透哉さんは耳じ朶だに口づける。

「汚くなんてない。今すぐ京きょう香かが欲しい」

　そんな風に耳元で囁ささやかれてしまえば、もうそれ以上拒否する言葉は見つからない。

　耳朶に触れた柔らかい唇が首筋をたどり、鎖骨に下りてくる。

　背中を支えられて上体を起こされると、後ろにあるワンピースのファスナーが下ろされていった。

「綺き麗れいだ」

　腰までワンピースが落ち、素肌に温かな手が触れる。

　それだけで体の熱が上がっていき、どうしようもなくて誤魔化すように目の前の透哉さんに抱きついた。

「京香」

　ふたりの体が広いベッドへと沈んでいく。

　引き寄せ合うように唇を重ね、駆け引きのように触れては離れてを繰り返す。

　キスで息が上がった私を解放した透哉さんは、上体を起こしスーツのジャケットを手早く脱ぎ捨てた。

　邪魔そうにネクタイの結び目を掴つかんだ姿に胸がきゅんとする。

　早急にシャツを脱いだその逞たくましい体に、心臓は壊れそうなほど高鳴った。

「隠さない」

　胸元を両手でガードするようにしていた私の手を、透哉さんが剥がしていく。

　恥ずかしくて死にそうだったけれど、胸の膨らみに口づけられて甘い吐息を漏らしていた。




＊　＊　＊




　対面式の接客用テーブルとチェアはホワイトで統一。

　キャスター付きのワゴンには、カラージェルやネイルアート用の各種パーツ、施術に使う機器をセットしてある。

　ここにあるすべては、大事な仕事道具であり、私にとって大切な財産。

　テーブル脇に設置したカラーチャートはグラデーションに並べ、マット、クリア、ラメと種類別にしてある。

　アート見本は季節ごとに変えていて、今の季節はパステルカラーがかわいいイースターデザインだ。

　ネイリストとして独立して、早いもので半年。私、松まつ原ばら京香は、東とう京きょうの片隅でネイルサロンを経営している。

　高校卒業後、美容系専門学校に進学。二年間ネイルを専攻した。

　在学中にネイリスト検定二級までと、ジェルネイル検定上級を取得。

　その後、長なが野の県にある実家に住みながら、隣町のショッピングモール内のネイルサロンで五年ほど働いた。

　いつか、自分のネイルサロンをオープンすることを目標に働き、ネイリスト六年目にしてその夢を叶えたのだ。

　恵え比び寿すにあるダイニングバーの一角を間借りし、基本は十時オープン、二十時クローズで営業している。

　東京に出店することを決めた時、本当はどこかに個人でテナントを借りるつもりでいた。

　でも、実際に物件を探し始めると東京の家賃の高さに驚いた。

　ネイルサロンを経営していく上でいいなと思える場所は大抵『無理だ……』と絶望するようなテナント料。

　交通の便のいい駅周辺から少し外れた場所になればテナント料も少しは下がる。けれど、それでは集客が難しくなるリスクがあるため、なるべく立地を優先したかった。

　どうしても希望の場所では予算オーバーとなり、個人でテナントを借りることは諦めざるを得なかった。

　開業を考え始めた頃、美容系専門学校の同期たちの中ですでに独立をしている友人たちに連絡を取り、開業のアドバイスを仰いだ。

　その中で、ホームサロンや、どこかの店舗を間借りするというのを勧められた。

　自宅兼サロンでやるということには、実家の両親が反対した。

　東京にひとりで出て自分の住まいでお店を開くことは、住まいが不特定多数の人に知られて危ない。

　仕事場と住まいは別の場所に持つのが東京に出ていく最低限の条件だと言われたのだ。

　そうなると、一番現実的なのがどこか間借りをしてサロンをオープンするということ。

　美容院やバーなど、店舗の一部を貸してもらいサロンを始めるネイリストは多くいる。

　東京に出てサロンをオープンするなら、お店も多いし場所を貸してくれる店舗も多く見つけられるかもしれないと、希望の地域周辺で多くのお店にコンタクトを取っていった。

　その中で、今のこのダイニングバー『Delightディライト』のオーナーが、『ぜひうちを使ってもらっていい』と好意的に話を聞いてくれた。

　恵比寿駅から徒歩数分という立地、実際にお店を見せてもらっての印象、ナチュラルインテリアの居心地のいい雰囲気が気に入った。ここならきっといい仕事ができるだろうと、正式に契約をお願いした。

　借りられたスペースは、入り口を入ってすぐの左手窓際の一角。通路を挟んでカウンター席があり、奥のテーブル席はもちろん、飲食スペースとはしっかり分けられている。ディライトの営業時間と二時間ほど営業時間はかぶるけど、問題なく施術を行える。

　ネイルスペースの窓際には、私のサロン『Choupinetシュピネ』の小さな看板とネイルサンプルも飾らせてもらい、道行く人にも目に留めてもらえるように配慮してもらった。

　手探りで始めた自分のネイルサロンも、やっと軌道に乗り始めたところだ。

　お客様のネイルをオフした手を、ダストブラシで綺麗にする。

　亀裂が入ってしまったと言われた右手の人差し指を手に取った。

「ちょっと油断して、ゴム手袋なしで洗剤触ったらすぐ乾燥しちゃって。ネイルの下で割れてたみたい」

「……ほんとだ。横から亀裂が入っちゃってるので、ここは補強してからネイルしましょう」

　ワゴンの一番上の引き出しから、割れた爪を修復するためにイクステンションジェルとフォームを取り出す。

　イクステンションジェルは通常のベースジェルよりももったりとしたテクスチャーで、割れた爪の補強や、長さだしなどに使うタイプのジェルだ。

「失礼します」とお客様の亀裂の入ってしまった右手人差し指を手に取った。

　爪と皮膚がくっついている境目のイエローラインと呼ばれる線に沿って、フォームを固定し、イクステンションジェルを筆で塗と布ふしていく。

「ごめんね、ありがとう。いつも丁寧にやってくれて嬉うれしいわ」

「いえいえ、とんでもないです！　では、ライトお願いします」

　補強を施したネイルを硬化してもらうように促し、手早く使い終えた材料を片付けていく。

　今日の一人目のお客様、大おお神かん田だ潤じゅん子こは私の伯母。つまり母の姉だ。

　私がネイリストを目指すと知った時、一番の客になると言ってくれたのが潤子伯母さんだった。

　潤子伯母さんの爪はいつ会ってもネイルが施され綺麗で、幼い頃の記憶にもそれが印象的に残っている。

　幼い私がいつも『爪見せて！』と会うたびに言っていたと、潤子伯母さんの方もよく覚えていると話していた。

　もしかしたら、私がネイリストを志したのは、潤子伯母さんの美しい指先も関係があったのかもしれないなどと密かに思っている。

　私が東京にサロンをオープンする話をした時も、喜んで通うと約束してくれていた潤子伯母さん。

　無事サロンをオープンしてからというもの、東京住まいの潤子伯母さんは宣言通りうちの常連さんになってくれた。

　潤子伯母さんは私と同い年の娘がいるけれど、いつも美しく本当に綺麗な人だ。

　アパレル関係の会社を経営している起業家でもあるから、ヘアスタイルもメイクもファッションも、どこを見ても常に完璧。

　だから、私もオーダーいただくネイルが潤子伯母さんの魅力を引き立てられるものになるよう常に心がけている。

「そうそう。この間、理さと美みさんに会って。いいネイリストさん紹介してくれてありがとうって言われたわ」

「本当ですか？　それはよかったです」

　嬉しい言葉をかけられて、思わず笑みがこぼれる。

「彼女も京香の常連さんの仲間入りね。京香のお店が流は行やるのは喜ばしいことだけど、来たい時に予約が取れなくなったら困るわ」

　潤子伯母さんはそう言ってふふっと笑う。

「それでは、手をこちらにお願いします」と硬化してもらった指を出してもらい、エメリーボードで形を整えた。

「それは大丈夫です。潤子伯母さんの予約は特別ですから。朝でも夜でも何時でもやりますよ」

「あら、本当？　それなら安心ね」

「はい！　なんならお家に出張もしますし」

　そんな話をしながら、ベースジェルの容器を手に取った。




　営業終了の時刻、二十時を回り、ディライト店内はすでに飲食の客で賑わいを見せている。

　ディライトの営業は十八時から。

　私が最後のお客様を施術し始めるくらいの時間だ。

「京香ちゃん、どうした？　渋い顔して」

　接客用の椅子にかけ、デスクでスマートフォンをいじっている私へ、オーナーの二にの宮みや丈じょうさんがカウンター越しに声をかけてくる。

「あ……渋い顔になってますか？」

「うん。声かけようかためらうくらい」

　そう言われて、慌てて笑顔をつくってみせた。

「なんでもないですよ。ちょっとニュースの記事を読んでただけです」

「嘘うそだな。京香ちゃん、嘘つくの下手だぞ？」

　丈さんは私の嘘を速攻で見抜く。顔のちょっとした筋肉の動きでバレてしまうのだろうか。

　丈さんは、私よりもひと回り以上年上の大人な男性。

　肩の上で揺れる長髪と無精ひげがワイルドな印象で、趣味はサーフィンというから納得がいく。

　ご自宅は湘しょう南なんにあるらしく、休日は専もっぱら海に出ているそうだ。

　私がネイルサロンで間借りしたいと問い合わせた時も、快く『ぜひ話を聞こう』と言ってくれた。

　事情を話せば、力になりたいと言って場所を貸し、困ったことがあればなんでも相談してほしいとまで言ってくれたのだ。

「丈さんには敵いませんね」

「そ。だから嘘はやめておくんだな」

　丈さんはグラスを磨きながらははっと笑う。

「で、どうした。まさか、またどっかで悪評書かれてるのか」

「はい……。見なければいいんですけど、この間とは違うところで見つけてしまって」

「そうか、またか」

「こういうのって、過剰反応しない方がいいとか言うじゃないですか」

「まぁ、そうなのかもな。店やってると、多かれ少なかれそういうのはあるもんだしな」

「ですよね……」

「でも、内容が内容なら、立派な名誉毀き損そんになるわけだから。営業妨害だろ？」

　順調なネイルサロン経営。と、言いたいところだけど、今ひとつ気がかりなことがある。

　それは、ネット上での心ない書き込みだ。

　サロンをオープン後、気になって見てみた口コミサイトに、身に覚えのない書き込みをされていたのだ。

　施術についての意見やお叱りなら、真しん摯しに受け止めて今後に活かそうと思う。

　しかし、書かれていたのは到底そんな気持ちになれる内容ではなかった。

【オーナーの女性は施術中に何度も席を外し、奥でスマホを触っていました。彼氏との連絡でしょうか？　接客中の態度とは思えません。その時に施術してもらったネイルは数日で壊れ、保証はないかと問い合わせたところ感じ悪く『ない』と断られました。もう二度と行かないです】

　あまりに身に覚えのないことだったため、これは誰のことだろうと、一瞬そう思ったくらいだ。

　しかし、恵比寿に店を構えるネイルサロン『Choupinet』は間違いなく私のサロン。そして、そこのオーナーは私だ。

　まず断言できるのは、お客様の施術中に何度も席を外したことはない。

　宅配便の受け取りなどでやむを得ず席を立つことはあるけれど、それも稀まれなことだ。

　ましてや、スマートフォンを見に席を外し、お客様を待たせたことなど一度だってない。

　そして、施術後の保証についての内容も事実とは異なる。

　万が一、剥がれやパーツが取れてしまったような場合、施術後一週間以内なら保証期間として無償でお直しさせてもらっているからだ。

　それ以前に、壊れたから直してほしいという問い合わせをお客様からいただいたこと自体ないのだ。

　書き込みは完全にガセネタで、そこには悪意しか感じられなかった。

　でも、なにも知らない人がその投稿を目にすれば、そんなサロンには行きたくないと思うに違いない。

　嘘だなんて疑う前に、別のサロンを探すだけの話だ。

　そんな投稿が今日のものを含めて過去三回。

　どれも身に覚えのない、うちのサロンの評判を落とすようなものだ。

　いったいどこの誰がこんな嫌がらせをしているのか。

　疑いたくはないけれど、お客様なのかもしれないし、もしくは同業者の可能性もある。

　でも心当たりはまったくなく、どうしてこんなことを書かれて叩たたかれているのかがわからない。

　自覚がないままに、誰かに恨みを抱かれるようなことでもしてしまったのだろうか……。

「一度、どこかに相談してみてもいいかもな」

「相談、ですか……」

　沈んだ気持ちを誤魔化すようにスマートフォンの画面を裏返した。




　翌日。

　オープンしてすぐの時間、店には潤子伯母さんが訪れていた。

「すみません。ご足労をかけてしまって」

「大丈夫よ！　ちょうどこっちの方に用もあったから」

「すみません……」

　自然と何度も謝罪の言葉が出てきてしまう。

　昨日の晩、ひとり暮らしの部屋に帰ってから潤子伯母さんからメッセージアプリに連絡が入った。

　施術したネイルのストーンの一部に引っかかりがあるということで、今日は朝一番に修正に来てもらっている。

　こちらのミスだから、もちろん料金は発生しない。

「京香がこういう見落としするの、珍しいわね。こういうこと、初めてじゃない」

「すみません」

「いいのよ。相手が私だったから逆によかったじゃない。そう思いなさい」

　確かに、親戚である潤子伯母さんだったから、というのはある。

　でも、ちゃんと料金をいただいている以上、そんな甘えは許されないとも思っている。

「なんか悩みでもあるの？」

「え？」

「ここの経営、うまくいってるんでしょ？」

　そう訊かれて、どきりとする。

　思わずトップジェルを塗る手が止まり、動揺を露あらわにしてしまった。

「それともなに？　プライベートなことかしら？　彼氏でもできた？」

「で、できてません！」

　即答で、しかも全力で否定した私を、潤子伯母さんは「そんな力強く言わなくても」と笑う。

「じゃあなに？　やっぱり仕事関係？　困ったことがあったらなんでも相談しなさいって言ってるでしょう？」

「はい……」

　そこまで言ってもらい、打ち明けてみてもいいかなと「実は……」と口を開いた。

「それは、完全なる営業妨害ね」

　書き込みの件を話すと、潤子伯母さんの表情は徐々に渋い顔へと変化していった。

「営業妨害……ですかね、やっぱり」

「立派な営業妨害よ。心当たりは？」

「ないです。まったく」

「なにかクレームをつけられたとか、もしくは同業者のライバルとか」

「いえ。ないです」

　もしかしたら程度の心当たりもなくて、本当に見当がつかない。

　私の困り果てた様子を見て、潤子伯母さんは小さく息をつく。

「それなら、とりあえず相談した方がいいわね」

「相談、ですか。え、どこに」

「弁護士よ」

「べ、弁護士ですか!?」

　思わぬ相手に声のボリュームが上がる。

　今の時間はまだダイニングバーは営業時間外。店舗には私と潤子伯母さんしかいないから、こんな声を出しても一応誰にも迷惑はかからない。

「いや、弁護士って、なんか大事じゃあ……？」

「なに言ってるの。こういうのはね、早いうちに対処しておいた方がいいのよ。今この瞬間だって、その口コミを見て京香のこのサロンはやめておこうと思ってる新規客だっているかもしれないじゃない」

　具体的に例を挙げて言われると、事の重大さに改めて気付かされる。

　お店の信用問題に関わってくるとなれば、経営者として黙っていることはできない。

「近くの法律事務所に相談してみたらどう？」

「はい。あの、でも弁護士に相談とか経験がなくて」

「大丈夫よ。無料相談できるところも多いし、探してみたらいいわ」

　そう言った潤子伯母さんは「ね？　それがいいわ」と話をまとめた。




　その日の営業終了後、二十時過ぎ。

「ごめんね、京香ちゃん。帰るところを引き留めて」

「いいえー。全然気にしないでください。そろそろ磨く頃でしたもんね」

　予約のお客様がすべて終了し、店じまいをしようとしたところでダイニングバーの常連客、八や木ぎ沼ぬまさんに爪磨きのオーダーをいただいた。

　八木沼さんは男性のお客様。最近は男性でもネイルサロンに通う意識の高い方も多くいる。

　ネイルサロンが女性の通う場所だと言い切るのは時代遅れだ。

　不動産業を営む八木沼さんは、私がここで間借りしてネイルサロンを始めてすぐにお客様になってくれた。男性のお様客第一号だ。対面での仕事が多いという八木沼さんは、相手に好印象を与える身だしなみとして指先を整えることを希望している。

　ビジネスマンで接客をする男性などには、手先を綺麗に整えたいという理由でネイルサロンを利用する男性も少なくない。

「京香ちゃん、もし明日予想以上に時間がかかって、予約のお客様の時間に食い込みそうなら俺に連絡して」

　八木沼さんを施術中の私に、カウンターの向こうから丈さんが声をかけてくる。

「あ、はい。わかりました。そうならないように、切り上げるつもりです」

「うん。でも、相談してみるのは絶対、正解だと思うよ」

「そう、ですね……伯母に強く勧められたので、一応行ってみようかと」

「そうか。それがいい。今時どこも無料相談とかできるんだろ？」

「はい。そうみたいですね」

　丈さんと私の会話を聞いていた八木沼さんは、「なに、相談って」と話に割って入ってくる。

「ほら、京香ちゃんのサロンのことがネット上で叩かれてるって話。最近もまたあったから、弁護士に相談した方がいいって話になって」

　丈さんとも付き合いの長い八木沼さんも誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうの件は知っている。

「そっか。相談してくれたら、いい弁護士紹介するのに。知り合いにネット犯罪の弁護に長けてるのがいるんだ」

「そうなんですか。伯母に相談したら、近くの法律事務所に行ってみたらと強く勧められて。よさそうなところに問い合わせしてみたんです」

「そうなんだ。でもさ、法律事務所に依頼するとなるとどうせお金がかかるんだから、お店を移転させて名前も変えて、過去の口コミと縁を切ったらどうかな？　移転先の相談ならいつでも乗れるよ」

　八木沼さんの気遣いに「ありがとうございます」と感謝の気持ちを込めて微笑む。

「もしそうすると決めた際には、どうぞよろしくお願いします」

　周囲の人たちが皆んな気にかけてくれることに、ありがたいなとしみじみ思っていた。

　翌日。

　普段はオープンの十時から予約が入ることも多いけれど、たまたま午前中の予約が埋まらず、その時間に思い切って法律事務所を訪ねることに決めていた。

　昨日のうちにネットで調べ、同じ恵比寿にある評判のいい法律事務所に相談の予約を入れた。

　私のサロンは西口側だけど、今から訪れる『香か椎しい綜そう合ごう法ほう律りつ事じ務む所しょ』は東口側。明めい治じ通どおり沿いに事務所を構えているようだ。

　でもまさか、自分が法律事務所のお世話になるとは思っていなかった。

　目的地が近づくにつれ、緊張が増していくのを感じる。

　少し前には満開の桜で道行く人たちを楽しませていた明治通りの桜並木も、今は葉桜となっている。

　ここ、か……。

　通り沿いの新しめな高層ビルの外壁に、香椎綜合法律事務所の看板が見えてくる。

　意を決してビルのエントランスに入り、エレベーターホールに向かう。

　案内板を見ると、目的の法律事務所は六、七階らしく、受付は六階となっている。

　三基あるエレベーターのうちのひとつがすぐに到着し、心の準備がまだ整わないうちに中に乗り込む。

　エレベーターはすぐに目的階に着き、扉が開いた。

　エレベーターを出た先には、ガラス張りの通路が待っていた。

　明治通りの並木道を眼下に、磨かれたガラスに反射して映る自分の姿に目が留まる。

　肩下まであるセミロングの髪は、今日も緩く巻いている。

　湿気が多いと広がってしまう猫っ毛が長年の悩みだけど、仕事中は邪魔にならないようにまとめているから問題ない。

　ガラスに映るふわふわした髪をなんとなく手で押さえて整え、法律事務所の窓口を目指す。

　香椎綜合法律事務所と書かれた入り口に差しかかると、受付カウンターに女性が二名かけていた。

　こんな風に受付を持つのだから想像していたよりも規模の大きい事務所のようだ。

「すみません、本日十一時にお願いしています、松原と申します」

　受付で声をかけた私に、受付の女性は手元のモニター画面を確認する。

　そしてすぐに席を立ち、「こちらへどうぞ」と事務所の中へと案内していく。

　受付を入った先には人が多く働いているのが窺うかがえ、奥には事務所内の六階から七階フロアに上がれる螺ら旋せん階段が見えた。

　私が通されたのは、入ってすぐのところにある個室。

　依頼人の相談に使うのだろう。同じような入り口がもう何個か並んでいた。

「おかけになってお待ちください」

　案内してくれた受付の女性が立ち去り、入って手前側の椅子に腰を落ち着ける。

　広い部屋ではないけれど、となりの相談室とはすりガラスになっていて、部屋の奥側はガラス張りで開放感がある。

　ダークブラウンの木目調の部屋は落ち着く雰囲気で、白いローテーブルを挟んで一人掛けソファが向かい合う形の配置だ。

　いよいよ来てしまったと思いながら、相談内容を頭の中で整理する。

　誹謗中傷の相談といっても、きっと内容は様々。

　でも、私のように数度の書き込みでも対応してもらえるものなのだろうか。

　もっと、精神を病むような嫌がらせを昼夜関係なく受けているとか、そういう深刻な人が相談に来るんじゃ……。

　そんなことをあれこれ考えていると、入り口の扉が二回コンコンとノックされる。

　外から「失礼します」と男性の声がし、扉が開かれた。

　椅子にかけたまま振り返った先、ダークグレーのスリーピースに身を包んだ男性が部屋に現れた。

　すらりと高い背を見上げると、胸元にきらりと光る金色の弁護士バッジ。その先に見えた整った顔面に目を奪われる。

　涼し気な目元に細く高い鼻び梁りょう、薄い唇から「お待たせしました」と心地のよい低い声が聞こえた。

　俳優顔負けの美び丈じょう夫ふに意図せず釘付けになる。

　顔が小さい上に上背もおそらく優に百八十センチ以上はあるだろうから、あまりお目にかかれない八頭身というスタイルだ。

「よろしくお願いします」

　思わずソファから立ち上がり、頭を下げる。

「ああ、かけてください」

　私の向かい側、部屋の奥側の一人掛けソファの前まで来た男性が、スーツのジャケットの内側から名刺ケースを取り出す。

　そこから慣れた手つきで一枚を抜き出し、私へ差し出した。

「本日担当します、香椎と申します」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　緊張のあまり、また〝よろしくお願いします〟と言ってしまう。

　受け取った名刺には、香椎綜合法律事務所と書いてある下に、〝弁護士〟と〝香椎透哉〟と名前が記されていた。

　事務所の名前と苗字が同じということは、所長であるか関係者とかそういうことなのかもしれない。

　まだ立ち上がったままの私に、弁護士さんは「どうぞ」と着席をすすめる。彼も私の向かい側に腰を下ろした。

「本日はお店への誹謗中傷についてと伺っていますが……具体的にどのようなご相談かお話しいただけますか？」

　早速きた質問に、うだうだ考えていたことを思い出す。大おお袈げ裟さではないかなんて思っていたけれど、弁護士さんを前にしたら、もうそんなこと言っていられない。

「はい。私、ネイルサロンを経営しているのですが、ネット上で謂いわれのない書き込みを何度かされて。気にしないようにしようと思ったのですが、周囲からサロンの運営に影響するかもしれないから相談した方がいいと勧められまして……」

「なるほど。それは、いつ頃からでしょうか？」

　弁護士さんは個室に入ってきた際、小脇に抱えていたタブレット端末を手にし、長い指先で操作を始める。

「書き込み自体に気付いたのは、一カ月ほど前ですけど、書き込みがされていたのは今から三カ月近く前だったかと……」

「具体的に、どのような内容とかありますか。実際の書き込みを見せていただくのが手っ取り早いのですが」

　そう言われて、念のためにスクリーンショットをしてきた画像を思い出す。

「はい、あります」

　バッグからスマートフォンを取り出し、保存しておいた書き込みの画像を出す。

　改めて目にするとやっぱり気分が落ち込む内容で、なぜこんなことを書かれたのか憤いきどおりも湧き起こった。

「これなんですけど……」

　スマートフォンを差し出すと、弁護士さんは「失礼」とそれを受け取る。

「右にスライドしてもらって、あと二枚画像があります」

　切れ長の目が真剣に画像を見つめる。スライドしてすべてを見て「なるほど」とぽつり呟つぶやいた。

「失礼ですが、この、〝施術中にスマホを見に席を外している〟というのは。〝彼氏への連絡か〟などと――」

「事実ではないですっ。そんな、お客様をお待たせしてスマホなんて。第一、そんな相手もいませんから！」

　否定をすることに必死で、いらない情報まで口走ってからハッとする。

「あっ、いえ、なんでもないです、すみません……」

「そうですか。では、この営業上の保証については？」

「それも事実ではありません。そのような問い合わせ自体もらったことがない上、うちは保証期間を設けていますので、施術後一週間以内でしたら無償でお直しはすることになっています」

　私からの説明を聞いた弁護士さんは「そうですか」と頷うなずく。

「では、事実ではないということですね」

「はい。事実ではないです」

　真意を求めるような弁護士さんの真っ直ぐな視線を受け、しっかりと答える。

「となると、名誉毀損になる可能性は十分にあります。それに、この書き込みは確実に営業妨害に当たる。名誉毀損とは、〝公然と事実を摘てき示しし、他人の名誉を毀損すること〟をいいます。事実を摘示し、とはありますが、刑法第二百三十条では、〝その事実の有無にかかわらず〟と明記されているので、摘示された内容が事実かどうかにかかわらず罪が成立します」

「やっぱり、そうなんですね……」

　難しい言葉が並んで気後れしそうになるけれど、それは私が緊張しているからだろう。弁護士さんは素人にもわかりやすく説明してくれている。

　しかし、刑法何条……とか、さらりと口から出てくるあたり、やっぱり六法全書なんかは頭に叩き込まれているのだろうと感心してしまう。

「ちなみに、こういった嫌がらせに心当たりは」

「ないです」

　私からの即答に、弁護士さんは「わかりました」と答える。

「今回の場合、まずは相手の特定をするために発信者情報開示請求というものをして、相手の特定を行います。評判を下げるような具体的な事実が記載された投稿ですから、開示請求は通るかと」

　いよいよ専門的な話になってきて怯ひるみそうになる。それでも、弁護士さんの淡々とした説明になんとかついていこうと真剣に話を聞く。

「わかりやすく流れを説明すると、この口コミサイトにＩＰアドレスの開示を求め、それを基に投稿者のプロバイダを特定、住所氏名を開示。その後、相手方に損そん害がい賠ばい償しょう請せい求きゅうとなります」

「損害賠償請求……」

「流れはざっとこんな感じですが、いかがでしょうか」

「そう、ですね……」

「まずは開示請求ですが、投稿者の特定手続きをうちでは費用五十万円からやっています」

　弁護士費用の話になっていき、さらりと出てきた金額に目玉が飛び出しそうになる。

　ご、五十万から……!?

「その後の損害賠償請求手続きが二十万円からで、告こく訴そ状じょう作成が着手金四十五万――」

「あ、あの」

　料金形態の説明をしてもらっている最さ中なか、無意識に声をかけていた。

　弁護士さんが不思議そうに話を止める。

「あの……依頼は、もう少し、考えてみてもいいでしょうか」

　詳しく説明してもらった手前、相談だけで帰るのはなんとなく気まずい。

　しかし、今の説明を聞けば費用はざっと百万円近くになる。

　もしかしたら、その他諸々がかかってきて、百万円なんてあっという間に超えていくかもしれない。

　私にとって百万円なんて金額、大金すぎて簡単に出せるものではない。

　いくらお店のためとはいえ、さすがに現時点でそれは……。

「それはまったく構いません。依頼するかしないか、それを決めるのは松原さん自身です」

　躊ちゅう躇ちょする私を、弁護士さんは無理に引き止めるようなこともしない。

　執しつ拗ような商品の営業や勧誘のように契約を取ろうなどという雰囲気は一切なく、内心ホッと安あん堵どする。

「ただ、開示請求には有効な期限があります。プロバイダから記録が消えていってしまうので、発信者を途中で追いきれなくなる場合がある。なので、もし依頼を決められた際には一日でも早い方がいい」

「そうなんですか。わかりました」

　依頼を保留にすることになると、弁護士さんはタブレット端末の操作を終える。

「他になにか聞いておきたいことはありますか？」

「あ……いえ、大丈夫です。ありがとうございました」

　私がソファから立ち上がると、弁護士さんも「そうですか」と一緒に腰を上げる。

「弁護士に依頼するのも安いものではないですから、悩まれるのは当然だと思います。でも、うちはこの手の案件には自信があります。なにかありましたら、またご連絡ください。必ずお力になります」

　これまで笑みを浮かべることもなく真剣に話していた弁護士さんが、不意に柔にゅう和わな笑みを見せてきて、思わずどきりと鼓動が跳ねてしまう。

「はい。ありがとうございました」

　慌てて頭を下げ、相談に乗ってもらったお礼を口にした。










２．舞い込んだお見合い代理




　お店の入り口のベルがカラカランと音を立てる。

「京香！」

「あ、こんばんは。いらっしゃいませ」

　ひらひらと手を振って店内に入ってきたのは、潤子伯母さん。ハンドバッグの他に大きな紙袋を肩からかけている。

　今日はネイルの予約ではなく、ダイニングバーのお客様だ。

　時刻は二十時少し前。

　私も十八時からのお客様が予定より少し早く終わって、十九時半過ぎには仕事を終えて潤子伯母さんの到着を待っていた。

　ちょうどお昼休憩を取っていた十二時過ぎ、潤子伯母さんから着信が入った。

『折り入って、京香に相談したいことがあるの』

　メッセージではなく、珍しく電話がかかってきたと思ったら相談があると言われた。

　しかも、ちょっと普段と様子が違う気がしたのだ。

　折り入ってなんて、いったいなんの相談だろうと思いながら午後の仕事をしていたけれど……。

「京香ちゃん、奥の席空いてる」

「わかりました。ありがとうございます」

　丈さんに声をかけられ、潤子伯母さんを店内奥の席に案内する。

「京香、急な誘いでごめんなさいね。予定は大丈夫だった？」

「はい。特になにもなかったので、大丈夫です」

　丈さんに使っていいと言われた奥の席は、通路を挟んで最奥のソファ席。

　他の席と少し離れているから、折り入っての相談にはよさそうだ。

　席についた潤子伯母さんは、すぐにメニューを手にして「なににする？」と訊いてくる。

　目に付いた本日のおすすめの中から、然さ程ほど悩まずシーフードパスタを選んだ。

　丈さんの店のパスタはどれも絶品で、特に魚介を使ったものが私は大好き。

　エビやホタテなどの具材がとにかく大きいものを使っていて豪華なのだ。

　ホールスタッフへの注文を終えた潤子伯母さんは、アンバー色のグラスに注がれたお水を手に取り口にする。

　グラスを置き「そういえば」と話を切り出した。

「相談、どうだった？」

「あ、はい。行ってきました。事情を話したら、名誉毀損とか、営業妨害にあたるだろうって」

「そう、やっぱり」

「担当してくださった弁護士さんも丁寧に説明してくれました。でも……やっぱり、費用が高額なのでもう少し考えてみようかと」

　潤子伯母さんに勧められ法律事務所を訪れてから、早一週間。

【行ってきました。ありがとうございました！】とメッセージでお礼を送り、次にネイルの予約などで会った時に話そうと思っていた。

　急きゅう遽きょ今日会えることになったからちょうどよかった。

「そうね、弁護士費用は安いものではないから。必要なら、私が支援するから遠慮しないで言いなさい。京香のサロンの評判が落ちたら私も嫌だわ」

「ありがとうございます。聞くところによると、書き込みされた日からあまり時間が経過しすぎると開示請求ができなくなるかもしれないらしく……なので、もう少し様子を見て、依頼するならしようと思ってます」

　結局まだ依頼をするかは保留のまま。

　あれから気になる書き込みはないけれど、自分のお店をエゴサーチしてしまう行動自体に嫌気が差している。

　一度あんなことを書かれてしまえば、気になるのがきっと普通だ。

　見なきゃいいなんていうのはやっぱり難しい。

「その件で困ったことがあればまた相談なさい。できるかぎり力になるわ」

「はい。ありがとうございます」

　話の区切りがついたところで、ホールスタッフが食事の準備にカトラリー類を並べにやってくる。

「ごめんね。本当はワインでも一緒にいただきたかったんだけど、この後まだ仕事が残ってるのよ」

「いえ、全然構わないです。あの、それで今日の相談って」

　私の方から早速話を切り出す。

　潤子伯母さんは私の顔を見て「うん……」と、一瞬言うか言うまいか悩むような表情を見せた。

　でもすぐに「京香、あのね……」と本題に入るような声のトーンになる。

「実み乃の梨りのことなんだけど……」

「実乃梨？　今、どこか行ってるんでしたっけ？」

　大神田実乃梨は潤子伯母さんの娘。つまり、私の従姉妹いとこになる。

　同い年で同性ということもあり、幼い頃は会えば時間中ずっと一緒に遊んでいたくらい仲がよかった。

　年齢が上がると共に、あまり会うこともなくなってしまったけれど、潤子伯母さんから実乃梨の近況はたまに聞いている。

　大学を出てからはいろいろな国に語学留学をしているらしいけれど、確か最近はオーストラリアの方に行っているとか言っていた記憶が……。

「少し前に戻ってきたのよ。それで、あの子にお見合いの話があってね」

「お見合い？　実乃梨が？」

「ええ。そうなの」

　実乃梨も私と同じ二十六歳。お見合いや結婚などというフレーズが聞こえてきてもおかしな年齢ではない。

　それに、会社経営をしている潤子伯母さんの娘だから、様々な縁談が舞い込んでくるのだろう。

「そっか、実乃梨お見合いするんだ」

「ええ。でも、ね……」

「でも？」

　潤子伯母さんの声が淀む。

　いい話をしているはずなのに、表情もどこか嬉しさが窺えない。

「あの子、決まったお見合いを拒否して……」

「え？　なんで」

「今度はしばらく韓かん国こくの方に行くとかって。どうしてもやりたいことがあるからって、今朝、置手紙が……」

「え、置手紙って、まさかもう行っちゃったの？」

　潤子伯母さんは頷き、「はあ」とあからさまにため息をつく。

「じゃあ、せっかくのお見合いをお断りする感じになっちゃったってことですか？」

「それは、できればしたくないのよ。そこでね、京香に折り入っての相談になるのよ」

　そこでなぜ私に相談という話になるのかがわからず、小首を傾げる。

　潤子伯母さんは私に向かってにこりと微笑んだ。

「明日のお見合いに、代わりに出てもらいたいの。京香に」

「……えっ、私!?　しかも、明日!?」

　とんでもない方向に話が行き、あまりの驚きでつい声のボリュームが上がる。

　まさに、青天の霹へき靂れき、という話だ。

「え、ちょっと待って潤子伯母さん。代わりって、いったいどういう」

「実乃梨の代わりとしてよ。要するに、実乃梨の身代わりということ」

　身代わり？　身代わりって……。

「それって、実乃梨だっていうことでお見合いの席に行くって、そういうことですか？」

　やっと潤子伯母さんの要求が呑のみ込めてきて、確認を取るように訊き返す。

　潤子伯母さんははっきりとした声で「ええ、そうよ」と答えた。

「今回の話は、私の方からお願いしたお見合いだから、最初の顔合わせはどうしても断れないのよ。だから、今回一回だけの身代わりになってほしいの。それ以降なら断ることもできるから、私の方でなんとかするわ」

　とんでもないことを頼まれているとわかり、動どう悸きを感じ始める。

「いや……さすがに、実乃梨だって偽るのは無理があるんじゃないかな。似てるっていっても、双子レベルじゃないと」

　幼少期から、姉妹のように顔が似ていると言われていた実乃梨と私。実は、私の母と潤子伯母さんは双子の姉妹。だから、従姉妹である私たちもよく似ている。

　大人になった今も、潤子伯母さんから見れば私たちはよく似ているらしく、よくそんな話題も出てくる。

　だけど、ここ数年の実乃梨は私なんかよりもお上品な雰囲気だと、潤子伯母さんの見せてくれる画像で確認済み。

　顔が似ていたって、私とは別人だと誰が見たって感じるはずだ。

「お相手に写真は出しているけど、お見合いの場に持ち込んで見比べるなんてことされないわ。だから、顔が似ている京香ならきっと大丈夫なはずよ」

「むっ、無理無理!!　気付かれるに決まってる！」

「大丈夫よ。そのお見合いの二時間くらいなんとかなるわ。私も同席して、京香が困らないようにお相手と話を繋つなぐから。京香は微笑んで頷いているだけでいいのよ」

　潤子伯母さんは再度「お願いできないかしら」と真剣な眼差しを私に向ける。

「今回のお見合いは、私の仕事の関係絡みなの。こちらからお願いした話だったのよ。だから、実乃梨がどうしてもまだ結婚したくないって言うのなら、無理に縁談を進めることはしないわ。だけど、こちらからお願いしたお見合いをこんな寸前になってお断りすることはできなくて」

　潤子伯母さんの抱える事情を聞けば、確かに事態は深刻。仕事関係の付き合いの上に成り立った縁談なら、ドタキャンのような形で断るのは間違いなく無礼だ。

　お見合い前日にして実乃梨が逃げ出してしまい、潤子伯母さんは最終手段と閃ひらめいて私に連絡をしてきたのだろう。

　代理で、しかも実乃梨だと偽ってお見合いの席に行くことは不安しかないけれど、困っている潤子伯母さんを助けてあげたいという気持ちは強くある。

　これまで、姪である私のことにいつも親身になってくれた潤子伯母さん。

　東京で開業すると決めた時も、両親より力になってくれたのは潤子伯母さんだった。

　知人にサロンを紹介してくれたり、お店が軌道に乗るよう力を貸してくれたり。

　今の私があるのも潤子伯母さんのおかげと言っても過言ではない。

「本当に、私が行って大丈夫でしょうか……？」

　了承に傾いた私の返事に、弱って曇っていた潤子伯母さんの顔がぱっと明るくなる。

「やってくれるのね!?」

　勢いよく最終確認され、思わず〝うん〟と頷いていた。了承した私へ、潤子伯母さんは食事をしながら明日のお見合いについて詳細を話していった。

　お見合い相手の方は弁護士の方だと聞き、私的にタイムリーな職種の人が相手だと密かに思った。

　今回のお見合いをセッティングしたのは、潤子伯母さんが自身の仕事のためにファッションブランドとの繋がりを深めたく、お相手は業界関係者の息子だという。今は弁護士であるものの、未婚だと聞いて先方にお見合いをお願いしたらしい。

「あらやだ、私、慌てすぎてお相手の写真を持ってきそびれたみたい」

　手荷物の紙袋の中を覗のぞき、潤子伯母さんは肩を落とす。

「大丈夫です、写真見なくても。実際、私がお見合いするわけではないですし」

　潤子伯母さんは「そう？」と小さく息をつきながら漁っていた紙袋を私へ差し出す。

「それからこれ、明日のために用意しておいたワンピーススーツ。体型も同じような感じだから着れるわよね」

「え、あ、はい」

　来店した際、大きな荷物を持っていると思っていたけど、中身は私に渡そうと持ってきたものだったらしい。

「明日、京香のサロンが定休日でよかったわ。迎えのタクシーを十一時に向かわせるから」

「わかりました」

「お見合い時間前に現地で落ち合いましょう」

　あれよあれよという間に決まった実乃梨の身代わりお見合い。

　潤子伯母さんはホッとしたような様子を見せていたからよかったけれど、私はいつまでも大丈夫だろうかと不安ばかり感じていた。




　翌日。

　迎えのタクシーが十一時にくると聞いていたので、今日は休日だけど仕事の時と同じくらいの時間に起床した。

　いや、むしろ少し早いくらいの時間だったと思う。

　毎日かかさない朝のカフェオレを淹いれ、昨日帰宅後すぐにハンガーにかけておいたワンピーススーツを眺める。

　私自身のお見合いかとツッコミを入れたくなるほど、昨晩はなかなか眠りにつけなかった。

　緊張ではない。私には心配事がふたつある。それをグルグル考えていたからだ。

　ひとつ目は、お見合いなんていう席が初めてで経験がなく、身代わりがちゃんと務まるかということ。

　潤子伯母さんは微笑んで席についていればいいって言っていたけれど、実乃梨の面めん子つを潰さないように粗そ相そうはできない。

　そしてもうひとつは、バレないかという心配。

　実乃梨と私が似ているからといって、絶対にバレないなんて保証はない。

　もしも相手の男性が写真で見た実乃梨を気に入り、穴が開くほど見てきていたのなら、確実に別人だと気付くのではないだろうか。

　そんな心配事を抱えながら眠りにつき、朝を迎えた。

　いざ当日を迎えると、やっぱり不安と心配に押し潰されそうになる。

「やっぱり無理だよ……」

　カフェオレを飲むのを中断して、思わず頭を抱える。

　でもとにかく、今さら逃げ出すわけにはいかない。受けたからには成功させなくてはならない。

　結果、実乃梨の意向で断る縁談だとしても、身代わりなんてことが相手に知れたら失礼極まりない。

　普段よりも丁寧にメイクをし、髪は私より長いという実乃梨と比べられないようにダウンアップにまとめる。

　渡されているネイビーカラーのワンピーススーツは、ウエストマークされたＡラインで、ジャケットはショート丈の上品なデザインだ。

　身支度を整え、時刻はあっという間にタクシーの迎え時間に。

　時間五分前にアパートの下に出ていくと、すでに迎車タクシーが停車していた。

　タクシーが向かった先は、日ひ比び谷やにある老舗しにせホテル。降車し、エントランスを入っていったところで連絡する間も必要なく潤子伯母さんが現れた。

「京香、待ってたわ」

　会うなり潤子伯母さんは私の姿を見て、「うん、いいわね」と微笑む。

「これで、実乃梨の代わりになってますか？」

「あの子以上よ、大丈夫。綺麗にしてきてくれてありがとうね」

　身代わりとしての合格をもらいホッとしたのもつかの間、潤子伯母さんは「行きましょう」とロビーを歩いていく。

　向かった先は、ホテル一階のラウンジ。

　吹き抜けとガラス張りのラウンジは開放感があり、西洋の貴族のお茶会にでも招かれたような豪華な雰囲気だ。

　ラウンジの受付に出向いた潤子伯母さんの後ろにぴったりと続く。

　潤子伯母さんが名前を伝えると、スタッフは「ご案内いたします」と奥へと私達を先導していく。

「先方はもういらしているみたいね」

「えっ」

　思わず素敵なラウンジに似つかわしくない声が漏れる。

　この先、案内された席にはもうお見合い相手が待っているらしい。

　ここに来るまで十分心の準備はしてきたつもりだったのに、いざその時になると緊張が押し寄せる。

　大丈夫――。

　心の中で自分に声をかけ気持ちを落ち着かせる。

　自分のお見合いというわけではない。

　ただ、実乃梨だとちゃんと見えるように……。

「お待たせしました！」

　案内された席の前で、潤子伯母さんが足を止めて挨拶をする。

　潤子伯母さんが挨拶をしたのに倣って、慌てて頭を下げて「お待たせしました」と同じように挨拶をした。

　すでに席についていた男性が腰を上げてこちらを振り返る。

　えっ……？

　目にした顔に、思わず小さく肩が揺れる。

「あっ！」

　思わず声が漏れていた。

　視線を奪うほどあまりに整った人だったから、顔を見て目が覚めるような感覚だった。

　あからさまに目を見開いてしまい、慌ててその驚いた顔を隠すように頭を下げる。

　実乃梨のお見合い相手って、この間の弁護士さんだったの……!?

　偶然とはいえ、タイムリーすぎて困惑する。

　こんなのバレないわけがない。

「いえ、私も今来たばかりです」

　法律事務所に出向いた際にいただいた名刺を思い返し、確か名前は香椎さんだったと思い出す。

　間違いない。この低く落ち着いた声は耳に残っている。

　聞いていて好きな声だなと無意識に感じていたからだ。

「本日はよろしくお願いします。こちら、娘の実乃梨です」

　潤子伯母さんに紹介され、再度頭を下げて「おっお願いします」とどもりながらも挨拶をする。

「香椎です。よろしくお願いします」

　挨拶が済み座席に腰を落ち着けると、すぐにスーツのスタッフが黒い革張りのメニューを手にやってくる。

　手渡されたメニューには英語と日本語で多数のドリンクメニューが記されていた。

　中でも紅茶はフレーバーティーを含めかなりの種類が用意されていて、ホットでもアイスでも淹れてもらえるらしい。

「決まりましたか？　オーダーしましょう」

　香椎さんがリードして潤子伯母さんと私のドリンクオーダーを聞く。

　メニューを見て感心はしたものの、動揺と緊張でどれにするか決められず、潤子伯母さんが選んだフルーツティーのホットに便乗して「同じもので」と答えていた。

　香椎さんは通りかかったスタッフを呼び止めオーダーを始める。

　正面から香椎さんの視線を感じていたけれど、メニューに目を落としてなるべく目を合わせないように努める。

　出だしからこんな調子で最後までもつのだろうかと不安しかない。

　いつまでも目を合わさないでいるわけにもいかないし、かといって不審な様子で実乃梨ではないと気付かれるわけにもいかない。

　私はあくまで実乃梨の身代わり。

　実乃梨が気に入ってもらえるように振る舞わなくてはならない。

　絶対に気付かれるだろうと諦めかけていたものの、香椎さんが私を見てなにかリアクションを取ることもなく、逆に首を傾げたくなる。

　もしかしたら、気付いているのは私の方だけで、彼は私を覚えてもいないのかもしれない。

　そうだ、きっとそうに違いない。

　香椎さんにとっては、事務所を訪れた大勢いる依頼人のひとりなんていちいち覚えているはずもない。

　ましてや、契約をしたわけでもないのだから。

「あら、ごめんなさい」

　となりに座る潤子伯母さんが突然バッグを漁り始める。

　微かにスマートフォンの着信音が鳴っているのが聞こえていた。

「ごめんなさい。ちょっと仕事の電話だわ。少し失礼しますね」

　取り出したスマートフォンの画面を目にした潤子伯母さんは、私たちに断り立ち上がる。

　慌てて電話に応じながらその場を離れていった。

　大丈夫だろうかとその姿を見届けながら、いきなり香椎さんとふたりきりになってしまったことに気付く。

　なんとなく視線を感じて正面に顔を戻すと、気のせいではなく香椎さんが私をじっと見つめていて、大きく心臓が音を立てた。

「先日はどうも」

「え、あっ、はい。ありがとうございました」

　自分の返事を反はん芻すうし、ハッと我に返る。同時に背筋を冷たいものが這はい上がり、香椎さんの顔を凝視したまま瞬きを忘れた。

　香椎さんからさらりと出てきた挨拶に、つられるようにして応えていた。

　まるで誘導尋問にでも引っかかったよう。

　まずい……やってしまった。

　ゾッとしている私を前に、香椎さんの薄い唇が微かに笑みを浮かべる。

　どこか意地悪く口角を上げた彼の微笑を目に、血の気が引いていくのを感じていた。

　この言い方、この表情。間違いなく私と会ったことをわかっている。それを確かめるために、試されたのだろうか。

　どちらにせよ、私の返答は完全にアウトだ。

　どうしようと混乱の渦に落ちていく。

　自分の鼓動が激しく音を立てるのを聞きながら、ここからどう振る舞えばいいのか使い物にならない頭で必死に考えていた。

「ごめんなさいね、席を外して」

　幸い、通話で席を外した潤子伯母さんがすぐに戻ってきてくれて、微妙な空気は薄れる。

　しかし、そんな風に始まった偽りのお見合いの席は、ほとんど頭が真っ白のまま進んでいった。




　それから二時間ほど、自分がどんな顔をしてそこにいたのかはよくわからない。

　話の内容についても記憶が曖昧になるほど、心中穏やかではなかった。

　予定通り潤子伯母さんが率先して話を繋いでくれたのは幸いだったけれど、浮かべていた私の笑顔は終始引きつっていたに違いない。

「今日はありがとうございました」

　やっと約束の二時間が近づき、お見合いの席は締めに入っていく。

　時間を見計らった潤子伯母さんがお開きの声をかけてくれ、終わりが近づいてきたことにホッと安堵する。

　しかし、紅茶が運ばれてくるよりも先に香椎さんに私の正体がバレてしまったと思われる展開があったにもかかわらず、香椎さんはお見合いの席でそのことに一切触れてこなかった。

　いつ追及されるのかとヒヤヒヤしていたものの、もしかしたら私が思っているような最悪の事態は免れたのかもしれない。と、勝手に思っていた。

　相手もいい大人だ。なにか事情があってのことだと、もしかしたら目を瞑つぶってくれたのでは……？

「こちらこそ、ありがとうございました。あの、この後、実乃梨さんと少しふたりきりでお話しできたらと思うのですが」

　香椎さんからの突然の申し出にどくんと鼓動が驚いた音を上げる。

　美しい顔ににこやかな表情を浮かべ、香椎さんは潤子伯母さんの返答を待つ。

「ええ、ぜひ。ふたりで少し話してもらえたらと思います」

　潤子伯母さんの淀みのない回答に、心の中で『伯母さーん！』と叫んでいた。

「では、私はここで失礼させてもらいますね」

　私の肩を触るようにとんとんと叩き、「行くわね」と言う。

　目を合わせた潤子伯母さんの視線には〝あとは頼んだわよ〟というメッセージが含まれていた。

　もう一度挨拶をして席を離れていく潤子伯母さんを、困惑したまま見届ける。

　姿が見えなくなって、いよいよ正面に姿勢を戻すと、香椎さんはそれまでには見せていなかった意味深な微笑を浮かべていた。

「なにか事情があってのことだとは思う」

　彼から出てきた言葉に、自然と姿勢がピンと整う。

　だってそれは、もうすべてをわかっていると言っているようなもの。

　さっきわずかに浮かんでいた、目を瞑ってくれたかもしれないなんて期待は呆あっ気けなく壊された。

「でも、どうやら見合いの相手は君ではないね？」

「えっ……あの、それは」

「俺も、遠慮する予定の見合いの席だったから、写真はちらっとしか見てこなかったんだ。確かに、〝実乃梨さん〟によく似ている」

　やっぱり、バレてる……。

　お見合い話自体を断れないのは、潤子伯母さんの仕事関係の絡みがあると聞いている。

　しかも、こちらからお願いしたという事情もあったからだ。

　それだけでこの身代わりお見合い話に失敗は許されないのがわかるのに、こんな風にバレてしまっていったいどうすれば……。

「でも、苗字からすると姉妹というわけではないようだな。従姉妹か、親戚関係……」

「違います！　私は、大神田実乃梨です！」

　ここまで見破られてしまっているというのに、私の咄とっ嗟さの発言はひどいものだった。

　もう頭の中が完全にパニックに陥り、なんとか嘘をつき通そうとしている。

　そんな私を、香椎さんはフンと鼻で笑った。

「わかった。そこまで言うならそういうことにしておこう」

「……？」

「その代わり、〝代理〟として俺の要求を呑んでもらおうと思う」

　ゴクリと、自分の喉が鳴るのが耳に入る。

　依然として表情を崩さない香椎さんの目をじっと見つめたまま、その続きを黙って待った。

「仕事絡みで言い寄ってくる女性対策で、ちょうど婚約者が欲しかったんだ。〝代理〟の仕事をまっとうして、しばらく俺の婚約者になれ」

「……。えっ、こ、婚約者!?」

　予想外で、しかもとんでもない方向に話が進み、反応した声が大きく出て自分でも驚いた。場違いな声量に、慌てて口を手で押さえる。

　いや、代理の仕事をまっとうして婚約者になれって、いったいどういうこと？

「あの、意味がよくわからないのですが」

「意味？　そのままだけど。なにも難しいことは言っていない。俺の婚約者のふりをしろと、そういうことだ」

「いや、なんでそんな話になるんですか？　なんで、私があなたの婚約者のふりなんて」

「今日は〝代理〟で来たんだろ？　だったら、素直に話を受けないと大神田さんにも迷惑がかかることになるかもしれないぞ？」

「なっ……」

　私が身代わりだったとバレたことで、潤子伯母さんの仕事になにか支障が出ることになったら……。

　香椎さんは、そんな事情も汲くみ取った上でこうして脅すようなことを言っているのだ。

　でも、全面的に悪いのはこちら側。香椎さんにはまったく非はない。

「どうする？　それでも拒否して帰るか」

「…………」

「言ってたよな？　困ってる人は放っておけないって。ほら、困ってる人がいるぞ、ここに」

　昔から、困っている人がいるとすぐに手を差し伸べたくなる性分で、世話好きとか、お人よしとかよく言われていた。

　学生時代は〝困った時はきょんちゃん〟とクラスメイト皆んなが言っていたくらいだ。

　ある時、文化祭で劇をやる予定が、主役を務める友達が前日から体調不良となり、主役不在でクラスが途方に暮れるという事件が起こった。

　私は手先が器用という部分を生かし衣装係をしていた。たまたま主役の衣装を担当していて、それの出来を見るために彼女のことをよく見ていた。

　なんとそれが功こうを奏し、急遽代役を務めることになったのだ。

『きょんちゃん、お願い、代役たのめないかな？』

　友達から直々にそうお願いされたら、主役という大役でも引き受けないわけにはいかない。不安はありながらも快く引き受けたのだ。

　幸い、よく見ていたおかげで、セリフも彼女の演技も覚えていた。

　なにより、クラスでつくり上げてきたものをなんとか完成させたいという思いが強かった。

　日常の小さい困った出来事はもちろん、大きな事まで、知ればついつい手を差し伸べてしまうのが私という人間だ。

　でも、今日そんな話をしたのかすらもう記憶にない。

　潤子伯母さんが実乃梨の話をするところ、うっかり私の話でもしてしまったのだろうか。

　香椎さんの真っ直ぐな視線に、意を決して口を開く。

　婚約者のふりって、きっと名前を貸すとかそういうことだよね。

「わかりました。私にできることでしたら、やらせていただきます」

　そう言った私に満足したようで、香椎さんは再び端整な顔に微笑を浮かべた。

「交渉成立だな」

　香椎さんはスマートフォンを取り出し、「連絡先を」と言う。

　言われるがまま慌ててバッグからスマートフォンを出し、連絡先を交換した。

「今、住まいはどこに？」

「え？　えっと、多た摩ま川がわ駅です」

　なぜそんなことを訊かれるのだろう。

　不思議に思いながらスマートフォンをバッグに押し込んでいると、香椎さんはまだ残っていたブレンドコーヒーのカップを手に取り口をつけた。

「見合い話が持ち上がった時に、新居も手配していたんだ。結局、断ろうと思い始めてあの部屋をどうしようかと思っていたが、ちょうどいい」

「え……？　新居？」

「詳細は後ほど送る。引越し業者の手配もするから、現住所を送っておいてくれ」

「え、あ、あの。まさか、一緒に住むって話をしてますか？」

　まさかと思い訊き返す。

　香椎さんはおもむろにソファを立ち上がり、平然と私を見下ろした。

「しているが、そんな〝まさか〟なことか？　婚約者として当然のことだろう。一緒に住み始めることなんて」

「当然って、私は代理で、名前ばかりの婚約者っていうそういう解釈で――」

「この後一件、依頼人と会う約束があるんだ。時間も押しているから、話はまた次回会った時にしよう」

「え、あ、ちょっと――」

　引き留めるも虚しく、香椎さんは振り返りもせず肩越しにひらりと手を振り立ち去っていく。

　このままでは絶対にいけないと、慌てて席を立ち上がり仕立てのいいスーツの背中を追いかける。

　ラウンジを出たところで追いつき、勢い任せに「ちょっと待って！」とその腕を掴んだ。

「なんだ、追いかけてくるほど納得がいかないか」

「だって、納得できる話だと思いますか？　会ってまだ二度目の人と、いきなり同居するってそんな話あります？　そんな、よく知りもしない人と」

　もう自ら二度目と言ってしまったことも気にしていられない。

　私に引き留められても香椎さんの余裕は健在で、詰め寄った私をフンと鼻で笑った。

「わかった。それなら知ればいいということだな」

「え？」

「近いうちに一度食事でもしよう。また連絡する」

　香椎さんはそう言って再び私の前を立ち去っていく。

　かと思えば「あ……」となにかを思い出したように立ち止まり、こちらを振り返った。

「大神田さんには、お互いに縁談は進めない方向で話がまとまったと話してくれ」

　そう言って再び颯さっ爽そうと歩いていった。

　え、ちょっと……。

　ああ言えばこう言う。

　さすが頭の回転が速い。

　でも、少し……いや、大分勝手すぎない？

　強引だし、もしかして結構性格悪かったりする？

　取り残された私は、ひとり混乱したままその場にしばらく佇たたずんでいた。




　その日の晩。

　シャワーを浴び、髪をタオルドライしながら冷蔵庫を開ける。

　中に一本だけさくらんぼ味の缶チューハイが入っているのを思い出し、迷わずそれを手に取った。

　家でひとりで飲むことはあまりない。

　これは食材の買い出しでスーパーに行った際、期間限定で並べてあるのが目に留まり、なんとなく一本買ってみたものだった。

　プルタブを上げると、プシュッといい音がする。

「いただきます」

　缶のまま口をつけた期間限定のさくらんぼチューハイは、甘酸っぱい優しい味わいで、ジュースのように飲みやすい。

　調子に乗って飲みすぎてしまいそうな風味だ。

　ふと視線を上げて目に入ってきた、今日着ていたワンピーススーツ。

　クリーニングに出して潤子伯母さんに返さなくてはと思いながら、今日の出来事を振り返る。

　香椎さんの綺麗な顔が意地悪く微笑むのが脳裏に蘇り、打ち消すように勢いよく缶を呷あおった。

　婚約者の代わりも同居も、本気で言ってるのかな……。

　静かな部屋の中に、突然スマートフォンの着信音が鳴り響き始める。

　缶を置き、ベッドに放っておいたスマートフォンに向かうと、そこには潤子伯母さんの名前が表示されていた。

「もしもし」

《あ、京香？　今、大丈夫かしら》

「あ、うん」

《今日はありがとう。あの後、香椎さんとふたりにさせてしまったけど、大丈夫だった？》

　ドキッ。潤子伯母さんからの質問に途端に鼓動が跳ね上がる。

「あー、うん、大丈夫。ちゃんと、やっておきました」

《そう。それならよかったわ》

　電話の向こうからホッとしたような声が聞こえ、胸がずきっと痛む。

　偽物だとバレたなんて絶対に言えないと、もう引き返せない状況に息を呑んだ。

「あの、潤子伯母さん。香椎さんなんだけど、実乃梨と同じで、今回の縁談は遠慮しようと思っていたらしいの」

《え……そうなの？》

「うん。だから、今日はお時間ありがとうございましたって形で解散になって」

　縁談は白紙になったということを、潤子伯母さんに不審に思われないよう平静を装って話す。

　その間も私の心臓はバクバク音を立てていて、スマートフォンを持つ反対側の手を胸に当てていた。

　もちろん、香椎さんから要求されたことを正直に言うわけにはいかない。

　偽装婚約者になることも、同居するかもしれないことも。

《そうだったのね。それなら結果よかったわ。実乃梨が乗り気じゃないお見合いだったから、どちらにせよ見送りのご連絡はしなくちゃいけないと思っていたの。香椎さんもそういうつもりだったのなら、丸く収まったわね》

「うん、そうですね」

《京香、今日は本当にありがとう。助かったわ》

「いえ、これくらいのことなら全然。よかったです」

　電話の最後まで、潤子伯母さんは私に感謝の言葉を並べていた。

　本当は重大なことを偽っているのに、私はそれを隠したまま通話を終わらせるしかなかった。










３．半年限定の偽装婚約者




「うわっ……」

　お客様が途切れた合間のお昼休憩。

　朝、コンビニに立ち寄り買ってきたフルーツサンドをかじりながら、傍らに置いたスマートフォンの画面に目を落とし思わず変な声を出していた。

　だってそこには、香椎さんからのメッセージが届いていたから。

　食べかけのサンドイッチを置き、メッセージを開いた。

【仕事はいつも何時に終わる？　明日か明後日、時間が取れるなら会いたい】

　読み終えた瞬間、不覚にも鼓動が大きく音を立てた。

　最後の〝会いたい〟というフレーズに反応したようだ。

　香椎さんのそんな言葉は、私利私欲のためだと鼓動を高鳴らせてしまった自分に教える。

　代理見合いの席からちょうど一週間。

　連絡先を交換したものの、特になんの連絡もなく、このまま話が流れてくれれば助かると思っていた矢先だった。

　明日、明後日の予約状況を思い出し、その場でメッセージを作っていく。

【明日も明後日も最後の予約のお客様が十八時からなので、遅くても二十時にはお店を出られます】

　そう返信し、スマートフォンから目を離した。

　一分もしないうちに、またスマートフォンが振動する。

【じゃあ明日。二十時に店前へ迎えにいく】

　その文面を読み、「店前は無理！」と思わず心の声が口から出ていた。

　そのまま慌てて【恵比寿の駅前とかにしませんか？】と返信する。

　やっぱり、話が流れることはないか……。

　約束が確定して、肩を落としている自分がいる。

　本当に、婚約者のふりをしろと言うのだろうか。

　現実味のない話で、未だに理解できていない部分が大きい。

　女避けのためになんて言っていたけど、要するに都合のいい魔除けみたいな役割って解釈でいいのだと思っている。

　モテる男は苦労が絶えないってことね……。

　確かに、顔面偏差値の高さは物凄いと思う。スタイルもいいし、自分のよさをわかっているオシャレな雰囲気も持ち合わせている人だ。

　スペックも合わせて、女性が寄ってくるのはよくわかるけど……。

　でも、私が彼の魔除けをしなくてはいけない意味がわからない。だって、私にはもちろんのことなんのメリットもないのだ。気が進むわけもない。

「ハァ……参ったな」

　既読が付いたメッセージの後には、【わかった。また連絡する】と返ってきていた。




　翌日。

　予定通り予約のお客様の施術を終え、店じまいができたのは十九時半を回ったところ。

「おっ、京香ちゃん、今日はなんかいつもと雰囲気違くない？」

　そろそろ出ようと思っていたところ、カウンター越しの丈さんに話しかけられる。

　カウンター席にいた八木沼さんまで私を振り返り、「確かに」と微笑んだ。

「そうですか？　いつもと大して変わらないですよ」

「いやいや、そんな雰囲気の格好あんまりしてないじゃん」

　丈さんの指摘に、確かにパンツ率が高いことを自覚する。

　デニムやリラックスワイドパンツで仕事していることがほとんどだからだ。

　でも、今日はブラックギンガムチェックのマーメイドスカートに、楊柳シフォンのトップスというコーディネート。

「なに、もしかして今からデートとか？」

「ちっ、違います！　デートなんてそんなわけ」

「おー、全力否定がますます怪しいな」

　動揺する私を、丈さんは容赦なくからかう。

　耐えられなくなって「違いますからね！　お疲れ様でした」と逃げるようにお店を後にした。

「ハァ……」

　普段より少しちゃんとした格好をしただけであんなに絡まれるとは。

　それだけ、いつもどうでもいい格好をしているってことなんだけど。

　やっぱり、お店の前に迎えにいくと言われたのを断っておいて正解だったと、今になって心底思っていた。

　もしそんなのを見られたら、面倒くさいことになるに違いない。

　相手は彼氏ではないと言ったところで、あの丈さんのことだから『またまた～』なんてニヤニヤされるのが想像つく。

　すっかり陽の落ちた夜の街を、恵比寿駅に向かって歩いていく。

　今日、香椎さんに会って、状況はなにかいい方向に傾くのだろうか。

　そもそも、今日はなんのために会うことになったんだっけ……？

　私がよく知りもしない人と同居なんてできないと言ったから、それなら知ればいいと今日の約束を取りつけられたのだ。

　食事をして少し話したくらいで同居が承しょう諾だくできるほどお互いのことなんてわかるはずないと思うのだけど。

　駅前に近づくにつれ、気持ちとは裏腹に鼓動が高鳴り始める。

　心拍を落ち着ける間もなく、〝恵比寿駅〟という駅の文字が見えてくる。

【西口、恵比寿像のところで】

　昨日、店前まで迎えに来られるのを遠慮すると、そんなメッセージが届いていた。

　その言葉通り、恵比寿像のそばに目を引くスーツ姿を見つける。

　まだ距離はあるのに、洗練されたその姿はすぐに目に入ってきた。

「えっ……？」

　ひとりなのに思わず声が漏れる。

　先に彼の姿を見つけた私の目に飛び込んできたのは、香椎さんに見知らぬ女性が近づいていく光景。

　話しかけられた香椎さんは女性を見下ろし、なにか返事をしている。

　知り合いの女性だろうか。

　この辺りなら事務所も近いし、彼を知っている人もいるに違いない。

　だけど、どうも知人と話しているような様子でもないように窺える。

　もしかして、逆ナンパとか……？

　このまま行くに行けず、慌てて身を隠せる場所を探す。

　駅前案内板の陰に隠れて様子を見ているうちに、話が終わったのか女性は立ち去っていった。

　離れていく女性をちらりと見遣った香椎さんは、隠れて様子を見ていた私へと視線を寄越す。

　視線がばちっと重なり、思いっきり肩を揺らしてしまった。

　香椎さんはすでに私の存在に気付いていたようで、切れ長の目を細めて私をじっと見つめる。

　覗き見をしてしまったような申し訳ない気分に襲われたものの、私が後ろめたい気持ちになる必要はないと堂々と約束の場所まで歩いていった。

「こんばんは。お待たせしました」

「こんばんは。待ってないから大丈夫」

「いいんですか、今の女性」

「ああ。飲みに行かないかと声をかけられただけだ。断った」

　やっぱりナンパだったとわかり、ぎょっとする。

　女性が放っておかないだろうとは思っていたけれど、その現場を目の当たりにするとは思いもしなかった。

「店を予約している。行こう」

「あ、はい」

　香椎さんの斜め一歩後ろをついていくこと数分。

　駅前の喧けん騒そうから離れた落ち着いた通りに入ると、地下へと向かう階段前で足を止める。

「食べられないものはないと聞いたから、寿司にしたけれど、大丈夫か」

「はい。問題ないです」

　香椎さんの後に続き、地下に続く石造りの階段をそろそろと下りていく。

　階段の隅にはところどころに竹細工の小さなランプがオレンジ色の淡い光を放っている。

　雰囲気から高級店だというのがわかり、また別の緊張が走る。

　お寿司なんて、今まで回転寿司しか行ったことがない。

　きっとこの先にあるのは、カウンターの寿司店だというのは間違いない。

「いらっしゃいませ」

　階段の先にある引き戸の入り口を開けると、中から男性の声が聞こえた。

　入ってすぐのカウンターの向こうに立つ、白い板前服に身を包んだ男性が「香椎先生、こんばんは」と香椎さんに声をかける。

「どうぞ、一番奥の席へ」

　そう促されると香椎さんは「ありがとうございます」と慣れた足取りで店内奥へと入っていく。

　後についていくと奥は個室席になっていて、その一番奥の席に香椎さんは入っていった。

　黒いテーブルに黒い椅子。落ち着いた雰囲気の客席に向かい合って腰を下ろす。

　テーブルの横の壁は床の間になっていて、カキツバタが生けられていた。

「一杯やりたいところだが、今日は車なんだ。アルコールが飲めるなら好きなものを」

　置かれているメニューを手に、香椎さんは視線を寄越す。

「私も、ノンアルコールでいいです」

「飲めないのか」

「あ、いえ。そうではないんですけど、今日は帰ってまだやりたい仕事があるので」

　新しいカラージェルが届いて、今晩はサンプルのカラー見本を作りたいと思っている。

　お酒に弱いわけではないけれど、綺麗にチップに色を塗りたいから素しら面ふでやりたい。

「へぇ、帰宅後にも仕事があるのか」

「はい。カラー見本を作るんです。新しい色が入ってきたので」

　気付けば自分の仕事のことも隠さず話していた。もう今さらだし、嘘をつく必要もない。香椎さんだって、私がネイリストだということを知っている。

「わかった。ノンアルコールビールは飲めるか」

「はい。大丈夫です」

「料理はコースで頼んでいるから」

「そうですか」

　高級寿司店のコースって、いったいどのくらいのお値段なんだろうか。

　イメージだと、一貫千円以上は確実にするだろうし、コースなんていったら数万円はするだろう。

　前になにかで、上がりだけで千円かかるなんて見たこともある。

　困らないようにお財布には普段よりお金を入れてきたけれど、持ち合わせで支払えるだろうか……。

　ひとりお会計について考えている間に、香椎さんが注文を取りにきたスタッフにドリンクオーダーをしていた。すぐにグラスでノンアルコールビールが運ばれてくる。一緒に湯葉を使ったお通しもテーブルに並んだ。

「じゃ、乾杯で」

「はい」

　グラスを手に、香椎さんに続いて口をつける。ノンアルコールビールはあまり飲まないけれど、すごく美味しく感じられた。

　高級店でしか飲めない特別なものなのかと勝手に思い込む。

　でも、なんだかすごく変な気分だ。

　香椎さんと向き合って、こんな風に乾杯したりして。

「なんだ、人の顔をじっと見て」

「あ、ごめんなさい。変な意味じゃないんです。なんか、不思議だなって、漠ばく然ぜんと思って」

「というのは？」

「いや……お見合いの代理をして、その相手が一度会ったことのある弁護士さんで。それで、こんな風に食事をするなんて不思議なこともあるんだなって」

「一度、か」

「え……？」

　香椎さんはふっと笑い、「いや、なんでもない」と箸を手に取る。

「今の仕事は始めて長いのか」

「今の仕事は、六年目になります。あ、でも開業してからは間もないです」

「それまでは？」

「それまでは、地元のショッピングモール内のネイルサロンで働いていました。実家は長野なんですけど」

「へぇ、長野」

　香椎さんの特に興味もなさそうな反応に、いらない情報まで口にしたと思う。

「香椎さんは、今のお仕事は……？」

　なんとなく流れで質問を返したものの、失敗したかもと思う。

『そんなこと、知る必要が？』とか、サラッと返ってきそうな……。

「弁護士になって今年で十年になる」

　しかし、香椎さんは意外にも自分の話をすんなりしてくれる。

　そういえば、年齢も聞いてなかったことに気付く。

「あの、すみません。そういえば年齢も伺ってなかったですね。十年となると……？」

「今年三十三になる」

「三十三。……え、じゃあ二十三の時に司法試験に受かったんですか？」

「受かったのは二十二の時。それから一年間は司法修習があって、それから実務につけるようになるから」

「へぇ……そうなんですね。え、でも、そうなるともしかして学生の頃に合格を……？」

「大学四年の時にな」

「え、もしかして一発合格を？」

「ああ」

　サラッと言っているけれど、司法試験にその年齢で合格するのは相当珍しいのではないのだろうか。

　お客様の中に息子さんが弁護士を目指しているという方がいて、司法試験にチャレンジしていると聞いている。

　でも、もう五度も挑戦していると聞いたし、なかなか受からず諦めかけていると話していた。

　司法浪人は当たり前だし、二、三回目で受かるのだってかなりすごいことだと聞いている。

　そんな難関試験を、一発で、しかも学生時代に受かってしまうなんて、香椎さんって相当優秀な人なんだ……。

「すごいですね。驚きました」

「そうか。すごいなんて言われたことない」

「え？　ご両親とか、きっと言ったはずですよ」

「うちの両親は、弁護士になるのを反対していたから。そうでもないな」

　ふっとわずかに笑みを浮かべ、香椎さんはあっさりとした口調で重大なことを言う。

　司法試験なんて難しい試験に受かって喜ばない親はいないはず。

　そう思ったものの、彼の家柄について思い出す。

「そういえば、お家はファッション業界の関係と聞きましたが、どういったブランドで……？」

　両親が弁護士よりなってほしいものって、後を継いでほしいということだろうけど……？

「〝カシイミコ〟は聞いたことあるか」

「あ、えっと、確か有名なファッションブランド……？」

「ああ。うちの祖母がデザイナーをしている」

「えぇ!?」

　私なんかには縁のない世界的有名ファッションブランド、カシイミコ。

　もちろん聞いたことはあるけれど、私のような庶民が手にするようなブランドではない。

　著名人などのごく一部の人が身につけるブランドというイメージで、実際、そういった人たちがオーダーしているという話題をテレビなんかで聞いたことがある。

「祖父がカシイミコの会長、父親が社長、兄が副社長。そんな家系でひとり弁護士の道を目指したいと言ったら、喜ばれないのはわかるだろう？」

　紹介された家系が凄すごすぎて、話の内容が入ってこないところだった。

「ええと……要するに、家を継いでほしいと、そういう感じですかね」

「まぁ、そういうことだな」

「そっか、それで弁護士になるのが反対という……」

「両親的には、俺は道を逸れたわけだからな。そんな家系の中で、伯父が弁護士をしている。今の事務所は伯父のものなんだ」

　道を逸れた、か……。

　あっさりそんなこと言っているけれど、それをきっかけにご両親との仲は悪くなったりしていないのだろうか。

　私がする必要な心配ではないかもしれないけれど、少し気がかりに思う。

　それにしても、弁護士の上に由緒ある家の御曹司だとは驚いた。

　そんな話をしているうち、「失礼します」と個室にスタッフが訪れる。

　運ばれてきたのは前菜で、紺色で長方形の美み濃の焼きと思われる皿の上には、上品に五品のメニューが載っていた。

「今の仕事にはなぜ就こうと？」

　突然こっちに話を振られ、ハッとする。

　じっと顔を見つめられているところに目を合わせてしまい、不意に鼓動が跳ねた。

「なぜと言われるともうわからないんですけど……気付いたらネイリストになりたいって思ってました。女性の爪が綺麗なことに、すごく魅力を感じていたんだと思います」

　そんな話をしながら、自分の手元に視線を落とす。

　六月に入るのを前に少し先取りをして、私の爪はアジサイをイメージしたニュアンスネイルにチェンジしたばかり。

　アジサイの紫と青をイメージしたカラーをまだらにベースにし、オーロラフィルムを載せた爪や、ストーンを飾った爪と、ランダムにデザインした。

　季節に合わせて自分自身の爪をデザインするのも、施術に来店したお客様の参考になる。

　よく、『一緒のデザインにしてください』と言ってもらうこともあるのだ。

「なんだろう、指先が綺麗でキラキラしているのって、気分が上がるんですよね。指先っていつも視界に入るものですし。デスクワークのお客様なんかがよく言ってくださるのは、爪が綺麗だと仕事中も気分がいいし、効率も上がる気がするって」

　私自身も実際そうだ。

　忙しくてネイルをしていない時は、なんとなく気分が上がらない。

　やっぱり綺麗な手元だとなにをしていてもほんの少しだけハッピーになるのは、ネイルの不思議な視覚効果なのだと思う。

　私にとったら、ネイルを施すことはもう特別なことでなく、日常で当たり前のことなのだ。

「単純に、女性を綺麗にしたいという想いがあるものですけど、私の施術でそのお手伝いができたらって、今はそんな想いで日々仕事しています。指先からハッピーになってもらえるような、そんな仕事がしたいって」

　今の仕事になぜ就こうと思ったのかを訊かれて、つい話しすぎてしまった自分にやっと気付いた。

　思わず「すみません」と謝りの言葉が口を飛び出す。

「話しすぎましたね。べらべらと、すみません」

「いや、謝ることはない」

「え？」

「なるほどと、思いながら聞いていた。そんな信念の元、仕事をしているのかと感心した」

　そう言った香椎さんは、料理を避けテーブルの上に手を差し出す。

　その意図が読めず香椎さんの顔を見つめる私に、香椎さんは「見せて」と言った。

「手を」

「え、手？」

　言われるがままテーブルの上に出した手が、香椎さんの手の平に載せられる。

　少しひんやりとした手にどきりとし、私の指先を見つめる彼のその視線にさらに鼓動が弾んだ。

「本当だ。綺麗な手をしてるな」

　まじまじと見られ、私の心臓はドッドッと音を立てる。

「いや、そんなことは」

　耐えられなくなって、香椎さんの大きな手から自分の手を引っ込める。

　こんな風に手に触れられるなんて思ってもみなかったから、心の準備ができていなかった。

「いろいろ質問をしてもいいか？」

「え？　あ、はい」

「まずは、好きなものを訊こう。好きな食べ物は」

「食べ物。えっと、なんでしょう。これといってないんですけど、強いて言うならパスタ全般です」

「好きな色は」

「色？　色は……緑ですかね。アースカラーが好きかな。山育ちだからかもしれませんが」

　香椎さんは淡々と私の好きなものを訊き、続いて「趣味は」と話題を変える。

「趣味……これといってないですけど、強いて言えば映画鑑賞ですかね」

「それは映画館で？」

「映画館にはなかなか行けないので、だいたいは部屋で観てます」

　香椎さんから繰り返される質問に答えながら、こんなに私のことを訊いてどうするのだろうかと不思議に思う。

「なんでこんなに質問されるのかと、そう思ってるんだろう？」

「へっ……！」

　私が疑問に思っていたことをいいタイミングで訊いてくる香椎さんはエスパーのようで、またどきりと心臓が驚く。

　もしかしたら、職業柄そういうのを感じ取るのが優れているのかもしれない。

　心理戦をしたら絶対負ける相手。弁護士だもん、当たり前だ。

「今日は、お互いを知るために会う約束だっただろ？　だから知ろうとしてるんだ」

「あ……」

　そっか。だからいろいろ訊いてるってことか。

「この間の話は、冗談ではないんですね」

「冗談？　冗談でこんな風に会うと思ってたのか」

「それは、そうなんですけど……」

「ですけど？」

　訊き返されて、胸の内に秘めていることを訊たずねてみようかと考える。

「その、代理婚約者の件ですけど、私でなくてもいいんじゃないかって疑問が」

　香椎さんは黙ったまま小首を傾げる。

「香椎さんが頼んだら、喜んで引き受けてくれる相手がたくさんいると思うんです。私みたいに困る人じゃなくて、むしろやりたいって人が。そういう人に頼んだ方が、話もスムーズにいくんじゃないかって思って」

　香椎さんが婚約者のふりをしてくれと頼めば、手を挙げる女性は無数にいるはず。

　そういう相手の方が協力的で、香椎さんも楽に決まっている。

　私に頼むなんて、なにもメリットがないのに……。

　すると突然、香椎さんはふっと吹き出すように笑う。

　口を押さえ、私に向けたその視線がまたどこか意地悪く目に映った。

「だから君に頼んでいるんだ」

「え……？」

「俺にまったく興味がないだろう？」

「え、興味？」

「好意をまったく感じない。そこが気に入った」

　頭の中がクエスチョンマークで埋め尽くされていく。

　だから、好意を寄せてきた人の方がいいと言っているのだけど、話が通じてない……？

「あの、意味がよくわからないんですけど」

「食事に誘っても喜びもしない、会っても好かれようという態度を一切見せない。そんな女性、今まで出会ったことがない。だいたいが必死に自分を売り込んでくる」

　モテるが故の発言に度肝を抜かれる。

　驚きで言葉を失っている私を前に、香椎さんは端整な顔に微笑を浮かべた。

「だから、俺は君に異常なほど興味を持った。婚約者代理をしてもらうに相応ふさわしい」

「ふ、相応しいって」

　彼は言い寄ってきたり、好意を寄せてくるような女性には興味がない。

　追いかけられると逃げたくなるタイプなのだろう。

　香椎さんの言っている意味はようやくわかったけれど、だからって私が相応しいなんて意味がわからない。

「悪いようにはしない。それなりにいい生活は保障するつもりだ」

　ひとり話を完結させたように満足気な顔をして、香椎さんは箸を手に取る。

「悪いようにはしないって、具体的に話が見えてこないと、私もなんとも言えないといいますか……」

「ああ、そうだな。簡単に俺の方から条件を挙げさせてもらおう」

　条件――いよいよ話が具体的になることに緊張が高まる。

「俺の一番の目的は、面倒から逃れたいということだ。君に婚約者として振る舞ってもらうことで、女からの余計なアプローチを回避できる」

　魔除けは正直気が進まないけれど、私にもなにかメリットを提示してくれるのだろうか。

「もちろん、大神田さんや俺の両親にはわからない範囲で構わない。その代わりに、君にも有益な条件はもちろんつけるつもりだ」

「私にも……？」

「婚約者として同居するのと引き換えに、例の誹謗中傷の件を無償で助ける」

「えっ……」

　思わぬ条件を出され、どきりとする。

　まさか、その話をここで持ち出されるとは思いもしなかった。

　でも、もし本当にそれを交換条件としてもらえるのなら私にとっても悪い話ではない。

「婚約の期間も半年という期間限定にしようと思う。たった半年だ」

　半年間という期間。その間だけ、表向き婚約者として同居するだけ。

　半年なら……。

「どうだ。悪い話ではないと思うけど」

「……。わかりました。半年という決められた期間なら、なんとか。私にとっても好条件なので」

　私からの返事に、香椎さんは口角を上げる。

「交渉成立だな」

　やっと話もまとまり，香椎さんは箸を手に取ったまま中断していた食事の続きを始めた。

　その後、初体験の回らないお寿司も運ばれてきた。

　刷は毛けで醤油を塗ってくれるもの、塩でいただくものもあった。

　だけど、私の心中は混乱を極めるばかりで、最高級のお寿司に感動している余裕は皆無だった。

　香椎さんが自分に好意を寄せてくる相手に婚約者代理を頼まないのはなぜなのか。

　私の頭の中はその議題で審議が続いていた。

　もし私が香椎さんの立場なら、絶対に利用しない手はないと思う。

　香椎さんにも直接言ったけれど、その方が相手だって協力的だと思うからだ。

　自分を好いてくれている人ならば、なにを頼んでも快諾してくれる。面倒なことは起こらないはずなのに。

　自分に対して好意を持つ相手が相応しくないというのは、香椎さんの贅ぜい沢たくではないかと少し思った。

　けれど、もしかしたら平凡な一般庶民の私にはわからない、香椎さんだからこそ感じるモテるが故の苦労ももしかしたらあるのかもしれないという考えに至った。

　本命にしてとか、そんな見返りを求められるのが嫌とか？

　そもそも、一生独身貴族を貫きたい、とか？

　女性を寄せ付けないための偽装婚約って、要するに誰とも、特定の女性とお付き合いしたくないとか、そういう事情からって解釈でいいの？

　そんな結論に至った時には、気付けばデザートまでが出てきていた。

　柚子のさっぱりとしたアイスに舌した鼓つづみを打っていると、すぐにスタッフが席に戻ってくる。

　香椎さんがテーブルチェックをし始めてから慌てて「あのっ」と声をかけた。

「すみません、お支払いを」

　となりの席に置いておいたバッグを慌てて掴み、財布を取り出したところでスタッフが「お預かりいたします」と席を立ち去っていく。

　その手にあるトレイには、香椎さんから預かった黒いカードが載っていた。

　ブラックカード!?と驚いている私を前に、香椎さんはふっと鼻で笑う。

「必要ない。誘ったのはこっちだ」

「いや、でも。そういうわけにはいかないです」

　かなり高額な飲食代に決まっている。自分の分くらい出さないと気持ちが落ち着かない。

　デザートを食べ終えしばらくすると、会計処理をしたスタッフが香椎さんの元に戻ってくる。

　スタッフは丁寧に挨拶をし、私にも頭を下げて席を離れていった。

「出るか」

「あ、はい」

　支払いの話がまだ済んでいないのに、香椎さんは席を立ち上がってしまう。

　その後に続いて個室を出ていき、カウンターの向こうの店主に見送られ店の入り口を後にした。

　地上に上がる階段を一歩先に上がった香椎さんが、すぐ前で足を止める。

　何事かと見上げた先にすっと手を差し出された。

「え……？」

　状況が掴めていない私を、香椎さんはわずかに眉根を寄せて見下ろす。そして無言のまま私の手を掴み取った。

「っ!?」

　え、え、えーっ!?

　思わず心の声が口から漏れそうだった。それを喉のすぐそこで押しとどめる。

　さっきネイルを見られた時に感じた、少し冷たい手の温度。

　その手が私の手を掴み、そして指を交互に絡めて繋がれている。

　突然の出来事に動揺する私をよそに、香椎さんは私の手を引いていく。

　オレンジ色の淡い光が足元を照らす石造りの階段を、地下からゆっくりと上がっていった。

「家まで送る」

「え、家までって」

「この近くに車を停めているから」

　地上に出て路上を歩きだしても、香椎さんの手は私の右手と繋がれたまま。

　これは階段を上がるための気遣いだとばかり思っていた。

　だけど、すっかり離すタイミングを失いこんな風に手を繋いだまま歩いている。

　どこを見て歩けばいいのか、視線が定まらない。

　脚の長さが違うから歩くペースも違うはずだけど、香椎さんは私の歩幅に合わせて歩いてくれている。

　そんなところにも余裕を感じて、こんな風に女性を連れて歩くことにも慣れているんだろうなと勝手に思った。

「あの……すみません」

　でも、さすがにこの状況に耐えられなくなって声をかける。

　顔を上げてちらりと見上げた香椎さんは、私を見下ろし「どうした」なんて至って普通の様子。

「手、を……」

　そろそろ離しませんか。そう言おうとした私の手を、香椎さんはくいっと自分の方へと引っ張る。

「なんだ、これじゃ不満なのか」

「へ？」

　香椎さんはなにを思ったのか、「意外とわがままだな」なんて言葉と共に手を離し、その手を私の腰へと回す。

　驚いて「ひゃっ」と声が漏れ、反射的に体を離そうとした私を、香椎さんはがっちりとホールドしてしまった。

「ちょっ、なにしてるんですか」

　言葉とは裏腹に、なぜだか顔に熱が集まっていくのを感じる。

　赤面しているのを感覚で感じ取り、見上げていた顔を俯うつむかせた。

「なにって、婚約者代理なんだからなにもおかしなことはないだろ」

　まるで勝ち誇ったかのように口角を吊り上げて微笑を浮かべ、香椎さんはフンと鼻で笑う。

　不覚にもどきりと鼓動が高鳴って、自分の反応に戸惑う。

　さっきから赤くなってみたり、ドキドキしてみたり、いったいどうしちゃったんだ私は。

　寿司屋から歩いて一、二分の立体駐車場に香椎さんは私を連れたまま入っていく。

　どうやら香椎さんが契約している駐車場らしく、連れていかれた先にあった黒塗りの高級車に思わず香椎さんをちらりと見上げた。

　光るように磨かれた黒いボディ。車の顔にあるマークは、国内の高級ブランド車のものだ。

　走っているのは目にするけれど、もちろん乗ったことは一度もない。

　助手席のドアを開け、香椎さんの手がやっと腰回りから離れる。

「乗って」

　こんないい車に乗るのはさすがに緊張して、「お邪魔します」とためらいながら足を上げる。

　あまりに私が挙動不審だったからだろう。

　香椎さんは長身を屈め、私の座ったシートの背もたれに片手をついてシートベルトを引き出す。

「すみません、ありが――」

　接近し、香水のいい香りが鼻を掠かすめた時、近距離で視線が絡み合う。

　香椎さんの眉び目もく秀しゅう麗れいさに改めて目を見張った、その時だった。

　目の錯覚かと思うほどわずかに顔が傾き、微かに鼻先が触れる。

　あっと思った時には唇に柔らかい感触が押し当てられ、時が止まってしまったような感覚に陥った。

「なっ……」

　驚きすぎて目を開いたまま、離れていく香椎さんの顔を改めて目にする。

　香椎さんは目が合うと微笑を浮かべ、私のシートベルトを装着して助手席のドアを閉めた。

　動揺を極める私とはまったく違い、当たり前のような顔をしてキスをしてきた香椎さん。

　気付けばドッドッと鼓動が激しく音を立てて鳴っている。

　でも、不思議なことに嫌ではない。そんな自分にもなぜ？と戸惑う。

　運転席のドアが開き、となりに香椎さんが乗り込んでくる。

　どこを見たらいいのかわからないまま手元に視線を落としていると、車は音もなく滑らかに駐車場を出ていった。

「家まで道案内を」

「あ、はい」

　私は外に音が漏れていそうなほど心臓が音を立てているのに、香椎さんにはまったく動揺が見られない。むしろ何事もなかったかのようだ。

　きっと、こんなことにも慣れているんだろうと思うと、道案内をしながらふっと気持ちが冷静になった。

　お見合い代理の次は婚約者代理。

　でも、婚約者代理って、こんなことまで受け入れなくちゃいけないってことになるの……？

　いやいやいや、そんなはずはないよね。

　そもそも、これって単にからかわれてるってだけでは……。

「そろそろ着くぞ」

　グルグルとこの状況についていろいろなことを考えているうちに、車窓には見慣れた景色が流れていた。もうここから徒歩数分でひとり暮らしの部屋に着く。

「ありがとうございます。そこの、信号の手前で大丈夫です」

　家の目の前まで行ってもらうのは申し訳なく、近くの大通りで停車をお願いする。

　香椎さんは私に言われた通りの場所で車を停車させた。

　そしてすぐに自分のシートベルトを外し、降車して助手席側へと回ってくる。

　フロントガラスの前を通過していく姿を目にしながら、言うべきことを一瞬で頭の中で整理した。

「あの、今後のことですが、どういった流れになりますか？　仕事の都合と合わせなくてはならないので」

　丁寧に助手席のドアを開けにきてくれた香椎さんを見上げ、そろりと車外に足を降ろす。

　私が降車したドアを閉めた香椎さんが、クスッと微かに笑った気配を感じた。

「本当に揺れないんだな。大したもんだ」

　なにを言われているのかわからず、黙ったまま香椎さんを見上げる。

　私と目が合った香椎さんはまたふっと意味深に笑みを浮かべた。

「そういう態度を取られると、なんとしてでも自分に振り向かせたくなる」

　腕を掴んで引き寄せられ、それとは反対の手が腰に回る。

「ちょっ、あのっ――」

　彼のスーツの胸元に手をついたのも虚しく、一気に迫った唇に息を止められていた。

「なにするんですか！」

　抗議の声をあげても、唇には触れ合った感触がしっかりと残る。奪われる前に阻止できなかった自分の鈍さを呪う。

　自分を責める一方で、鼓動は故障したようにバクバクと音を立てて鳴っている。

　こんな強引にキスなんてされて、怒って突き飛ばしたっておかしくないのに、それよりもこんなに忙しなく胸を高鳴らせているなんて。

　香椎さんは私の腰から手を放し、引き寄せていた体を解放した。

「今日はお互いを知るために会ってたんだ。これで少しは知ることができただろ？」

「なっ、なんですか、その言い草！」

「よく知りもしない人、ではなくなっただろう。キスまでした仲だ」

　確かに、よく知りもしない人と同居はできないと言ったのは私。

　その言葉から今日の約束に繋がったわけだけど、でも、こんなのって……！

「まだ足りないと言うなら、この先に進んでやってもいいが」

　さらにとんでもないことをさらりと言われぎょっとしたものの、これ以上おもしろがられないように毅き然ぜんとした態度を見せる。

　動揺が顔に出ないように必死に努めた。

「ご遠慮させていただきます」

　すっと大きく一歩後退し、安心な距離を取る。

　そんな私の行動がおかしかったのか、香椎さんはクスッと笑った。

「ますます気に入った。これからよろしくな」

　本当によろしくしていいものか。

　余計そんな疑問に頭を悩ませてしまうけれど、香椎さんの落ち着き払った微笑を目にするとなにも言い返せなくなる。

「後日、新居の手配が整ったらまた連絡する」

「……わかり、ました」

　歯切れの悪い私の返事にも香椎さんは微笑み、「じゃ」と軽い足取りで運転席へと乗り込んでいく。

　そのまま車は発進して、私の前から走り去っていった。

　車を見送り、アパートのエントランスに体を向けたところで思い出したように手で口を押さえる。

　キス……今日だけで二度もされるなんて。

　なにより、手を繋がれたり腰を抱かれたり、キスをしてきたり、そんな展開になるなんて考えもしなかった。

　どういうつもりかわからないけれど、完璧に遊ばれているのは確か。

　そうわかっているのに、ずっと鼓動の高鳴りが治まらない。

　故障してしまったような自分の心臓に戸惑いながら、いそいそと自室の玄関を目指した。










４．偽装婚約者との同棲生活




　六月上旬。

　まだ梅雨が始まる前だというのに、今朝は朝から蒸し暑さを感じる。

　この時期からこんな暑いと、今年の夏は間違いなく猛暑に違いない。

　自宅アパートから出て迎車のタクシーに乗り込むだけでじわりと汗ばんだ。後部座席に座った私の横には、旅行用ボストンバッグがひとつ。

　傍から見ればどこか旅行に行くようにしか見えないけれど、今日はいよいよ新しい住まいに引越しの日だ。

　香椎さんから引越しについての詳細連絡がきたのは、あの食事会から一週間ほどが経ってからだった。

　新居の住所に物件詳細、そんな事務的な案内文の最後に、私の動ける日の候補日を挙げてほしいという要望と、【手ぶらで来てもらって構わない】というメッセージが入っていた。

　家具や生活に困らない設備は整えてもらっているらしく、引越し業者に依頼してなにか大きなものを運び出す必要はなかった。

　というのも、今借りているアパートを引き払う予定はない。今回の同居は、期間限定の代理婚約者という立場でのこと。

　半年でその契約は終了予定だからだ。

　その期間を終えれば、また元のこのアパートに戻ってこられるから部屋はそのままにしておく。

　タクシーに乗り込み、約三十分。

　香椎さんから行き先を告げられていたタクシーは、目的地に着くと私に支払いを求めることなくドアを開ける。

「すごいマンション……」

　タクシーから降り、目の前に聳そびえる高層タワーに感嘆のため息が漏れた。

　とんでもなく豪華なハイグレードマンション。

　太陽の陽を受けているせいか、ブラウンカラーの外壁がゴールドのように光って見える。

　南みなみ青あお山やまという一等地にこのグレードのマンション。家賃は私の想像がつかないような額なのだろう。

　ボストンバッグを片手に、そろそろとエントランスを目指す。

　一階部分は車寄せで広くスペースが取られ、天候の悪い日でも車の乗り降りがしやすそうなつくりとなっている。

　ガラス張りの自動ドアを一枚入っていくと、二枚目の自動ドアの前にオートロックが設置されている。

　香椎さんに言われていた部屋番号を押し呼び出しをすると、すぐに向こうから先に到着している香椎さんが《着いたか》と応答した。

「あ、はい。こんにちは」

　なぜ私だとわかったのかと思ったものの、そこにカメラがついていることに気付く。

　汗ばんだおでこに前髪が貼りついているのを、慌てて指先で払って整える。

《今おりる。ロビーで待ってて》

　そう言うと目の前のガラスの自動ドアのロックが解除され、静かに開いた。

　中へ入ることが許された来客には、広々としたエントランスホールが待っていた。

　落ち着いたグレー調の床のホールは、ソファがいくつも設けられたロビーラウンジになっている。

　向こうにはコンシェルジュカウンターがあり、スーツを身につけたきっちりとした身なりの男性が姿勢よくかけていた。

　田舎から東京に出てきた時、タワーマンションの多さに目を見張った。

　前を通りすがっても、こんなところにはいったいどんな人が住むのだろうと思いながら見上げていたものだ。

　自分には一生縁のない領域だとばかり思っていたのに、今、そんな場所に足を踏み入れていることが信じられない。

　人生どんなタイミングでどう転がるかわからないなと、豪華なロビーラウンジをぐるりと見回しながら思っていた。

　静かなエントランスホールに足音が響いてきて、つられるように目を向けてみると、奥から今日もスーツ姿の香椎さんが歩いてくるのが目に入った。

　静かだった鼓動が、香椎さんをひと目見た途端に音を立て始める。

　この間会った後、部屋に帰ってもしばらく気持ちが落ち着かなかった。

　香椎さんと過ごした数時間を何度も振り返り、いろいろな一瞬一瞬を思い出す。

　そのたびに鼓動を速めたり、顔を熱くしたりして、自分のおかしな状態に自分自身で戸惑った。

　その日以降もふとした時に香椎さんのことを思い出し、仕事中も頭の中に浮かんで慌てて脳内から追い払うの繰り返し。

　どうしてそんなことになっているのかわからないけれど、きっとあの食事に出かけた日が濃厚だったからに違いない。

　気持ちを整えるように深呼吸をし、近づいてくる姿に頭を下げる。

「無事に着いたな」

　そう言った香椎さんは私の持つボストンバッグに手を伸ばす。

「ありがとうございます」

「なにを持ってきたんだ？」

　持参するものを詰め込むとそれなりの重さになり、片腕にかけて持っているとつい両手で持ちたくなるほどの重量があった。

　それを、香椎さんは片手で軽々と持ち、私がなにを持ってきたのか訊きながらダンベルのように上下する。

「えっと、服とか、日常で使うものを細々と用意していたら、なんか結構な量になってしまって」

「ここに住み始めてから買い足せばいいものも運んできたのか」

「はい。一応」

　そんな会話をしながら向かったエレベーターホールには、三基のエレベーターが並ぶ。

「あの、ここって何階建てなんですか？」

「二十二階建て、地下は駐車場で二階まである。俺たちの住まいは十八階。それより上の階はファミリータイプの間取りで、十八階がふたり暮らしには一番いい物件だと言われて決めた」

　十八階だと聞いて、想像がつかなかったが、かなり遠くまで見渡せる高層階だということは間違いなさそうだ。

　エレベーターが到着し、香椎さんがドアを開けたまま私に先に乗り込むよう促す。

　後から乗り込んだ香椎さんは、どこからともなくカードキーらしきものを手にし、エレベーターの操作盤近くにそれをタッチした。

「セキュリティシステムがしっかりしているから、エレベーターもカードキーを使って動かす。自分の住まいの階にしか止まらないつくりだ」

　いったいなにをしているのだろうとその様子を見守っていた私に、香椎さんは丁寧に説明してくれる。

「そうなんですね、すごい……」

　エレベーターは、すぐに上昇し目的階で扉が開く。

　香椎さんが扉を開けてくれている間に「すみません」と先にエレベーターを後にした。

　そこに広がっていたのは、まるでホテルではないかと疑うほどの共有通路だった。

　淡いオレンジ色の埋め込み照明が落ち着いた雰囲気をつくり、足元には紺色の絨じゅう毯たんが敷かれ、足音がまったく響かない。

　香椎さんの後に続き、優しい歩き心地の通路を歩いていく。

　エレベーターホールから左手に出て最奥の扉の前で香椎さんは足を止めた。

　黒い玄関扉を前にして、鼓動がリズミカルに音を上げ始める。

　この先にはどんな部屋が待っているのだろうかと思うと、不本意な新生活とはいえ期待する気持ちが膨らんでいた。

　香椎さんがカードキーで玄関ドアを解錠しドアを大きく開けてくれ、私は「お邪魔します」とそろりと広々とした玄関に足を踏み入れた。

　ふたりで住むのに最適な物件だと聞いていたけれど、すでに玄関だけでそれを疑問に感じる広さを持っている。

　大理石と思われる白い玄関を囲む、ガラス張りのシューズ収納。

　靴集めが趣味な人なら間違いなく嬉しい広さだ。

　靴も脱がず立ち尽くす私の横を、香椎さんは先にひとり玄関を上がっていく。

　特になにも声がかからなかったため、もう一度「お邪魔します」と独り言のように言い靴を脱いで玄関を上がった。

　白い大理石の床に白い壁、全体的に白い室内は明るい印象を与える。

　玄関を上がって通路を曲がると、リビングダイニングルームが広がっていた。

　その豪華な部屋に「うわっ……」と思わず声が漏れる。

　入って右手前にはフラットな対面カウンター式のキッチンが。カウンタートップには天然石を使用した豪華な造りだ。

　そして、広がるリビング。

　なにより一番に目に飛び込んできたのは、正面に広がる大きな窓。

　十八階からの素晴らしい眺望を楽しめる窓の先は屋根のある広いバルコニーとなっていて、すでに植物が置かれ椅子とテーブルも設置されている。

　部屋の中もモデルルームのようにすでにソファやダイニングテーブルなど家具も揃そろっていた。

　ホワイト調のリビングは、大きなグレーのソファとラグが敷かれ、明るい印象になっている。

　とてもセンスがよく、上品で落ち着いた雰囲気だ。

「どうだ、気に入ったか」

　黙って部屋の中をきょろきょろ見回す私に、香椎さんが声をかけてくる。

「はい。すごいお部屋で、ちょっと戸惑ってます」

「そうか。それは褒め言葉だな」

　香椎さんは窓を開け放ち、バルコニーへと出ていく。生暖かい空気が室内に押し寄せるように入ってきた。

　その後についてバルコニーに出てみると、十八階からの眺めに改めて驚かされた。

　周囲に高い建物もあるけれど、周辺を見下ろせる景色だ。

　マンションのバルコニーとしてはきっと広い造りなのだと思う。

　眺望を楽しめるように柵の部分はガラスで覆われているから、椅子にかけても遠くまでの景色が見渡せる。

　暗くなって夜景を見ながらこのバルコニーでお酒でも飲めたら最高の贅沢だ。

「他の部屋も案内しよう」

　そんな妄想で勝手にワクワクしている私に、香椎さんは再び声をかけリビングへ戻っていく。

　後を追いかけ、香椎さんが向かったのは玄関からリビングに続く廊下の途中にあった扉の前だった。

「ここは……？」

「君の部屋だ」

　開かれた扉の先はリビングとは雰囲気の違うナチュラルテイストな空間。

　作業ができそうなデスクに、寛げそうなソファ。チェストなども含めた家具は木製のもので、ソファの下に敷かれた丸いラグは緑色の毛足の長いものだ。

「私の部屋まで用意してくれたんですか？」

「帰宅後も仕事をする時があると聞いていたからな。作業できる空間は必要だろう」

「ありがとうございます。すごく好きな雰囲気」

「それはよかった」

　ふっと笑みを浮かべた香椎さんを目に、この間の食事の時の出来事を思い出す。

　そう言えば、いろいろ訊かれた中で、好きな色も質問された。

　緑が好き。山で育ったせいかアースカラーが落ち着くなんてなにげなく話したけれど、もしかしてそれを覚えていてくれてこの部屋をコーディネートしてくれたとか……？

「となりが俺の書斎として使うことになっている部屋だ」

「そうなんですね」

「あとはこっちだ」

　私の部屋を出て、香椎さんはリビングダイニングへ戻る。

　リビングを入って左手奥にあるドアに近づき、それを開けた。

「ここが寝室だ」

「え、寝室……？」

　香椎さんの横から覗き込むようにして中を見る。

　リビングダイニングと同様、十八階からの眺望が素晴らしい寝室は、やはりホワイトとグレーの明るくも落ち着いた雰囲気の部屋だった。

「えっ……」

　しかし、私の目が奪われたのは部屋の真ん中。壁に沿って窓と平行に置かれた巨大なベッドだ。

　最悪、同じ寝室だったとしてもベッドがふたつあることを想像していた。

　まさか、こんなキングサイズのベッドがひとつだけだなんて聞いてない。

　ここで、あのベッドで一緒に寝るということ？　嘘でしょ、絶対に寝れないに決まってる。

「あの、まさかとは思うんですけど、ここで一緒にってわけではないですよね？」

「まさか？　なにを言ってるんだ。入籍を前にして住み始めた婚約者が、別々のベッドに寝ているなんて聞いたことがあるか？　俺は少なくとも聞いたことがない」

「いや、でも私は代理というか偽物なので必要ないかと――」

「友人に訪問された時にどう説明すればいいんだ？」

　そう言われて言葉に詰まる。

　確かに、香椎さんの親しい人がもしこの家を訪問する機会があれば、今後の夫婦仲を心配する案件だ。

「そうですけど、でもさすがに……」

「代理を務めるという約束を果たしに来たんだろう？　それなら、細部までまっとうしてもらう」

　そう言われてしまうと強く言えない立場の私は、香椎さんの言葉に押し黙る。

　潤子伯母さんのことさえなければ、はっきりとＮＯが言える。だけど、今の私にはそれができない。

「京香」

　突然すぐそばで名前を囁かれ、びくりと肩を揺らす。

　不意打ちで初めて名前を口にされ、鼓動も大きく音を立てた。

　そんな状態の私を、香椎さんの両手が包み込む。背後から抱きしめられるような体勢に、心拍が速まっていく。

「俺は、君のことを本物の婚約者だと思い込んで扱うつもりだ。そうしないと、ここで一緒に生活する意味もない」

　密着した体と、耳元で聞こえる低音ボイスのせいで、言われている言葉の意味をうまく処理できない。

「わ、わかりました。ベッドの件は、わかりましたから！」

　もうキャパオーバーで、とにかく体を離すことを最優先に考えた私の口からはそんな無責任な言葉がついて出ていた。

　顔はもちろん、耳まで真っ赤になっている自覚がある。

　空調が効いていて涼しい部屋の中なのに、私の体はすっかり熱く火照っている。

　クスッと笑った香椎さんがやっと私を解放する。

「俺はこの後仕事で事務所に向かう。クライアントと約束があるんだ」

「あ……はい」

　だからスーツだったのかと、休日ではなかったことを知る。

　恐る恐る振り返ると、香椎さんは何事もなかったように寝室から出ていっていた。

「今日から早速ここで生活を始めてもらって構わない。なにかあれば連絡をしてくれ」

「わかりました」

　来た時からソファに置いてあったビジネスバッグとスーツのジャケットを手に取り、香椎さんは玄関へと向かっていく。

「君の分のカードキーはダイニングテーブルの上に用意しておいた。それを持つようにしてくれ」

　後を追いかけ、玄関で革靴に足を入れる姿を見つめる。

　見送りに出てきた私を振り返った香椎さんは、当たり前のように手を伸ばし私の腕を掴んだ。

　わずかに手を引かれ、同時に傾いた端整な顔が迫る。

「っ……！」

　なにがなんだかわからないうちに触れるだけの口づけを落とされ、捕まえられた腕は離される。

「行ってくる」

　そう言って微笑み、玄関ドアの向こうに消えていった。

　ちょっと……！　もう、信じられない！

　こんな毎日が始まると思うと、身が持たないに決まっている。

　ひとりになった玄関で座り込み、触れた感触のまだ残る唇を手で押さえていた。




　クリアチップに載せたのは、クリアタイプのコバルトブルーのカラージェル。そこに適当に切ったオーロラフィルムを載せ、ゴールドシェルのパーツと同じくゴールドのブリオンを載せる。

　十本中、四本は配置を変えた同じパーツを載せたものを作り、他はブルー系のラメグラデを作る。

「……よし、完成」

　初夏になると、涼し気なカラーのネイルデザインのオーダーが増え始める。

　色はブルー系やホワイト系が人気で、マットよりもクリアやラメ入りのものが自然とよく出るようになるのだ。

　そして、仕事をしていて一番夏の訪れを感じるのは、フットネイルの予約が増え始めること。

　サンダルを履く時季がやってくると、やはり足先も綺麗にしたいのが美意識の高い女子。

　普段、仕事などでハンドネイルができない人も、フットならとかわいく派手なデザインをオーダーする人が多い。

　そろそろ夏に向けたネイルデザインの見本を作ろうと今日はブルー系のデザインをひとつ仕上げた。

　今晩はあとひとつ、ハンドのデザインを作ろうか、それとも気分を変えてフットネイルのデザインを考えるか。

　与えられた自分の部屋で「うーん」とうなり、「……ハンドにしよう」と独り言を呟く。

　夏のアートネイルで、打ち上げ花火を描いたデザインを作ろうと思っていたのだ。

　デスクの端に置いたミニデジタル時計にちらりと目を向け、二十一時を回ったことを確認する。

　まだ、帰ってきてないよね……？

　昼間、クライアントと会う約束があると言って出ていった香椎さんは、まだ帰宅していない様子。

　私も軽く夕飯を近くに食べに出かけて帰宅後、ずっと自室にこもっているから部屋の外の様子はわからない。

　でも、なにも物音がしないから、帰ってきてはいないのだろう。

「ハァ……」

　部屋の中をぐるりと見回し、ついため息が漏れ出た。

　椅子から立ち上がり、ブラインドカーテンを開けて窓を覗く。

　そこに広がる宝石を鏤ちりばめたような東京の夜景に、改めて自分の生活が突如一変したことを思い知った。

　こんな景色を望める部屋で、いつものようにネイルチップを作ってるとか……。

　他の部屋とは雰囲気の違うナチュラルインテリアの落ち着く空間。

　正直、こんな素敵な部屋を用意してもらえるとは思ってもみなかった。

　でもやっぱり、未だにこの現状に頭での理解が追いついていない感覚がある。

　自分には縁のなかったようなハイグレードマンションで、やっているのはいつも帰宅後にしている仕事。やっぱり変な感じだ。

　椅子に戻り、打ち上げ花火を描くために使うカラージェルを、お店から持ち帰ってきた候補の色の中から選んでいく。

　ひとつずつ蓋を開け、スパチュラでジェルを混ぜてから小さく切り取っておいたアルミホイルの上に数色を少しずつ取り出した。

　アートに使用する極細のライナー筆を手に取り、チップに花火を描いていく。

　こうやって作業に集中している時間は、比較的余計なことを考えずにいられる。

　お店で接客中も、お客様との会話やオーダーいただいているネイル作りに真剣になっているから、あれこれ悶もん々もんと考え込む暇はない。

　だから、こんな風にいろいろあっても、仕事に支障は出なそうで少し安心している。

「あぁっ！」

　チップの上に全集中していた時、突然部屋のドアがコンコンと二度ノックされた。

　散った花火を再現するためにドットを打っていたところで、驚いて手元が狂いドットがぶれてチップを汚してしまう。

「開けるぞ」

「あ、はい」

　いったいいつの間に帰ってきたのかと思いながらリムーバーを手に取った。

　汚してしまったところを消すために、キッチンペーパーに液を取り出す。コットンだと埃がついてしまうため、こういう時に重宝するのがキッチンペーパーだ。

「仕事中だったか、悪いな」

「あ、いえ。お帰りになってたんですね」

　香椎さんは出かけた時と同じスーツの姿。本当に今帰ってきたようだけど、まったく気付かなかった。

「ああ、ただいま。邪魔してもいいか」

「はい」

　私から許可を得た香椎さんは部屋に入ってくるなり、私の作業しているデスクに近づいてくる。

　物珍しそうにデスク上の物を見て、作業している私の手元をじっと見つめた。

「爪の上に絵を描いているのか？」

「これですか？　はい、そうです」

「へぇ……器用なんだな」

「いえ、そうでもないです。それなりには描けますけど、器用というほどでは」

「いや、十分器用だろ。俺は絶対にそれはできない。そんな毛先の細い筆で」

　お客様でもたまにそう言って感心してくれる方がいる。

　ネイリストにとって、爪の上にアートをしていくことはごくごく普通のこと。

　お客様の要望に添えられるよう、プロになってからも練習は欠かせない。

　香椎さんの視線を受けて、アートを施す毛先がぶれそうになる。

　普段施術中もお客様にじっと見つめられることはあるけれど、それとはまた違った緊張感に包まれる。

　こんな風に見学されると、気になっちゃって落ち着いてアートができない。

「ありがとうございます。あ、あの、なにか？」

「ああ、前にうちに相談しに来た件。それが気になっていてな。その後はどうなんだ」

「あ……書き込みの件ですか。はい、その後は、特には」

　そう返事をしたものの、あの後は特にチェックしていなかった。

　気にはなりつつも、チェックをする時はそれなりのパワーがいる。

　見たくないものを発見してしまった時の精神の疲ひ弊へいは計り知れない。

「俺の方でも少しチェックさせてもらったんだ」

　香椎さんは手に持っていたタブレット端末を手にソファに腰を下ろす。

　慣れた手つきで操作し、真剣な眼差しで画面を目で追った。そして、私に振り返りタブレット端末を差し出す。

「見せてもらった画像で、ここのサイトとはわかっていたけど、少し前にも書き込みがされている」

「えっ!?　少し前？」

　驚いて差し出されたタブレット端末に手を伸ばす。

　香椎さんのところに相談に行って以降、サイトは見ていない。

　だとすれば、私の確認していない新たな書き込みがあるということに……。

「え……また、書かれてる」

「未確認の書き込みか」

　香椎さんの問いかけにも答えられず、画面に目が釘付けになる。

　身に覚えのない口コミや、私のプライベートをまるで晒さらすような調子で書いた嘘の数々。

　またしても事実ではない書き込みをされていて呆ぼう然ぜんとする。

　何度も同じ文章を目で繰り返し追う私に、横から香椎さんが「大丈夫か」と静かに声をかけた。

　ハッと我に返り、画面から視線を上げる。

「すみません……」

「その様子だと、身に覚えはないということだな。まぁ、俺から君を見て、内容的に有り得ないとは思ったが」

　衝撃に打ちのめされた心が、香椎さんの言葉でほんの少し救われる。

　でも、この書き込みを信じてしまう人だって多くいるかもしれない。

『こんなの嘘なんです！　事実ではありません！』そう叫びたいくらい気持ちが怒りで昂たかぶる。

「内容もエスカレートしているし、この〝必要のない商品を売り付けてくる〟なんて投稿は、事実でなければ立派な名誉毀損に当たる」

「名誉毀損……それなら、こっちのは？」

　タブレットを香椎さんに向けてその書き込みを見せると、香椎さんは察したように「ああ……」と声を漏らした。

【オーナーの女性はホスト狂い。サロンの営業後に新しん宿じゅくで水商売をしている】

　お店での接客についての事実無根の書き込みも許せないけれど、私のプライベートをさも真実のように書き込まれているのは憤りを覚える。

　いったい誰が、こんな嘘をいかにも本当の話のように書いているのだろう。

「もちろん名誉毀損になる」

「ひどい。どこの誰がホスト狂いっていうわけ!?　そんなところ行ったこともないのに」

　怒りで唇が震えてくる。

　それを落ち着けるように奥歯を噛かみしめた私の頭の上に香椎さんは手の平を載せる。

　視線を上げると目が合った香椎さんは頭をぽんぽんと二回撫でた。

「発信者情報開示請求は、投稿から時間が経てば発信者の特定が難しくなる」

「そうなんですか？」

「プロバイダの方で開示請求に必要な情報を残している期間がだいたい三カ月程度なんだ」

　三カ月……。

　それじゃあ、初めに書き込まれたものはあと少しで特定も難しくなるってことなんだ。

「事実無根の書き込みで、君の店の信用が落ちるかもしれない。任せてもらったからには、早々に着手させてもらいたい」

「はい……どうぞ、よろしくお願いします」

「ああ、諸々進めていく」

　書き込み主を特定するのは、今後自分のサロンを守っていく上で必要なことだろうとは思う。

　だけど、こういう心ない嫌がらせを受けること自体に心が痛む。

　こんな風に攻撃をしてやろうと思うような嫌な思いを、私が誰かにさせてしまったのだろうか。

「京香？」

　考え込んでしまった私へ、香椎さんが名前で呼びかける。

　ハッとして顔を上げ、目が合うと香椎さんは不思議そうに小首を傾げた。

「なにを考えてる」

「え……」

「難しい顔をしてるから」

　香椎さんの切れ長の目は、私の心情を今にも見破りそう。

　暗雲が立ち込めるようにもやもやとし始めた心の内を、静かに口を開き言葉に変えていく。

「もしかしたら、自分の知らぬ間に誰かを傷つけてしまったかもしれないって、いろいろ考えていたら思えてきて。それなら、もしかしたらこんな風に書かれたりしても仕方がないのかなって。それくらい、相手を傷つけていたのなら」

　こんな嫌がらせを受ける意味がわからない。

　そう強く思いながらも、これだけの嫌がらせをされるというのは、私自身にも非があるのではないかという考えも芽生えだす。

　私にとって悪気のなかった出来事でも、相手にとってはショックを受けたり怒りを覚えることもあるかもしれない。

　受け取る側がどう感じるか。

　子どもの頃、両親によく言われていたことを思い出した。

　相手が嫌な思いをしたなら、たとえ自分に悪気がなくても謝りなさい、と。

「たとえそうだったとしても、これは立派な名誉毀損だ」

　香椎さんのはっきりとした声に、目が覚めたようにハッとする。

　エスカレートしている嫌がらせで、気付かぬうちに参っていたのかもしれない。

　しょうがないのかもしれない、私に原因があるのかもしれない。

　そんなマイナス思考に傾いていっている。

「発信者の動機は様々だ。一方的な妬み、好意や執着によるものも少なくない。もちろん、相手の反応を楽しむだけの単なる愉ゆ快かい犯はんも。ウェブでの誹謗中傷は、恨みがあってという動機はむしろ少数な方だ」

　親身になって真剣に話をしてくれる香椎さんの顔を見ていたら、鼻の奥が詰まったようにツンと痛くなる。

　あっという間に視界が潤んできて、慌てて顔を俯けた。

　椅子にかけたまま、膝の上で重ねた自分の手をじっと見つめて涙を乾かす。

　そんな私へ香椎さんは静かに近づき、特に言葉を発することなく両手を回して抱き寄せた。

「悪に屈してはならない。誰にも、君のサロンを邪魔する権利はないんだ」

　頭上から降ってきた声に、ポロリと我慢し切れなかった涙が一粒頬を伝う。

　大丈夫だと踏ん張ってきたけれど、本当は不安で怖かったのだと今になってやっと気付かされる。

　呼吸が乱れて嗚お咽えつが漏れないように、奥歯を噛んで必死にこらえる。それでも小刻みに肩が震え、涙は次々と溢あふれ出した。

「大丈夫だ。徹底的に俺が守ってやる」

　力強い言葉に胸が震える。

「ありがとう、ございます。よろしく、お願いします」

　普通を装って出した声も、涙に濡れているのがわかる。

　香椎さんは「わかった」と言い、腕を緩めて私を覗き込んだ。

「我慢しなくていい」

　濡れた目元を親指で優しく拭い、再び腕の中に閉じ込める。

　しばらくそのまま抱きしめてくれていた。










５．偽装婚約者のはずなのに




「では両手、お願いします」

「はーい。お願いします」

　お客様に手の平を出してもらい、アルコール消毒をさせてもらう。

　シュッシュと噴ふん霧むされた手の平を重ね合わせた潤子伯母さんは、「デザインどうしようかしら」とデスクの端に飾ったサンプルに目を向けた。

「どうしますか？　こういう感じのがいいとかもしあれば」

「そうね……夏っぽいのもかわいいわよね。たまには普段とは違う感じにしてもらおうかしら」

　いつも大人の女性らしい肌馴な染じみのいいネイルカラーをオーダーするのが定番の潤子伯母さん。

　たまにその季節に合ったオーダーをされることがある。確か前回はバレンタインの時で、ハートをモチーフにレッド系のネイルを作った。

「このサンプルの、クリアのブルーのデザインかわいいわね。これにしようかしら」

　潤子伯母さんの目に留まったのは、少し前に私が作ったサンプルのひとつ。

　クリアブルーのニュアンスネイルで、ゴールドのシェルモチーフを飾ったデザインだ。

「これにしますか？　涼し気なカラーでいいですよね。このサンプルを置いてから、もう三回くらいオーダーもらってますよ」

「そう！　じゃあこれにするわ」

「ありがとうございます。では、オフしていきますね。長さはいつも通り、伸びた分をカットで大丈夫ですか？」

「そうね、いつも通りで」

　前回のネイルが残っている爪先を、ニッパーで数ミリカットしていく。

　それから一本ずつ表面の厚みをネイルマシーンで落とし、ジェル剤をオフするソークオフを浸したコットンをネイルの上に置いて五センチ四方に切ったアルミホイルで指先を巻いていく。

「京香、先日は本当にありがとうね」

「え、あ、お見合いのことですか？」

　潤子伯母さんに頼まれた代理お見合いから早くも三週間近くが経つ。

　お見合いの後にお礼の電話をもらってから、実際に会うのはあの日以来だ。

　今日はネイルの予約をもらっていて会う予定だったから、借りていたワンピーススーツも持参してきている。

「本当に助かったわよ。でも、あちらも今回の話は見送ろうと思っていたなんて、こちらとしては奇遇だったわ」

　苦笑いを浮かべる潤子伯母さんの様子を手元からちらりと視線を上げて目にし、なぜだかどきりとする。

　動揺を悟られぬよう、すぐにネイルオフの作業に集中した。

「確かに、そうですね。お相手の方が乗り気のお見合いだったら、実乃梨がすぐにでも戻ってこなければいけなかったかもしれませんし」

「そうね。あの子はあれっきり帰国する気配もないわ。心配しないでって、連絡は入ってきたんだけど」

　やれやれという様子で潤子伯母さんは小さなため息を落とす。

　余計なことを口走らないよう、「そうですか」と微笑んで話を終わらせた。

　香椎さんとの同居が始まって早三日が経過している。

　でも、特に同居生活に問題は生じていない。

　同じ住まいで暮らしていても、互いに仕事で家を空けている時間の方が多く、この三日間で顔を合わせたのは数回程度。

　朝、出勤前にリビングで会って挨拶をしたのと、夜眠ろうとした頃に香椎さんが遅い帰宅をして会ったくらいだ。

　昨夜は一度帰宅してもすぐに出かけていったし、仕事が忙しいのだと思われる。

　私にとって大問題だった寝室が同室問題も、結局まだベッドを共にすることなく済んでいる。

　どこで寝泊まりしているのだろうとわずかな疑問もあるが、弁護士である香椎さんの生態は未だ謎だらけだ。

　そんな香椎さんから、お昼過ぎにメッセージがきていた。

【今日の仕事は何時くらいに終わる予定？】

　こちらの都合を伺うメッセージに、本日の予約表を見てメッセージを返信した。

　今日は十七時以降の予約が入っていなかったから、早くお店を閉めようと思っていると。

　すると数分後に返ってきたメッセージには、【それなら迎えに行く。買い物に行こう】と思いもよらぬことが書いてあった。

　確かに冷蔵庫の中はまだ料理ができる材料はないし、基本の調味料や食材は買っておかないといけないと思う。

　そう思って【わかりました】と返信をした。

　迎えに来るという部分に関しては、ディライトの店舗から少し離れた場所でお願いしたいと伝えておいた。




　十七時ちょうど。

　予定通りの時間にはディライトを後にし、指定した待ち合わせの場所に向かう。

　六月は十七時ではまだまだ明るい時刻。西の方に落ちていく太陽が、青空に浮かぶ雲を紫ピンク色に染め上げているのが建物の隙間から見えた。

　ディライトを出た前の道は、オシャレなお店が多く、昼間はカフェ、夜間はダイニングバーになるような店が多い。飲食店が多く軒を連ねる中に、美容室やセレクトショップなどもぽつりぽつりとあり、写真映えするようなセンスのいい通りだ。

　訪れる若者も多く、いつも活気がある。

　間借りをお願いするにあたってこの周辺を見に来た時、いい雰囲気に一気に期待は高まった。

　迎えをお願いしたのは、ディライトから少し駅の方に向かっていってすぐの大通り。

　十七時に迎えにくると言われていたから、数分遅れるかもしれない旨を事前に伝えてある。

　それでも足速になって待ち合わせ場所を目指すと、すでに香椎さんの車がハザードランプを点灯させ停車していた。

　フロントガラスの向こうの運転席には、端整な顔が見える。

　目を伏せているのは、スマートフォンかなにかを見ているようだ。

　車へと近づいてきた私に気付き、香椎さんはすぐに降りてきた。

「すみません、お待たせして」

「今来たばかりだ。ちょうどよかった」

　助手席側へと回り、ドアを開ける。

　一緒に住み始めて三日だけれど、この高級車に乗せてもらうのはこれで二度目。

　シートに座り「閉めるぞ」と声をかけてきた彼と目が合った途端に鼓動が跳ね上がった。

「あ、はい！」

　動揺を誤魔化すと返事がやたら大きな声になる。

　視線が重なり合った瞬間、この間の出来事がフラッシュバックしてきた。

　車に乗ってシートベルトを締めてくれた香椎さんの顔が迫って、不意打ちで口づけられたあの記憶。

　意識しないようにしていたのに、あの時と同じ場面に遭遇したら思い出していた。

　でも、そんな私とは対照的に、香椎さんはまったくなにも感じていない様子。

　運転席に乗り込みシートベルトを締め「行くか」とハンドルを握った。

　変に意識したらダメだ。

　動き出した車の中、自分に言い聞かせる。

　香椎さんにとったら、あの二回のキスなんてもう忘れているような出来事なのかもしれない。

　それを、いつまでも気にして動揺していたら自意識過剰というやつだ。

「あの、買い物とはどこに……？」

「六ろっ本ぽん木ぎの商業施設にでも行ってみるか。食器とか、生活に必要なものがまだ揃っていないだろ」

「ああ、なるほど」

　てっきりスーパーマーケットにでも行くのだとばかり思っていた。

　確かに、まだ生活をしていくには足りないものが多くある。

　個人的にも欲しいものがあるし、ちょうどよかったかもしれない。

　恵比寿から十数分で、車は目的の商業施設に到着する。

　平面の駐車場に入り車を停め、香椎さんに倣って自分で降車した。

「ありがとうございました」

　運転してきてもらったことにお礼を言うと、車のロックをかけた香椎さんが私の元へ近づく。

　なんのためらいもなく右手を取られ、当たり前のように繋がれた。

「あっ……」

　手を引かれて反射的に声をかけようとしたけれど、それを呑み込む。

　なんで手なんか繋ぐのかと訊くのは、もう野暮な質問に思えたのだ。

　どうせ返ってくるのは『婚約者代理の務めだろ』という言葉。

　それ以上でも以下でもない。

　公共の場で知り合いに出会えば、私を婚約者だと紹介したいと香椎さんは言っていた。

　こうして外を歩く時は、婚約者がいるということをアピールする絶好のチャンスということだ。

　この関係を承諾した以上、私は彼の婚約者として振る舞うのが当然のこと。

　そこに私個人の感情は必要ない。

　駐車場から建物内に入っていき、香椎さんは吹き抜けになっている施設内を見上げる。

　その姿をとなりから見上げ、美しい横顔に改めてどきりとさせられた。

　綺麗に流れる黒髪に、すっと高い鼻梁。端整な人はどの角度から見ても完璧なのだと感心する。

　こうして歩いていても、あちこちから視線を感じる。

　香椎さんに向けられる熱い眼差しと、一緒にいる私への疑問の視線が突き刺さっていく。

　なんであんな女性と一緒？　そういう風に思うのだろう。それは当たり前だ。私自身ですらそう思える。

「どこから見る」

「え？　あ、そうですね……なんだろう」

「とりあえず、目に付いたところから入るか」

「そうですね」

　並ぶ店舗に目を向けながら、香椎さんが「ここは？」と訊いたのはキッチングッズのストア。

　店内にはオシャレなキッチン用品や食器が多く陳列されているのが窺える。

「キッチン用品、必要ですもんね。入りましょうか」

　そういえば、香椎さんは家で食事をすることは少ないのだろうか。

　仕事が忙しくて、家でゆっくり食べるのはなかなか難しかったり……？

「あの、まだ三日ですけど、あまりマンションの方では食事はしないんですか？」

　店舗に足を踏み入れてすぐ、私からの唐突な質問に香椎さんはこちらに目を向ける。

「いや、そんなことはない。基本的には家で食事をする派だ。ここ数日たまたま忙しくしているだけで」

「そうでしたか。それなら、なにか作るようにしますね」

「ああ。俺も時間が取れた時は作る」

「え？　料理するんですか」

　当たり前のように返ってきた言葉に思わず食いつく。

　作るって、言ったよね？

「しないと思ったか？」

「はい、思いました」

　なにかおもしろいことでも言われたように、香椎さんは突然プッと吹き出す。

「随分正直だな。ちょっとは、『そんなことないです』とかないのかよ」

「え、あ……すみません」

「いや、いい。そういう正直なところはいいと思う」

　そんな話をしながら、並んで店内を見て回る。

　置くだけでオシャレな鍋や調理器具、ストッカーなどを手に取りながら選んでいく。

「食器はどうする。好みのものがあればそれで揃えればいいが」

「どれも素敵ですね」

　定番の真っ白なシリーズから、くすんだ青や緑系の洋食器。料理が映える黒い食器も気になる。

「香椎さんの好みに合わせます。私はどれも素敵だと思うので」

「そうか。それなら……」

　任された香椎さんは、サクサクと食器を選んでいく。

　どちらか悩む時は私に「こっちとこっちなら？」と好みを訊き、必要な食器類を選別していった。

「京香、来て」

　他になにか必要なものはないかと店内を見て歩いていると、後方から香椎さんに呼びかけられる。

　不意にこうして名前で呼ばれると鼓動がトクンと跳ねて、「はい」と振り返りながらも顔を赤く染めてないかと気がかりに思う。

「どうしましたか？」

　香椎さんに手招きをされて近寄ったそこに飾られていた商品を見て、思わず「わっ」と声をあげた。

「なにこれ、かわいい……！」

　そこにあったのは、真っ白いマグカップ。でも、ただのマグカップではない。ボディに凹凸で絵柄が入っているものだ。

　それがふたつのマグカップを繋げると横からダックスフンドを見た絵になり、オシャレで珍しい初めて見るデザイン。

　胴の長いダックスフンドならではだけど、デザイン性の高い商品だ。

　ふたつを並べて置いた時に非常にかわいい。

「お揃いで使うか」

「え？　お揃いで」

「嫌か？」

　訊かれて即ぶんぶんと横に首を振る。

　嫌だとは思ってない。

　ただ、お揃いで買っていこうなんて言われて単純に驚いている。

　食器も皆んな二枚組で選んだけれど、ふたつで絵柄が揃うマグカップはなんとなく訳が違う。

　そういうものを香椎さんが買おうと誘ってくるなんて思いもしなかった。

　これも、誰かにアピールするための小道具ってことなのかな……。

　最後に選んだマグカップを含め、買ったものは結構な品数に。

　支払いをする香椎さんは、まとめての配送を手配していた。










６．Side Toya




　彼女からは、見えない壁を一枚作られているのを感じている。

　それが遠慮なのか、一定の距離を保つためのガードなのか、真意はわからない。

　同居を始めてからも彼女から特別な好意を感じることはなく、これと言った変化は見られない。

　少しは意識させたくて、こうして手を繋いでみたり、一方的にキスで迫ったりもした。

　でも、彼女は驚いたようなリアクションと顔をほんのり赤くする程度。

　一向になびいてこない彼女の様子は、自分史上経験のないことだ。

「他は、なにを見ますか？」

「なにか見たいものは？」

「そうですね……ルームウェア的なものを少し見たいです。寝る時に着るものがちょうどなくて」

　キッチン雑貨を買い求めた後、店舗を後にする際に再び細い手を取った。

　嫌がることもなく繋いでくれるけれど、本当は断れないだけではないかと少し気がかりに思う。

　それは、偽装婚約者になってほしいと半ば強引に、若干脅すような形で今の関係にこぎつけてしまったからだ。

　父から持ち込まれた、京香の従姉妹との縁談。

　結婚する気はまだないと断ったところ、父は『後から断ってもいいからとりあえず顔を立てろ』と頼んできた。

　断ることを前提に向かった席だったが、そこに現れたのはどういうわけだか本来の縁談相手ではなく京香だったのだ。

　少し前に事務所に相談に来た彼女。しかし、その時が彼女との初めての出会いではない。

　それは忘れもしない、出張先だった長野での出来事。

　事実関係を争う否認事件を担当した際、現場検証で事件現場を訪れることは多くある。

　捜査機関が作成した証拠書類だけではわからない、実際の事件現場の様子。写真だけではあくまでイメージ止まりだが、足を運ぶことで臨場感やそこで事件がどう起こったのかをより理解することができる。

　現場に立つことで発見できる証拠を見つけるため、必要があれば日本全国どこにだって出向くのが自分のスタイルだ。

　この時は、弁護を担当した無実の罪で起訴された依頼人が、実際どう事件に関わっていたのか、それを知り得るために現場を訪れた。

　有力な証拠も手に入れることができたその現場検証後、帰路で思わぬ事態に遭遇した。

　二人組の男たちに狙われたのだ。

　東京の事務所へと戻るため、最寄りの駅までタクシーを捕まえようと、近くにあったショッピングモールへと歩いていた時、後ろから猛スピードで走ってきた車に轢ひかれそうになった。

　それも、狙ったように加速し、こちらに向かってハンドルをきったため、狙われていることは瞬時に気付く状況だった。

　歩道に乗り上げ、車体を傷つけながらも追いかけてくる車には、マスクにキャップを目深に被った二人組の男が乗っていた。

　依頼人の無実を証明されては不都合な人間は存在する。そういった相手に狙われることは、弁護士をしていてなくはない話なのだ。

　ひき逃げが未み遂すいに終わった車は、勢いよくその場を走り去っていったが、抜かりなく車のナンバーは覚えておいた。その後すぐに警察への通報を行った。

　その際に立ち寄ったショッピングモールで、通報を終えた俺に『あの』と声がかけられた。

『大丈夫ですか？　腕、血が』

　肩にほんの少しかかる程度の緩やかに巻かれた髪。

　濃いアイメイクをしていなくてもはっきりとした二ふた重え瞼まぶたは、長いまつ毛が印象的だった。こちらを見上げる目に不覚にもどきりとさせられたのは今でも鮮明に覚えている。

　腕から出血？

　彼女に言われて見てみると、蒸し暑さで肘の下まで捲まくったカッターシャツから出ていた腕に、なにかで切ったような傷があることに気がついた。

　少し流れて血が線状になっている。

『大丈夫だ』

　今さっき暴走車を避け、一度看板のようなものに腕をぶつけたのをなんとなく覚えているから、その際に負傷したのかもしれない。

　でも、痛みを感じて気がつくこともなかった。それだけ緊迫した状況だったのだと改めて思う。

『あの、とりあえずこれを』

　そう言って彼女が傍らに持つ小さなバッグを漁り、『あった！』と言って取り出したのは大判サイズの絆ばん創そう膏こうだった。

『洗ってから貼った方がいいと思うので、お渡しだけしておきますね』

『こんなものを持ち歩いて……？』

『はい。万が一っていうことがあるので。こんな風に役に立つかもしれないですから！』

　絆創膏を受け取りながら感心している俺の負傷した腕を、彼女は近づいて覗き込む。

『シャツに血のシミもついちゃってますね』

　呆然としている俺に構わず、彼女はバッグからまたなにかを取り出す。

『これ、染み取りなので、よかったら使ってください』

　どうやらシャツに出血の汚れがついていたらしく、それを見つけた彼女は携帯用の染み抜きまで渡してくる。

　テキパキとした行動を止めるタイミングを完全に失っていた。

『あ、突然すみません。私、怪しい者では決してなく。ここの中にあるネイルサロンでネイリストをしている者です』

　自分の素性を明かした彼女の指先は、確かにきらりと目を奪うほど光り輝いていた。

　ピンク系のキラキラしたネイルが施されている。

『なぜ、見ず知らずの人間にこんな風に親切に？』

　不思議だった。普通なら見て見ぬふりをしてしまいそうなものを、わざわざ声をかけてきたのだ。

　土地柄なのかもしれないという考えが頭をよぎる。東京で同じ状況になったら、きっと多くの人間が見て見ぬふりをするだろう。

　疑問をぶつけた俺に、彼女は言った。

『困ってそうな人見かけると、ダメなんですよね。なにか手助けしなきゃって思ってしまって。勝手に体が動いちゃうというか。なんか、性分なのかもしれないです』

　そう答えた彼女は、『では、失礼します』と頭を下げた。

　最後に『洗ってから貼ってくださいね』と言い残し、後腐れなくショッピングモールの従業員専用口の向こうに姿を消していった。

　彼女が立ち去ってから名前も聞かなかったことに気がついた俺は、彼女の巻き起こしていった不思議で優しい空気に完全にのまれていたのだろう。

　結局、腕の傷の原因になった一件は、俺を計画的に狙っての犯行だというのが後日正式に明らかになった。




　印象的だった名前も知らない彼女との出会いからもうすぐ一年半。

　彼女との再会が東京の、しかも自分の働く事務所内であるとは思いもしなかった。

　名前は聞いていなかったけれど、顔を見てあの時の彼女だとすぐにわかった。

　一方で、彼女の方に俺のことを覚えている素振りはなく、その様子がますます気に入る要因となった。

　長野のショッピングモール内のネイルサロンで働いていた彼女が、東京に出てきて開業していたことにも驚いたけれど、トラブルを抱えて相談に来たのがうちの事務所だったことには、さすがに運命という言葉を信じざるを得なかった。

　しかし、彼女は依頼するかどうかを悩み、保留にしてその日は事務所を後にした。

　普段なら、弁護相談に来ただけの依頼人を気にして動くことなど一切しない。そんな暇もない。

　だけど、彼女のことが気になって、相談内容から口コミサイトを自ら検索し、問題の書き込みを探して監視を続けた。

　そんなことをしたところで、彼女からの依頼がなければ無駄な行動となるのに、俺はそれにすら気付いていなかった。

　そんな矢先に縁談の席に出向くこととなり、その先で身代わりとして席に現れたのは京香だった。

　さすがに偶然もこれだけ重なると、彼女との縁は繋がっているとしか思えなかった。

　縁談に身代わりで来たという彼女の後ろめたさをいいように利用し、加えて誹謗中傷のトラブルの解決も条件に入れ、俺は彼女に偽装婚約者の関係を迫った。

　親族からの頼みで駆り出された彼女には、迷惑をかけられないという意識が働いたのだろう。

　俺からの要求を渋々のみ、今日の関係に至っている。

　彼女を囲うことができたというのに、そう簡単に人の気持ちは動かせないことをここ最近人生で初めて痛感している。

　振り返れば自分も同じだった。

　いくら必死にアピールされても、興味がなければ響かない。

　今まさに、これまでとは逆の立場で苦悩している。

　どうしたら、彼女の心が自分へと向いてくれるのかと。

「あ、そこのお店見てもいいですか？」

　彼女の要望で入った店は、リラックスウェアを取り揃える専門店。

　店内にはルームウェアやナイトウェアが吊るされ、家での時間を楽しむためのグッズも多く並んでいる。

「なにかお探しでしょうか？」

　ハンガーに吊るされているナイトウェアを一着ずつ控え目に眺めていた京香に、ショップスタッフが話しかけてくる。

　声をかけられるのは想定外だったのか、京香は「あっ」と声を漏らした。

「ナイトウェアを探しに……安眠できるものがあればと思って」

　京香がそう伝えると、スタッフは早速「ご案内いたします」とテキパキ動き始める。

　数点商品を手にし、ひとつずつ説明を始めた。

　その様子を横で見守りながら、京香が気に入るものがあるのかを窺う。

　興味を示したのはくすんだピンク色のシルクのもので、手に取りじっくりと見始めた。

「これ、どう思いますか？」

　突然、意見を求められ、「ああ」と気のないような返事をしてしまう。

「いいんじゃないか。自分が気に入ったものが一番いい」

「そうですかね……じゃあ、これにしようかな」

　こちらの様子を微笑ましそうに見ていたスタッフが、「もしよろしければ」と話の区切りを見て声をかけてくる。

「こちら、メンズラインもご用意がありますので、よろしければパートナー様とお揃いにもしていただけますよ」

　スタッフにそんなことを勧められた京香は、途端に困ったように表情を歪ゆがませる。

　ちらりとこちらを見上げた彼女の大きな目と視線が重なり合った。

「じゃあ、メンズラインのものも一緒に」

　気付けばスタッフにそう頼んでいた。

　スタッフは「かしこまりました！」とそそくさとその場を離れていく。

「え、あの、香椎さん、なんかすみません」

「なにが？」

「あんな風に勧められたら、断りづらいですよね。私と同じものなんて、嫌だろうと……」

　さっき、マグカップを選んだ時も微妙なリアクションだった。

〝なぜお揃いに？〟という空気がありありと伝わってきて、距離の縮め方を誤ったのではないかと繰り返し自問自答した。

　嫌だと思っているのは、彼女の方ではないかと不安が募る。

「逆に嫌だったか」

「えっ？」

「お揃いにしようなんて」

　彼女の気持ちが知りたくて、遠慮なく追及してしまったものの、こういうことを訊くこと自体が格好悪いのではないかと後悔が生まれる。

「いえ！　そんなことは全然」

　でも、京香はまた首を横に振り否定する。

　自分になかなか振り向いてくれない彼女の気持ちをどうしたらこちらに向けられるのか。

　自分がつくづくまともな恋愛も経験してこなかったのだと、今になってひどく痛感していた。

　買い物を終え、外食をしてから自宅マンションに帰宅したのは二十一時を回った時刻だった。

「あの、今日はいろいろ買っていただきありがとうございました」

　リビングに運び入れたのはお揃いのマグカップにお揃いのナイトウェア。

　調理器具や食器類は、明日中に配送される予定になっている。

「あの、マグカップ開けてみてもいいですか？」

　意外にも京香の方から訊ねられて「ああ、もちろん」と心なしか声が弾む。

　紙袋から包装された箱をふたつ出し、中から丁寧にふたつのマグカップを取り出す。

　緩かん衝しょう材ざいを取り除くと、真っ白いマグカップが現れた。

「これ、やっぱりすごくかわいいですね」

　それぞれ取っ手を外側に向けてくっつけると出来上がるダックスフンドの絵柄。遊び心があるペアマグカップだ。

「早速これでなにか飲むか」

「あ、いいですね。じゃあ、洗いますね」

　京香がマグカップを洗い始めた横で、「なにがいい？」とメニューを訊ねる。

「香椎さんと同じものでお願いします」

　そう言われて「わかった」と答えつつ、その呼ばれ方が引っかかる。

　言うタイミングをすっかり失ったままきてしまっていたが、やっとここにきて指摘する。

「その呼び方はいい加減終わりにしないか？」

「え……あ」

　言われたことの意味を察した京香は、途端に困ったように口ごもる。

　そのどこか困ったような様子がなんともかわいらしく、クスッと笑みがこぼれた。

「えっと……じゃあ、透哉さん……で？」

　初めて自分の名前を彼女の口から聞いて、歓喜のあまりぞくりとしていた。

　そんなことくらいでと自分でも笑ってしまいそうになる。こんなこと今まで一度もない。

「また少し婚約者らしくなったな。さすがに苗字で呼ぶのは他人行儀すぎるだろう」

「確かに、そうですね」

　茶葉から紅茶を淹れ、京香の洗ってくれた新しいマグカップに注ぐ。

　京香はミルクティーにしたいと言ったため、ミルクを注いだ。

「甘くしなくてよかったのか？」

「はい。大丈夫です。運びます」

　淹れたての紅茶を持って、京香はリビングのソファへと運んでいく。

　ローテーブルの上にカップを置き、絵柄が繋がるようにふたつをくっつけた。

　ソファに腰を下ろし、カップを見てふふっと笑う。

　その姿を目にしただけで、買ってきてよかったと思わされた。

「気に入ったか」

「はい。かわいい」

　そう言っている君がかわいいと、思ったままの言葉が口から出そうになったが、敢えて心の内に留める。攻めすぎても逆効果になりそうで難しい。

「考えてみれば、ここに越してきてから、こうしてふたりでお茶を飲むのは初めてですね」

「ああ、そうだな。明後日、一泊二日で岡おか山やまの方に出張があるが、それが終われば一旦落ち着く」

「出張……？」

「ああ。後見人との面会があってな。出かけなくてはならないんだ」

　せっかくひとつ屋根の下で暮らし始めたというのに、仕事が立て込み一緒の時間を過ごせないでいる。

　仕方のないことだが、もっと急速に彼女との距離を縮めたい。

「お忙しいだろうなとは予想してましたが、やっぱりかなり大変なお仕事ですね」

「ああ。でも、好きで就いた仕事だから、どんな状況でも満足している」

「それ、なんかわかる気がします」

「そうか。共感してもらえたか」

「はい。私も、たくさんお客様に来ていただいてたとえ忙しくて肩がバキバキに凝っても、常に充実感しかないので」

　そう言った京香は突然ハッとなにかに気付いたような顔をし、手にしていたマグカップを置いて俺に体を向ける。

「って、すみません。私の仕事と一緒にしちゃダメですよね！　弁護士さんのお仕事は、私の仕事とは別物ですから」

「そんなことはない。どんな職種だろうと、同じ仕事だ。志を持ってやっているのなら、業種など関係ない」

　京香の顔にほんのり笑みが浮かぶ。どこか嬉しそうな表情を見せられ、思わずじっと見入ってしまった。

「そうですね。志、ちゃんと持ってます」

　強引に始めてしまった関係だけど、こうして少しずつ互いのことを話して距離を縮めていけたら。

　そんなことをぼんやりと思いながら並んだマグカップを手に取った。




　一緒にお茶を飲み、その後は互いに自分の時間を持った。

　シャワーを浴びて、自室にこもって裁判所に提出する書類を作成していた時、部屋のドアがコンコンと二回ノックされた。

　手を止めドアを振り返る。

　向こうからドアを開ける気配がなかったため、席を立ちドアを開けに行った。

「ごめんなさい、お仕事中でしたか」

　部屋の前に立っていた京香は、さっきまでとは打って変わって、入浴後のプライベートな姿だった。

　ヘアメイクもオフで、下ろした髪には黒いターバンを巻いている。

　そして、今日買ってきたナイトウェアを身につけていた。

「いや、大丈夫だ。どうした」

「あ、えっと……これ、ありがとうございました」

　どうやらナイトウェアのお礼をわざわざ言いに来てくれたらしい。そういう律義なところにも好感度が増す。

「どう、ですかね？」

　そして、こんな風に感想を聞きに来るのも愛あい嬌きょうがあってかわいらしい。

　思わず抱き寄せたくなったものの、自分を〝落ち着け〟と制御する。

「すごくいい。似合っている」

　ナイトウェアを私服でも褒めるかのように絶賛するのはなにかおかしな気もするが、俺からの返事に京香は目尻を下げる。

「そうですか？　よかった」

　ホッとしたようにはにかみ、また「ありがとうございます」と言う。

「では、安眠かどうか、確かめに行きますね」

「寝るのか」

「あ、はい」

「それなら一緒に眠ろう」

　書類作成の仕事も、ちょうど区切りがついたところだった。

　しかし、京香は思いっきり動揺を露わにする。

「え、あの、寝るって」

「先に寝室で待っててくれ」

　ここでの同居が始まって三日。まだ同じタイミングでベッドに入ったことはない。

　ベッドがひとつの寝室を用意したことに、京香ははじめ抗議していた。

　それでも契約関係を盾に彼女に納得してもらい、この環境を勝ち取ったが、今考えればやっぱりやり方が強引だったと反省している。

　だからなのか、無意識のうちにベッドに入る時間を遅くしてみたり、事務所に泊まり込みで仕事をこなしたりしていた。

　彼女が眠った後に、広いベッドの上で距離を取って眠りにつく。そして、彼女が目覚める前にベッドを抜け出す。

　京香からしてみれば、あの寝室でまだ一緒には眠っていないと思っているかもしれない。

　京香とお揃いで購入してきたナイトウェアに着替え、自室をあとにする。

　寝室のドアを開くと、京香がベッドの縁にちょこんと腰かけていた。

　入ってきた俺を見るなり、勢いよく立ち上がる。

「に、似合ってます！」

　飛び出してきたような言葉に、思わず吹き出しそうになる。

　いきなりなにを言うかと思えば、力強く褒めてもらった。

「やっぱり、脚が長いとなんでも似合いますよね！　スタイルがいいと」

　やたら褒め称えてくれるのは、初めて寝室を共にするこの状況に耐え切れず、誤魔化そうとしているのだろう。

　動揺している様子は、彼女には申し訳ないがかわいらしく目に映る。

「ありがとう」

　そう返し「座って」と突っ立っている京香をベッドに座らせた。

「バキバキだという肩をみてやろう」

「え？　肩ですか」

「背中を向けて」

　彼女の背後に座り、肩に手をかける。

「あっ、痛っ……」

「悪い。強かったか」

「いえ、そんなことはないんですけど、多分凝っているからだと」

　確かに肩の筋肉が張っていて硬い。本人の自覚通り肩こりは結構深刻だ。

「痛いけど、気持ちいい感じです」

「本当に結構凝っているな」

「そうですね……もう、職業病だと思って諦めてます」

　こんな風にしていると、本物の夫婦にでもなったような錯覚に陥る。

　しばらく肩を押し続け、「ありがとうございます」と彼女に言われて手を離した。

「えっと……じゃあ、寝ますか？」

　再びその場に立ち上がった京香は、距離を取るように一歩下がり改まって訊ねてくる。

　そんな姿にまたクスッと笑ってしまったものの、「ああ」と返答してベッドに上がった。

　京香はいつも眠っているベッドの右側に回り、そろりとベッドに上がってくる。

　その姿をじっと見つめていると、頬が紅潮していくのがはっきりとわかった。

　自分にとってなんてことないシチュエーションなのに、彼女のそんな様子を見ていると自然と鼓動が高鳴っていく。

　京香はぎこちない動作でいつもの定位置に横になる。

　俺に背中を向けることもできず、かといって向かい合うこともできないのだろう。

　真っ直ぐ天井を向いて横になり、目も天井の一点を見つめていた。

「では、おやすみなさい」

　こちらを見ないまま、京香はぎゅっと目を瞑る。

　普段眠る時にそんな風に目は瞑らないだろうとツッコミたくなったが、敢えて言葉を呑み込み代わりに手を伸ばした。

「ふぁっ」

　俺の指先が前髪に触れると、想定外だったのか声をあげて目を開ける。

　ベッドに上がってからやっと視線が重なり合って、頭で考える前に体を起こし腕を伸ばしていた。

「っ……あの、透哉さん……？」

　覆い被さるようにして抱きしめ、そのまま静かに横たわる。

　横から抱き寄せられた京香は体を動かして嫌がることもなく、そのまま俺の腕の中に留まった。

　艶のあるふんわりした髪から香る甘いシャンプーの香りは、何度か近づいた時に記憶している。

　柔らかい体を抱きしめたまま「おやすみ」と囁く。

「おやすみ、なさい」

　腕の中から聞こえたか細い声に胸がいっぱいだった。










７．ハッピーバースデーサプライズ




　仕事後に帰宅すると、まずはシャワーを浴びることが多い。

　職業柄、髪や体に粉ふん塵じんを浴びているからだ。

　新居のまだ慣れない広いバスルームで一日の汚れを落とし、スッキリしてリビングを通ってキッチンに入った。

　帰宅時、透哉さんはまだ帰ってきていないのを確認済み。

　肩にかけたタオルで髪を拭きながら、冷蔵庫のドアを開ける。

　帰りがけに買って来た期間限定のラムネサワーチューハイの缶を手に取った。

　プルタブを上げて一口目を口にしたところで、突然リビング方面から「おかえり」と声をかけられた。

　驚いて持っている缶をするっと落としそうになる。

　振り返るとカウンターの向こうに透哉さんが立っていた。

「帰ってたんですか？」

「ああ。京香より一時間は先に帰ってた」

「そうだったんですか！」

　全然気が付かなかった。

　そうとも知らず、声もかけずにさっさとバスルームに入ってしまった自分を心の中で責める。

「すみません、全く気付かずで」

「いや、気にしなくていい。俺も上に上がってて気付かなかったんだ」

　上、と透哉さんが言うのは、リビングのメゾネット部分のこと。

　リビングの奥に階段があり、上に昇れる造りになっているのだ。

「そうだったんですね」

　リビングにいる透哉さんはスーツの姿のまま。

　ジャケットだけが向こうのソファの背もたれに掛けられている。

　カウンター越しにいた透哉さんがキッチンに入ってきて、おもむろに私の手にある缶を取り上げる。それを黙ってキッチンの片隅に置いた。

「髪が長いと毎日大変だろう？」

　透哉さんは私の肩にかかったタオルで、濡れたままの髪を毛先を包み込むようにしてタオルドライする。

　突然近づいた距離に早速鼓動が音を立て始めた。

「すみません、ありがとうございます」

　ちゃんと乾かして出てくればよかったなどというほんのわずかな後悔が生まれる。

　透哉さんが在宅だとわかっている時は、きちんと整えた状態でバスルームを後にしているけれど、今日はなんの疑いもなくまだ帰宅していないと思っていた。

　タオルで髪を拭いてくれていた手に「おいで」と背を押される。

　透哉さんはそのまま私を洗面所へと連れていった。

「あ、あの、自分でやりますので」

　ドライヤーを手に取ったところで声をかけたものの、透哉さんは黙って私を鏡に向かって立たせる。

　すぐに温風が髪を揺らし始めた。

　透哉さんは私の背後に立ち、指で髪を梳きながら丁寧に乾かしていく。

　こうして男性に髪を乾かしてもらうことなんて、美容院以外では初めての経験。

　髪を摘まんだり、指を通したり。ドライヤーの風で髪が揺れることにさえ意識が集中する。

　髪一本一本に神経が通っているみたい、なんて聞いたことがあるけれど、本当に触覚でもあるような気がする。

　鏡に映る自分の顔が赤く火照っているのが目に入る。

　鏡越しに透哉さんと目が合い、慌てて目を伏せた。

　赤い顔はドライヤーのせいだと思ってもらえるだろうか。そんなことを考えながら、次第に速まっていく鼓動に戸惑う。

　髪の上から下に温風を当て、指で整えながら乾かしていく。

　長い髪が広がらないように乾かしてくれているのは、さすがだなと内心感心してしまう。

　こんな風に、女性の髪を乾かしたこととか、あるのかな？

　いや、当たり前にあるよね。女性が放っておかない透哉さんみたいな人なら……。

「乾いたな」

　ドライヤーの音が止み、透哉さんがそれを仕舞うと、鏡の前に立ったままの私の髪を両手で整えた。

「ありがとうございます。すみません、わざわざ」

「いや、俺がやってみたかっただけだから。むしろ悪かった、勝手に」

「いえ！　そんなことは全然」

「乾かし方とかあるんじゃないのか？」

「いえ、私が自分でやるより綺麗にやってもらって驚いてたところです」

　つい言い方に力が入ってしまい、そんな私を見た透哉さんがふっと笑う。

「そうか。それならよかった。またやらせてくれ」

「は、はい。ぜひ」

　なんて勢いで言ってしまったけど、おかしな返事だったとまた恥ずかしくなる。透哉さんに続いて洗面所を出ながら、まだ熱い頬を両手で包み込んだ。

「もう寝るか？」

「え、いえ、まだ」

「それならちょっと一緒に来て」

「え……？」

　リビングに入っていく透哉さんについていくと、透哉さんは部屋の奥にある階段を上がっていく。

　メゾネットタイプになっている部分に入ると、以前とは打って変わった光景に「えっ」と思わず声が出た。

「すごい……これって」

「ホームシアターだ」

　スクリーンとそれに面しているゆったりとしたローソファ。

　落ち着いた間接照明がすごくいい雰囲気だ。

「一緒に映画鑑賞でもどうかと思って」

　透哉さんは先にソファに腰を下ろし、私に向かって手招きをする。

　また新たな鼓動の高鳴りを感じながら、透哉さんのとなりに腰を下ろした。

「すごいです、自宅にこんな大きいスクリーンのシアターなんて」

　そこまで言ってから、もしかして、とハッとする。

「あの、もしかしてなんですけど……以前に私が映画鑑賞が趣味だなんて言ったからかなって一瞬思って。あ、自意識過剰発言ですみませ――」

　不意に手を取られ、ふたりの距離が縮まる。透哉さんが座り直し、ぴったりと体が密着するように近づいた。手を繋いだ状態で並んでスクリーンに向かう。

「自意識過剰じゃない。ご名答」

　間近で微笑まれるとますます鼓動は暴走する。

　なにげなく答えたことを覚えてくれていたことに、また嬉しい気持ちが膨らんでいく。

　こんなに尽くしてくれるなんて、本当の婚約者みたいで困惑もする。

「ありがとう、ございます」

　やっぱりまた顔を熱くしながらお礼を言った私に、透哉さんは「早速なにか観てみるか」とリモコンを操作すると、スクリーンにメニューが映し出された。




　連日猛暑が続く夏本番。今日から八月が始まる。

　目を覚ますとまだ部屋の中は薄暗く、枕元に置いたスマートフォンには五時七分と表示されていた。

　まだ早かったな……。

　寝返りを打つとベッドの反対側には透哉さんの姿があった。

　昨晩はまだ仕事があるから先に眠っていいと言われ、ひとりでベッドに入った。

　私が眠りについてから、深夜に仕事を終えて眠ったに違いない。

　初めて一緒にベッドに入った日以来、ふたりのタイミングが合えば並んで眠るようになった。

　その時は決まって透哉さんは私を腕の中に抱いて眠りにつく。

　初めての時は物凄く驚いたけれど、繰り返すうちにそれは当たり前のようになった。

　でも、慣れるものではない。毎度毎度緊張して、鼓動はバクバク高鳴る。

　密着したら、きっと私の忙しない心拍は気付かれているのではないかともう諦めているくらいだ。

　どうしてそんな風に私を腕の中に閉じ込めて眠るのか、その理由は訊いていない。

　答えはきっと『偽装婚約者だろ？』と返ってくると思うから、敢えて訊くことでもない。

　それを証拠に、透哉さんがそれ以上に私を求めることはない。

　もっとも、女性が勝手に集まってきてしまうような透哉さんが私に対して変な気を起こすことなんて有り得ないのだろうけど。

　スマートフォンを手に取り、受信しているメールを開く。

　その中に【お誕生日おめでとうございます！】という、よく買い物をするお店からの割引クーポン付きのメールが目に留まった。

　今日、八月一日は私の誕生日。今日で二十七歳になる。

　母の話では、私は早朝五時半頃に誕生したというから、あと数十分で正式に二十七歳だ。

　誕生日の今日も、いつも通り仕事の一日。特に予定はない。

　透哉さんを起こさないよう、静かにベッドを抜け出した。




　六時を回った頃、身支度を整え自室から出ていくと寝室から出てきた透哉さんと鉢合わせた。

　寝起きで無造作に流れた髪にどきりとさせられる。

「おはようございます」

「おはよう。早いな」

「目が覚めちゃって。透哉さんも早いですね」

「京香がいなくなってたから」

　そんなことを言った透哉さんの手が、私の頬をさらりと撫でる。

　それだけで鼓動が高鳴ってしまう私を横切り、透哉さんはリビングへと入っていった。

　いい加減こういうシチュエーションに動じず慣れないといけないのに、私にはまだその免疫が出来上がっていない。

　後を追うようにリビングに入り、キッチンからちょうどダイニングテーブルの前に立つ透哉さんに視線を送る。

　テーブルの上に置いたタブレット端末に目を落としていた透哉さんは、私の視線に気がついたようにこちらに目を向けた。

　ばちっと目が合うと不意にふわっと微笑まれて、思いがけない笑顔に胸がときめく。

　さり気ないスキンシップや、突然優しい表情を向けられる瞬間。そういうことが積み重なって、いいな、好きだなと、いつしかそう思う自分が現れていた。

　そういう好意を抱いても仕方ないのに、思考と気持ちは裏腹で困る。

「コーヒー、飲みますか？」

「ありがとう」

　六時にもなると外はすっかり明るい。

　バルコニーへと繋がる大きなガラス窓からは、今日も眩まぶしい陽の光が射し込み始めている。

　コーヒーの用意ができてリビングに目を向けると、透哉さんはいつの間にかバルコニーへと出ていた。

　ふたり分のコーヒーを注いだグラスを手に、バルコニーへと出ていく。

　透哉さんはバルコニーに設置しているテーブルセットの椅子にかけ、タブレット端末で新聞を読んでいた。

　テーブルにグラスを置くと顔を上げ、また「ありがとう」と言ってくれる。

「となり、いいですか？」と一応訊いて椅子に腰を下ろした。

「今日はアイスコーヒー日和ですね」

　まだ早朝とはいえ、すでに日中の気温の高さを予感させる蒸し暑さがある。

　昨日も三十五度近くまで上がった猛暑日だったから、最低気温も高いままなのかもしれない。

「今日は、仕事はいつもの時間まで？」

「今日は、夜の予約は入れてなくて。ラストのお客様が十六時からなんです。なので、十八時前には終わるかなと」

　予定はないけれど、せめて誕生日くらい普段より早く仕事を終えてゆっくり過ごしてもいいだろうと予約をセーブした。

　こういう融通が利くのが、自分でお店を持つ利点でもある。

「なるほど。その後の予定は？」

「その後は、特にないです」

　そう答えた私に、透哉さんはなぜだか微笑を見せる。

「そうか。それなら、久しぶりにディナーでもどうだ。京香を連れていきたいところがある」

　予期せぬお誘いに「えっ」と言ったまま一瞬静止する。

　特に予定もない寂しい誕生日だと思っていたから、食事の誘いはタイミング的にも非常に嬉しい。

「連れていきたいところですか？　どこだろう」

「じゃあ決まりで。時間の変更があったら知らせて」

「わかりました」

　誕生日に急遽できた予定に心が弾む。

　今日は仕事帰りにケーキでも買って、ささやかにお祝いしようと思っていた。

　偶然でもなんでも、嬉しいな……。

　グラスに口をつけてにやける顔を誤魔化した。




　予定通り、十六時から最後のお客様のハンドネイルを施術した。

　予約外でお客様が来店することもなく、十七時半過ぎにはお店を閉める。

「京香ちゃん、お疲れ様」

　帰る支度をしている私に、丈さんが声をかけてくれる。

「お疲れ様です」

「夕飯、食べていかない？　誕生日なんだからご馳走する！」

　今日が私の誕生日だと知っている丈さんからありがたいお誘いが。だけれど、今日は急遽予定ができてしまった。

「ありがとうございます。それが今日――」

　お礼を口にしていたタイミングで店の入り口が開く。

「京香ちゃん、お誕生日おめでとう！」

　声高らかに入店してきたのは、八木沼さん。その手には巨大な花束を抱えている。

「八木沼さん、こんばんは」

「今日は京香ちゃんの誕生日だから、知り合いの花屋に特注でこれを作ってもらったんだ。どうぞ。お誕生日おめでとう！」

　八木沼さんから花束を差し出され、驚きながらも受け取る。

「えー！　なんか、すみません。こんな豪華な花束」

　赤やピンク、オレンジ色の薔ば薇らが何十本も束ねられた豪華な花束。あまりお目にかかれない大きなものだ。

「ありがとうございます。飾らせていただきますね」

「で、京香ちゃん。なんか言いかけてたけど？」

　丈さんに訊かれ、話の途中だったと思い出す。

「そうでした。お気持ちは嬉しいんですけど、この後予定が入りまして」

「えっ、そうなの？　なんだよー、男か？」

「いや、そういう感じではなくですね」

「誕生日に予定ができたなんて、男に誘われたとしか思えないだろー」

　丈さんの追及が加熱してきて、オロオロと困って変な汗が出てくる。

「もう、これ以上はノーコメントで勘弁してください！　では、お疲れ様でした！」

　八木沼さんにはもう一度「お花ありがとうございました」とお礼を言い、逃げるようにしてお店を後にした。

　大きな花束を両手に抱え、この間迎えに来てもらったのと同じ場所に向かう。

　今日はまだ透哉さんの車は到着していないなと思っていたら、向こうから黒いセダンが走ってくるのが目に映った。約束の場所で車は停車する。

　すぐに降車してきた透哉さんは、私の姿を見て目を丸くした。

「お疲れ様。どうした、すごい花束だな」

　私を迎えに来るなり背に手を添え、透哉さんは車までのわずかな道をエスコートしてくれる。

　透哉さんは今日が私の誕生日だとは知らない。だから、こんな豪華な花束を抱えていたことに驚いたのだろう。

「あ、これは、お店のお客様に」

「客？　女性からいただいたのか、こんな情熱的な花束」

「いえ、男性のお客様です」

「男性の客？」

　透哉さんは私からの返答が意外だったのか訊き返す。

　最近は男性の中にもわずかながら利用客が増えつつある業界ではあるけれど、やはりまだまだネイルは女性のものだという認識がほとんど。

　透哉さんが訊き返すのはおかしいことではない。

「はい。最近は爪のお手入れを定期的にされる方もいますし、ネイルされる男性も少数ではありますがいるんですよ。そのお客様も、爪のケアでご贔ひい屓きにしてもらっていて」

「へぇ。それは初耳だな」

　いつも通り助手席のドアを開け私に乗り込むように促し、「預かろう」と腕に抱く花束を受け取る。

　後部座席のドアを開け、後ろのシートに花束を載せてくれた。

「食事の前に行きたいところがある」

「はい」

　運転席に乗り込み車を出した透哉さんは、助手席に座る私にちらりと目を向け、その横顔に微笑を浮かべる。

　その横顔が綺麗で、ついじっと見つめていた。

　恵比寿から車が向かった先は青山通り。

　いったいどこに行くのだろうと思いながら駐車した透哉さんに手を引かれ連れていかれた先は、表おもて参さん道どうにある『ニナ・クチュール』の路面店。

　道行く人の視線を奪っていくガラス張りの路面店は、マネキンが等間隔に並び、皆んなセンスのいい上品なコーディネートを着せられている。

「あの、行きたいところってここですか？」

「ああ。これから行くのがドレスコードのあるところなんだ。だから、せっかくだし京香に似合うものを用意したい」

「ドレスコード……！」

　そんなのがあるのは、普段気軽に入るような店ではないことは確か。

　これからの予定を知り途端に緊張が高まっていく。

「私、このお店で服とか見たことなくて」

　ニナ・クチュールは有名なアパレルブランド。大手女性誌などに多く取り上げられているからもちろん知ってはいるけれど、今までに一度も購入したことはない。

　私には手の届かないファッションブランドなのだ。

　透哉さんに手を引かれ、広い店内に入っていく。

　明るい店内には展示するような形で商品が並べられ、客と店舗スタッフの姿が数名あった。

「そうなのか。それなら気に入るものを買っていけばいい」

　そんな簡単に言うけれど、ここのブランドの服はいい値段がすることで有名。

　一般庶民が気軽に買い求められるものではない。だから私はお店にすら入ったことがなかった。

「ドレスコードはブラックなんだが……このあたりのワンピースはどうだ」

　透哉さんが向かったのは、ブラック系のワンピースがずらりと吊るされている一角。よそ行きの、どちらかというとパーティーなどで着る雰囲気のワンピースだ。

「あ、はい。どれも非常に素敵なんですけど……」

「好みではないか」

「いえ！　滅めっ相そうもないです！」

　尻込みのせいで言葉遣いまでおかしくなる。

「それなら、俺が京香に着てほしいものを選んでも？」

「はい。それで、お願いします」

　この中から自分で選ぶのは難しく、時間がかかってしまいそうなため透哉さんの提案に乗る。

　透哉さんは私の横でハンガーをひとつずつ手に取りワンピースを選別していった。




　それから三十分もしないうち、私たちは車へと戻ってきていた。

　後部座席に買い物をした大きな紙袋を載せ、車はすぐに次の目的地に向かって発車する。

「透哉さん。あの、あんなに買っていただいて、私一円も出してないとかやっぱり」

「俺が勝手に買ったと思えばいい」

　目的であったワンピースを選んだ後、透哉さんはショップ内を回り『これもいい』『これも似合う』と私の意見ももちろん聞きつつ何着も服を選んでいった。

　その上、ワンピースを試着するとそれに合わせたパンプスも購入し、支払い額はとんでもない金額になったと思われる。

　私がこれまで生きてきた中で、一回の洋服のお会計で支払ったことが絶対にない金額だ。

「せっかく綺麗な体の線をしてるんだ。京香は上質なものを身につけるに相応しい」

　心が弾んでしまうようなことを言ってくれる透哉さんに、頬が熱くなる。

　褒められることに慣れていないから、こんな風に言われると困ってしまう。

「でも……」

「妻になる相手に金を使うことのどこが悪いんだ？」

　妻って……。

　私が本物の婚約者みたいな言い方をさらりとされて返す言葉を失う。

　透哉さんはこの偽装婚約を続けていく間ずっと、こうして本物の婚約者のように私に接し続けていくのだろうか。

　いつどこで誰が見ているかはわからないという理屈はわかるけれど、こんな風に私なんかに盛大に散財するのは勿体なさすぎる。

　それに、あまりに丁寧に接されていると、私自身が錯覚を起こしそうになる。

　錯覚という名の、勘違い。

　透哉さんの気持ちが一緒にいるうちに私に向いているのではないかと、有り得ない展開に思考が傾いていく。

　そのたびにそんな考えを振り払って、この関係はいつ終わるのだろうと考える。

　私自身、透哉さんと毎日過ごす中で彼の存在が大きくなっていっているのは確かだ。大きくしてはいけないのに。

「着いたぞ」

　悶々としているうちに、車は滑らかに停車する。

　車の斜め前には、ホテルスタッフの制服と思われるものに身を包んだ男性が丁寧に頭を下げている。

　エンジンを停止した透哉さんは先に車を降りていき、すぐに私も降車させた。

「ここ、ですか？」

　到着したのは、日比谷公園のすぐ近くのラグジュアリーホテル。

　驚いていると透哉さんの手が腰に回ってきてエスコートされる。

　向かった先は一階エレベーターホールから二十五階にあるレストランだった。

　ドレスコードがあることが納得のレストランを前に、自分の姿を見下ろす。

　透哉さんが選んでくれたブラックのワンピースは、オフショル風デザインの上品な切り替えワンピース。デコルテ部分はしっかり出ていて、ウエスト位置ですっきりと切り替えがされ、スカート部分は繊細なチュールレースを被せた特別感のあるデザインだ。

　この姿になって、やっとスーツがきまっている透哉さんと並んでも許される気がする。

　今日はブラックのスーツに、ストライプシャツとブルーのタイを合わせて完璧に着こなしている。

　いつも決まって上質なスーツを着ているのはもちろん、その着こなしがオシャレだ。

「香椎様。お待ちしておりました。ご案内いたします」

　受付で透哉さんが名乗ると、すぐにスタッフが私たちを奥に案内してくれる。

　訪れているどの客もフォーマルな装いで上品に食事を楽しんでいた。

　スタッフが「こちらにどうぞ」と私たちを連れていったのは、レストランフロアの奥に位置するプライベート席だった。

　個室になっている席は二十五階からの眺望が見事で、思わず入り口付近で立ち止まってしまった。

「なにしてるんだ？」

　突っ立っている私に、ふっと笑った透哉さんが席に着くよう手を引く。

　私を椅子に座らせ、待機していたスタッフに「なにか飲みやすいスパークリングワインを」とオーダーした。

　初めて食事をした時は、車だからアルコールは飲めないと言っていた。今日も同じ状況のはずなのに、どうするのだろう。

　そんなことを気にしているうちに、先ほどの黒服のスタッフがワインの瓶を手に席にやってくる。

　私のグラスと透哉さんのグラスに順にスパークリングワインを注ぎ、失礼しますと席を離れていった。

　入れ替わりで別の黒服のスタッフが前菜のプレートを運んでくる。

　白いプレートの真ん中にカクテルグラスが載り、そこにはキラキラしたジュレとエビなどが入っている。

「乾杯しようか」

「はい」

「なんだかんだ、一緒に飲むのは初めてだな」

「そうですね」

　互いに「乾杯」と手にしたグラスを持ち上げた。

　こういう素敵な店に連れてきてもらい、慣れない私はさっきから気分が高揚しっぱなしだ。

　一方で透哉さんは落ち着き払っていてまったく動じていない。

　きっと、女性とこういう席に来ることにも慣れっこなのだろう。

「よく、こういう場所には女性とも？」

　ストレートに質問した私を、透哉さんはふっと鼻で笑う。

「なぜ？　そう見えるのか」

「はい。きっと、慣れているんだろうなって」

「自分から望んで女性とこういう場所に来るのは今日が初めてだ」

　間髪を入れずに返ってきた言葉にじっと透哉さんの顔を見つめてしまう。

「え……そうなんですか？」

「ああ」

　私からの視線を受けて、透哉さんは綺麗な顔に微笑を浮かべる。

　自分が特別だと言われたような気になって、鼓動が早鐘を打ち始めてしまった。

　他愛ない話をぽつりぽつりと交わしながら、普段はあまり口にすることのできない一流の味に舌鼓を打つ。

　ここ数年の誕生日で一番素敵な夜を過ごしているなと、心の中で密かに思っていた。




　コースの料理がひと通り終わり、あとはデザートを残すのみとなった。

「すごく美味しかったです」

　そんな陳ちん腐ぷな感想しか出てこない自分にがっくりする。

　もっと食レポが上手な芸能人みたいに、的確な感想が出てくればいいのに。

「まだ最後のメニューが残っているだろ」

「そうですね。デザートもかなり期待度が高いですけど――」

　そんな会話をしている中、「失礼します」と黒服のスタッフが席に現れる。

　その手にあるプレートに、火の灯るロウソクが見えた。

「えっ……」

　目の前に置かれたプレートには、ケーキやジェラート、美しくカットされたフルーツが載り、〝Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ〟とプレート上にチョコレートで描かれている。

　驚きで見入ってしまったものの、顔を上げて透哉さんと目が合った。

「誕生日おめでとう」

「知っていたんですか……？」

「当たり前だろう」

　今日が誕生日なんて話は一切出ていなかった。

　それなのに、こんな風になにも言わずに祝ってもらえるなんて思いもしなかった。

「前に事務所に相談にきた時に記入してもらった基本情報からな。今日が誕生日だと知ったから」

「あっ、あの時の……」

　確かに相談に訪れた時、受付の際に記入した覚えがある。

　でも、わざわざ私の誕生日をチェックして、こうして計画してくれていたなんて嬉しすぎる。

　そんなことをされたら、ダメとわかっているのにさらなる好意を抱いてしまいそうで……。

「もしかして、誕生日って知っていたから、服も買ってくれたりしたんですか？」

「いや、そういうわけではない」

　きっぱりと即答した透哉さんが、じっと私の目を見つめてくる。

　どこか真剣な目をしていて、どきりと鼓動が音を立てた。

「今日は、京香に話したいことがある」

「え……？」

　透哉さんの改まった様子に、音を立てた心臓がなにかを予感したように震える。

　もしかして……。

「偽装婚約者の関係を、今日をもって終了にしたい」

　まさか――そう思った通りの言葉に瞬きを忘れる。

　予感通りの話の展開に透哉さんの目を見つめたまま固まった。

　偽装婚約者になれなんてとんでもない要求をされて、はじめはお断り一択だった。

　潤子伯母さんのことを理由に迫られて、断ることが怖くなって渋々始めた関係だったけれど、始まってみれば苦痛に思うこともなくそれなりに楽しく過ごしていた。

　半年後には終わりを迎える関係だと頭の中ではわかっていたのに、その期間が早まったのはもうその必要がなくなったということだろう。いざその時を迎えると複雑な感情に襲われる。

　偽装婚約が解消されて自由の身になれるというのに、だ。

　少し前の私なら、『そうですか、わかりました』と即言葉が出てきていたはず。

　それが、今はなぜだかためらわれる。

　どうして……？

　自問自答するうち、出てきた答えはひとつ。

　私の中で、透哉さんの存在が大きくなり始めているからだ。

　大きくしてはいけないと、気付くたびに自分に言い聞かせていた。

　それなのに、やっぱり知らぬ間に存在はどんどん大きくなっていっていたのだ。

　まだこの関係が続くと思っていた。それを望んでいた自分もいる。

　透哉さんが偽装でも婚約者として私を扱ってくれた時間は、気付かぬうちに彼に少しずつ惹かれていく時間でもあったのだと、今さら気付いてしまう。

　私を大切に扱ってくれたこと。言葉も触れ合いも甘くて優しかった。

　だけど、そんなことに気付いたところで私にはどうすることもできない。

　終わりの足音が近づいてきている。

「わかり、ました」

　なんとか絞り出した声はぎこちなく硬い。

　この続きは、なんと言えばいいのだろう。

　まずはお世話になった感謝の言葉を。それから、今後の私の動きはどうしたらいいのかは訊くべきだ。マンションを出ていくのは早急な方がきっといいだろうから、その手配と。

　やだ、なんか泣きそう。なんで……。

「ありがとう、ございました。お世話になりました」

「え？」

「マンションからは数日中に出ていきますので。荷物も、元々ほとんど持ち込んでいないですし――」

「おい、ちょっと待て」

　話を止められてやっと、目の前の誕生日プレートから顔を上げて透哉さんを見る。

「なにを訳のわからないことを言い出した？」

「え……だって、今の関係を終了するって……」

　それは、私たちの別れを意味するもの。今の関係が終わるということ。

「確かに、偽装婚約者の関係は終えたいとは言った。だけど、俺たちのあのマンションから出ていっていいとはひと言も言っていない」

　透哉さんがなにを言っているのか訳がわからなくて、じっと彼の目を見つめる。

　それまで真剣だった面持ちがふっと柔らかくなった。

「偽装ではなく、本物になってくれないか？」

　え……？　どういう、こと……？

「本物の、婚約者に」

　はっきりと耳に届いた声なのに、その意味を頭の中で処理できない。

「京香、ずっと好きだった」

　時が止まってしまったように瞬きを忘れている私の前に、透哉さんは小さな箱を差し出す。

　固まったままの私を見かねるようにして、透哉さんがその箱を開けていく。

　一流ブランドのロゴの入る美しいブルーの箱の中からは、黒いベロア調のリングケースが現れた。

「これ……」

　透哉さんがケースの上部を開く。中にはきらりとダイヤモンドが輝くエタニティリングが入っていた。

「手を出して」

　言われるままに左手を出し、透哉さんが私の手を取る。

　薬指にはめられていくリングを目に、ドッドッと鼓動の高鳴りが主張していくのを聞いていた。

「透哉さん……あの、私、理解が追い付かないというか」

「見たままだ。なにも難しいことはない。君にプロポーズをしている」

　プロポーズ――その言葉にぶわっと自然に涙が浮かぶ。

「なんで泣くんだ」

「だって、なんでこんな……」

　自分でもなんで涙を流しているのかはよくわからない。

　でも、悲しいからではないことは確かで。

　驚きはもちろん、でも、一番は……。

「嬉しいから、勝手に涙が……」

「ということは、受け取ってもらえるということでいいのか？」

　ポロポロと頬を濡らす私を前に透哉さんは柔和な笑みを浮かべる。

　小さく頷くと、リングをはめた手を優しく握ってくれた。

「とりあえず、先にケーキだな」

　透哉さんの言葉に目の前のプレートに目を落とすと、火の灯っていたロウソクが大分溶けてプレートの上に流れ固まっていた。




「部屋を取っている」

　ディナーを終えレストランを出ると、透哉さんは私の腰に手を回す。

　またしても予期せぬ展開に鼓動が高鳴り始めた。

　今になって今日は車なのにもかかわらずお酒をオーダーした理由を知る。

　エレベーターホールへ入るとタイミングよくエレベーターが到着していた。

　無人のそれに乗り込み、透哉さんは二階下の二十三階を指定する。

「京香」

　名前を呼ばれて顔を上げたと同時、影が落ち唇が触れ合った。

　なんの予告もない口づけを、目を開いたまま受け止める。

　すぐに唇を離した透哉さんは私の顔を覗き込みクスッと笑った。

「目を閉じて。開くのは唇」

　そんなことを言われてどきりとしたのもつかの間、また唇が塞がれる。

　触れるだけのキスにとどまらず、初めて結んだままの唇に生温かい舌が触れてきた。

　言われた通り目を瞑り、戸惑いながら唇をわずかに開く。

　口内に侵入してきた舌先に肩を震わせたところでエレベーターが到着の音を立てた。

「ちょっとお預けだ」

　耳元でそう囁いた透哉さんの低い声にすらぞくりとする。

　再び腰を抱かれて二十三階フロアに降り立つと、透哉さんは脇目も振らず取った部屋へと向かっていく。

　入り口のドアを開けて中に入ったと同時、その場で再び唇が重なった。

　さっきの続きと言わんばかりにすぐに舌が唇を割って入ってきて、どうしたらいいのかわからない私の舌を搦からめとる。

「んっ、っ……ふ、っ」

　理性が吹き飛んでしまったように透哉さんはキスを深めてくる。

　彼のスーツの胸元を掴み、慣れない行為に必死に応える。

　急に膝から力が抜けるように脱力して驚いたところ、すかさず力強い腕が抱き留めてくれた。

　そのまま軽々と横抱きで持ち上げられて「わっ」と声が漏れる。

　目の前にちょうど金色のバッジがあって、その中心に天てん秤びんがデザインされているのを初めて知った。

「透哉さん、あのっ」

　迷うことなくベッドルームに運び込まれて、慌てて声をかける。

　透哉さんはベッドに横たわった私を見下ろすようにして迫った。

　両手を取られ、指が絡められる。ベッドのシーツに縫い付けるようにされると、すでにバクバクと高鳴っている鼓動がさらに大きな音を立て始める。それは胸を突き破ってきそうな勢いだ。

「私、今日、仕事後でネイルの粉塵も浴びているし、暑かったから汗もかいているから」

　このまま触れ合うことになりそうな展開を予感して待ったをかける。

　でも、透哉さんは関係ないと言わんばかりに私の耳元に唇を近づけた。

「ずっと触れたいと思っていたのを我慢してきた俺に、よくもそんなことが言えるな」

「えっ、だって、汚くて申し訳ないですから」

　私の言葉を否定するように、透哉さんは耳朶に口づける。

「汚くなんてない。今すぐ京香が欲しい」

　そんな風に耳元で囁かれてしまえば、もうそれ以上拒否する言葉は見つからない。

　耳朶に触れた柔らかい唇が首筋をたどり、鎖骨に下りてくる。

　背中を支えられて上体を起こされると、後ろにあるワンピースのファスナーが下ろされていった。

「綺麗だ」

　腰までワンピースが落ち、素肌に温かな手が触れる。

　それだけで体の熱が上がっていき、どうしようもなくて誤魔化すように目の前の透哉さんに抱きついた。

「京香」

　ふたりの体が広いベッドへと沈んでいく。

　引き寄せ合うように唇を重ね、駆け引きのように触れては離れてを繰り返す。

　キスで息が上がった私を解放した透哉さんは、上体を起こしスーツのジャケットを手早く脱ぎ捨てた。

　邪魔そうにネクタイの結び目を掴んだ姿に胸がきゅんとする。

　早急にシャツを脱いだその逞しい体に、心臓は壊れそうなほど高鳴った。

「隠さない」

　胸元を両手でガードするようにしていた私の手を、透哉さんが剥がしていく。

　恥ずかしくて死にそうだったけれど、胸の膨らみに口づけられて甘い吐息を漏らしていた。

　シャワーを浴びたいと訴えたことも忘れてしまいそうなほど透哉さんは丁寧に隅々まで私を愛してくれる。

　胸を上下させて荒い息を繰り返すまで甘やかされた私を、透哉さんはふっと笑って額に口づけを落とす。

「まだこれからだというのに、大丈夫か」

　意地悪くそんな言い方をしながら、ゆっくりと体を繋げていく。

「あっ、っ……」

　もういつぶりかわからないくらい遠い記憶の男性との交わりは、私の中でいい経験として残っていない。

　しかし、自然と甘い声が漏れ出ていくほど、それは私の知る行為とは別物だった。

「大丈夫か？」

　ひとつになったまま耳元で囁かれて、それだけで体の奥深くがきゅんと震える。

　ゆっくりと律動が開始し、目の前の熱い体を両手で抱きしめた。

「京香……俺を見て」

　送り込まれる快楽の波に目を瞑ってしまっていた私に、透哉さんは甘い声で呼びかける。

　そっと目を開くと頬を両手で包み込まれ、キスで唇を塞がれた。

「今見えているものを、ちゃんと目に焼き付けて」

　行為によって少し乱れた綺麗な黒髪と、瞳の奥まで覗き込むような澄んだ目。汗ばんだ逞しい体が私を追い求めている姿は、狂おしいほどに胸をかき乱す。

　乱れる私を、透哉さんは飽きることなく何度も抱き直す。

「透哉さん、好き……好き――」

　想いを口にするといっときも離れがたく、その晩ふたりの体は常にどこかが触れ合っていた。










８．役目を終えた偽装婚約者




　九月。

　接客用のチェアの隅には、そろそろオーダーが増えてくる秋カラーのネイルサンプルが置かれた。

　人気のブラウン系のニュアンスネイルや、この時期からよく出るようになるべっ甲デザインのネイル。

　色はカーキやからし色も人気が出てくる。

「いただきます！」

　サロン閉店後、今日は久しぶりにディライトで夕飯を食べて帰ることにした。

　目の前には、ボリューミーなハンバーガーがどんと載ったプレート。

　ディライトの名物とも言えるこのハンバーガーは、ジューシーなビーフ百パーセントパティに、トマトやレタス、目玉焼きまで入り、ハラペーニョを使ったスパイシーなソースの入った大人向けの珍しいハンバーガー。

〝恵比寿バーガー〟なんて名称で呼ばれるほど人気で、テイクアウトの注文も多く入る人気メニューだ。

　店内でいただくと、ハンバーガーの横にはフライドポテトがたっぷり載ってくる。

　今晩は帰宅してもひとりなため、夕飯は外で済ませてしまおうと朝から決めていた。

　今日明日と、透哉さんは関かん西さいの方へ出張に行っている。

　地方でも、一日で済む内容の出張であれば遅くなっても日帰りで帰宅するようにしてくれているけれど、今回は今日明日と両日向こうで仕事があるため、泊まりでの出張となった。

　あまり食欲が湧かないな。頼んでおいて、なんか急に気分が優れない。こんなに食べられるかな……。

　ここ最近、突然気分が悪くなる時がある。それも決まって、何か食べようとしている時なのだ。

　この夏も猛暑が長引いたから、夏バテで食欲が落ちているだけかもしれないけれど、食べられる時は普段通りだからむらがある。

　ポテトをつついていると、傍らに置いたスマートフォンにメッセージの通知が入る。

【お疲れ様】から始まるメッセージは透哉さんからのもので、飛びつくようにしてアプリを開いた。

【お疲れ様。店に入って食べようかと思ったけど、賑やかで落ち着かないからテイクアウトにした。京香は今晩の夕食は？】

　メッセージと共に今日の夕飯だというテイクアウトのお好み焼きの写真が一緒に添付されていて、ついニヤニヤしながらメッセージを眺める。

　あっと思って自分の目の前のハンバーガープレートを一枚撮影し、【お疲れ様です。今晩は仕事場のお店で食べて帰ります。恵比寿バーガー！】と送り、続けて【本場のお好み焼き羨ましいです！】と送った。

　私の誕生日に透哉さんから驚くべき告白を受けてから、早一カ月。

　あの日を境に私たちの関係は確実に変わった。

　好きだと気持ちを伝えてくれてからの透哉さんは、人が変わったように甘くなった。

　眼差しは優しく、声のトーンすらも柔らかい。一緒にいてもいなくても常に気にかけてくれる姿は、少し過保護に感じるほどだ。

　好きだと気持ちを伝えてもらって、いったい私のどこを好きになってくれたのだろうとはじめは疑問も募った。

　だけど、私自身が彼と過ごして少しずつ好意を抱いていったのと、きっと同じなのだと思う。

「なんだよ、ニヤニヤしてスマホ眺めて」

「えっ！」

　カウンター席でひとり出してもらったハンバーガーを前にスマートフォンに目を落としていると、正面から丈さんが声をかけてくる。

　横からも視線を感じて顔を向けると、今日は開店から来店していた八木沼さんもお酒を片手に私を見ていた。

「そんな、ニヤニヤなんかしてるはず……」

　そう答えながらも、自分でも顔が緩んでいるのを感じる。

　慌てて両手で頬を覆い、誤魔化すように頬肉を上下させた。

「男だろ。もう隠すことないだろー？」

「隠してるというわけでは、ないですけど……」

　半ば認めるような言い方をした途端、丈さんは「ほぉー！」と盛り上がったような声をわざとあげる。

　急に恥ずかしくなって、やっぱり余計なことは言わなければよかったと後悔した。

「京香ちゃんの誕生日のあたりから、なんかおかしいなとは思ってたんだよな」

　得意げに言った丈さんは、「おじさんの勘をなめちゃいかんよ」なんてふっと笑う。

「京香ちゃんに彼氏かー」

「いや、彼氏というか……」

　そこまで言って、結婚を前提にお付き合いをしている、実はすでに一緒に住んでいるなんてことは今はまだ言わない方がいいとピンとくる。

　いろいろ聞かれたら恥ずかしいし、ついうっかり惚のろ気けてしまっても気まずい。

「好きな人ができたと言いますか、そういう感じです」

　これなら語ご弊へいはない。私が気になる人がいるという一方的な感じにしておけば、追及もそこまで激化してこないと思われる。

「なんだ、片思いなのか」

「はい、まぁ」

　曖昧な返事で誤魔化す。

　すると今度はそれまで聞き手だった八木沼さんが口を開いた。

「相手の人は、どんな人？」

「どんな、ですか……そうですね、余裕があって聡明な、大人な男性です」

　そんな言葉では透哉さんの魅力は表せないけれど、彼のことを考えただけでやっぱり顔がにやけてきてしまう。

「なんだなんだ、絶対いい男じゃねえかよー」

　八木沼さんに答えたはずの言葉に丈さんがまた反応してきて、「もうこの話はおしまいです」とハンバーガーを手に取った。




　翌日。

　今日はサロンの定休日ということもあり、朝から家のことを片付けた。

　普段は手の回らないところの掃除を入念にし、食材の買い出しに出かける。

　今日、出張先から帰ってくるという透哉さんを労おうと、朝のうちに夕飯になにを食べたいかメッセージを送っていた。

　お休みだから手の込んだ料理も作れますとメッセージを送ると、すぐに返ってきたメッセージには【京香の餃子が食べたい】とある。

　少し前、夕食の時に手作り餃子の話をした。

　私の作る餃子は、豚挽ひき肉にくを使った定番の物はもちろん。マッシュポテトにコーン、チーズをたっぷり入れた揚げ餃子もおすすめの一品。

　時間もたっぷりあるから、定番も変わり種も作ろうとメニューを決めた。

　買い出しから帰った昼前から、早速餃子づくりを開始。今日は本格的に皮から作ろうと、タネづくりと平行して粉類をこねる。

「……よし。結構包めたかな」

　予定通り、定番餃子と変わり種の揚げ餃子をそれぞれ手作りの皮で包み、少し余った皮にはチョコとバナナを巻いてスイーツ餃子を作った。これは私が個人的に好きなやつだ。

　あとは焼くだけ、揚げるだけとなり、エプロンを脱ぐ。

　時刻はもう少しで十三時を迎えるところだった。

　もし時間に余裕があれば、お店に取りに行きたいものがあるのだ。

　昨日の営業中、業者に注文しておいた新色のカラージェルが届いた。昨日持って帰ってくればよかったもののすっかり忘れ、帰宅後にそれに気がついた。

　お休み中にカラーサンプルを作れればいいなと思っていたから、時間もあるし今からお店まで取りに行くことにする。

　南青山のマンションから地下鉄と山手線で恵比寿まで約十五分。

　もうすっかり通い慣れた恵比寿の駅前を、サロンに向かって歩いていく。

　そんな時、思わぬ姿が私の目に飛び込んできた。

　透哉さん……と、潤子伯母さん……？

　駅前のビジネスホテルの前に差しかかった時、そのエントランス付近に透哉さんの姿を見つける。それと同時に一緒にいるのが潤子伯母さんで、さらにもうひとり奥に人影が見えた。

　実乃梨……？

　気付かれないように、慌てて近くにあった木の植え込みに身を隠す。

　なにか言葉を交わした透哉さんと潤子伯母さんは、実乃梨と三人でホテルのエントランスを中に進んでいった。

　見てしまった光景に、頭の中は混乱を極める。

　透哉さんと潤子伯母さん、それに実乃梨が会っているなんてどういうことなのだろう。

　それを考えてすぐにピンときたのは、あの始まりのお見合い。

　私が身代わりで行くことになったけれど、本来なら実乃梨があの席に行っていたのだ。

　結局、実乃梨がお見合いを拒否し、私が代わりにあの席に座った。

　そして透哉さんの方も、お義父様の顔を立てるためにお見合いの席に来たものの、縁談は進めないつもりだったと言っていた。

　それなのに、今になってあの三人が会っているのはいったいどういうことなのだろう。

　気になり始めたらもうスルーすることなんてできず、三人が入っていったホテルのエントランスを入っていく。

　絶対に見つかってはいけない緊張感の中、物陰に身を潜めながら行方を探す。

　三人が一階にあるカフェに入っていくのが見え、なんとか近くで様子が窺えないものかと後に続いた。

　幸い、客席が高い仕切りでしっかりと区切られていて、うまいこと三人がかけた裏側の席につくことができた。

　こんなに近くまで追いかけてしまって、万が一バレてしまったらなんと言い訳をすればいいのだろうか。

　追いかけてきて今さらそんな心配をしても仕方ないのに、不安だけは増大する。

　でも、あのまま見なかったことにして帰宅しても永遠に気になっていたに違いない。

　盗み聞きなんて本当はしてはいけないけれど、今回だけは許してくださいと心の中で神様に許しを請うた。

　裏の三人からは、時折穏やかな笑い声が聞こえてくる。

　やってきたウェイターに、透哉さんがドリンクのオーダーをしている声が聞こえてきた。

　聞き耳を立ててはいるけれど、すべての会話がはっきりとは聞き取れない。息を潜めて仕切りに身を寄せる。

「結婚を前提に――」

　透哉さんの声で〝結婚〟という声がはっきり聞こえ、ハッと息を呑んだ。

　結婚……もしかして、実乃梨との縁談が復活したなんてこと……。

　テーブルの上一点を見つめている私の席に、ウェイターが「ご注文お伺いいたします」とやってくる。

　ビクッとあからさまに肩を揺らして驚いてしまったものの、適当にメニューから「アイスコーヒーで」と小声で注文をした。

「業務提携の件についても――」

　ドリンクの注文後に再び聞こえた透哉さんの声に、私の鼓動はますます不安な高鳴りを増していく。

　続いて潤子伯母さんの声で「よかったです。ありがとうございます」なんて声が聞こえた。

〝結婚〟〝業務提携〟聞こえてきたフレーズに、悪い予感は的中の確率を上げていく。

　この状況にこの話の内容。やっぱり、透哉さんと実乃梨の縁談がこれから進んでいくということに違いない。

　そういえば実乃梨はしばらくは結婚したくないと言っていたけれど、海外に出て数カ月が経ち、やりたいことにも満足し、このタイミングで結婚する気になったのかもしれない。

　透哉さんも元々はお義父様の頼みで臨んだお見合いだったけれど、ここにきてこの縁談を進めなくてはいけない事情でもできたのかもしれない。

　だとすれば、ふたりは……。

「必ず、幸せにします」

　聞こえてきたのは誓いの言葉。潤子伯母さんに、実乃梨のことを幸せにすると約束した透哉さんの声に、頭を硬いなにかで殴られたような衝撃を受けた。

　でも、それならなぜ私と一緒にいるのだろう。

　たとえ好きだと思ってくれているとしても、これからお見合い話が進むとなれば私たちの関係はここで終わらせなければならない。

　ふと、脳裏に透哉さんの言葉が蘇る。

『悪に屈してはならない。誰にも、君のサロンを邪魔する権利はないんだ』

　もしかして私とは、サロンを助けてもらう約束が残っているから一緒にいるだけ？

　そう思うと妙に腑に落ち、納得がいく。

　でも、あの言葉は嬉しかったな……。

「よろしくお願いします」なんて言う実乃梨の声に現実に引き戻される。

　潤子伯母さんの和やかな笑い声を聞いていたら、途端に焦燥感に襲われる。

　今すぐここを出なければいけない。

　そう気付くと、勢いよく席から立ち上がる。

　それと同時に先ほどのウェイターがやってきて、注文したアイスコーヒーを「お待たせしました」と置いた。

「すみません、これで！」

　慌ててバッグから財布を取り出し千円札を抜き出す。それをテーブルの上に置き、ウェイターよりも先に席を離れていった。




　逃げるようにマンションに帰ってきて見た時計の時刻は十四時十五分。

　玄関のドアを入ってからも心臓がドッドッと規則的に音を立てている。

　透哉さんは今朝のメッセージで、出張から戻り次第、できるだけ早めに帰ってくると言っていた。

「どうしよう……」

　落ち着かない気持ちでサンダルを脱ぎ、パタパタとスリッパを鳴らしてリビングに向かう。

　なにか動いてないと平常心が保てない気がして、休む間も作らず夕飯の準備の続きを始めた。

　玉子スープに春雨の中華風サラダを追加で作っても、時刻はまだ十五時前。

　いよいよやることがなくなり、帰宅後やっとソファに腰を下ろした。

　透哉さんが帰宅する気配はまだない。

　もしかしたら、あのまままだ三人で話しているのだろうか。

　ダメだ。なにもしてないと余計なことを考える一方だな……。

　手持ち無沙汰でスマートフォンを手にする。

　ニュースアプリを開いてみたり、友人のＳＮＳの投稿を遡ってみたり、特に目的もなく情報を入手していく。

　特に考えもなくいつの間にか開いていたのは、よく見る口コミサイトだった。

　もう気にして積極的に見るのは控えようと思っていたのに、見始めるとそんなことも忘れてしまう。

　ここ最近の口コミ投稿を眺めていると、評価の★がひとつだけつけられた投稿が目に留まった。

【爪にカビが生えた！　衛生管理も不十分。皮膚科にお世話になるという散々なネイルサロン】

　見つけてしまったまたも心ない投稿に釘付けになる。

　ショックで鼓動が速まっていくのを感じながら、何度も何度もその内容を読み返した。

　これまで気になって何度かサイトを見たりもしたけれど、透哉さんに依頼することになったあたりから投稿は落ち着いていた。

　だけど、またこんな書き込みをされていたなんて。

　心なしか、ここ最近サロンの予約の入りが以前に比べると悪い気もする。

　オープン後三カ月頃からは、紹介や口コミで一日マックスで五人施術できる予約が常に埋まっている状態が続いていた。

　でも、ここ最近は空き時間もあることが多く、急なキャンセルも入ったりする。

　新規で予約をいただいたお客様の急なキャンセルは、この悪評を目にしたからではないだろうか。そうとしか思えない。

「京香、ただいま」

「っ、お、おかえりなさい」

　突然声をかけられて思いっきり肩を揺らしていた。

　振り返るとリビングの入り口には帰宅後の透哉さんが立っていた。

　いつの間に帰ってきたのかもわからないほど、ぼんやりしていた自分にハッとする。

　同時に、さっきホテルで交わされていた会話が一気に蘇った。

「出張、お疲れ様でした。ご飯にしますか？　あ、夕飯にはまだ早いですよね」

　普段通りの態度でいないといけないと思えば思うほど、不自然な様子を見せている気がする。

　スマートフォンを置きソファから立ち上がって、いそいそとキッチンに入ろうとする。

　そんな私の腕を、突然引き留めるように透哉さんが掴んだ。

「どうした。なにかあったか」

　鋭い透哉さんだ。私のほんの少しの様子に、普段とは違う変化を感じ取ったのかもしれない。

　なにかあったかと訊かれて口ごもる。

　今日はいろいろありすぎている。

　透哉さんが潤子伯母さんと実乃梨と会っていたこと。縁談が再始動していることも知ってしまった。

　気を紛らわそうと見たスマートフォンからは、新たな誹謗中傷を見つけ、最近の店舗経営に影響が出てきているのではないかと真剣に悩み始めた。

　どちらも今ここで口に出すことはできない。

「なんでも、ないです」

　じっと見つめてくる透哉さんの目から視線を逸らす。

　こう言ったところで、すんなり納得してくれるかはわからない。

　腕を掴んでいた透哉さんは、俯く私をそのまま腕の中に閉じ込めた。

「なんか、元気がない気がするんだけど」

　追及されて、鼓動が大きく音を立てていく。

「気のせいですよ」

　それでもやっぱり白状するわけにもいかず、「大丈夫です」とそっと腕の中から抜け出した。

「餃子、かなりいっぱい作ったんですよ」

　キッチンに入りながら話題を切り替える。

「リクエスト、ちゃんと聞いてくれたんだ」

「はい、もちろんです。何時くらいに食べますか？」

「昼食べてないんだ。だから、早めの夕食でもまったく問題ない」

「そうですか。では、揚げ餃子もあるので仕上げ始めますね」

　なんとか会話は不自然にならずキャッチボールができた。

　ホッとひと安心して餃子の仕上げに取りかかる。

　先に揚げ餃子を揚げ、それから焼き餃子を焼き、そろそろ出来上がるころに透哉さんがリビングに出てきた。

「もうそろそろできます」

「なにか手伝う」

「ありがとうございます。では、テーブルセッティングをしてもらえたら」

　私から頼まれた透哉さんは「了解」と進んで食卓の準備を整えてくれる。

「京香、来週また出張が入ったんだ。水、木と二日間になる」

　カトラリーをダイニングテーブルに置いた透哉さんが私を振り返る。

「そうなんですね。あ、私も来週の週末は関西の方であるネイルのイベントに行く予定を立てていて、一泊二日で出かけます」

　年に三回ほど、多くの美容関係企業が商品を出展する大規模なイベントが開催される。

　今回は大おお阪さかで行われる『ネイルワールド』というネイル専門のイベントで、私は買い付けと、有名アートディレクターのレクチャーを受けることを目的に訪れることを計画している。

　東京でのイベント開催なら日帰りで連日通うけれど、今回は関西ということで一泊二日で行動する。

「そうか。来週はお互い忙しそうだな」

　透哉さんのなにげないそんな言葉に、内心ホッとしてしまう自分がいる。

　今日のことを受けて、今はまだ動揺している自分が大きいけれど、少し気持ちが落ち着いてきたら今後のことを考えていかないといけないと気付く。

　パリッと美味しそうに焼けた餃子を目に、そんなことをひとり考えていた。










９．すべては運命の元に




「きょんちゃん、いらっしゃい！」

「久しぶり。ごめんね、急に連絡して」

「ううん、全然。私もそろそろ連絡しようと思ってたところだったから。入って入って」

　今日から十月。

　今日は急遽、古くからの友人である水みな瀬せ菜な々な恵えのマンションに訪れている。

　菜々恵は、地元である長野の実家がご近所で、小学校の頃から一緒に育った幼なじみという関係だ。

　東京に嫁ぎ、今は四歳になる双子の子たちと、産まれて四カ月になる女の子のママだ。

　昨日の晩、相談したいことがあるとメッセージを入れると、すぐに【明日会う？】と連絡をくれた。

　飛びつくように【お願い！】と返信をし、菜々恵の家にお邪魔する約束になった。

「あれ？　月つきと詩うたは？」

「今日はお昼過ぎまで幼稚園に行ってるよー」

「そうなんだ。静かだと思ったら。じゃあ、帰ったらこれ、子どもたちにも」

　お土産みやげのケーキを手渡し、改めてリビングを見渡す。いつも子どもたちがいる賑やかな家だから、ふたりがいないとこんなにも静かなのかと変な感じがした。

　リビングの傍らに置かれたベビーベッドには、ぐっすり眠りにつく三人目の子、花はなの小さな姿が見える。

「いつもありがとう。気使わなくていいって言ってるのに。今度からは手ぶらで来てね」

　菜々恵は「座ってて」と言ってキッチンに入っていく。

　お言葉に甘えてソファに腰かけさせてもらい、小さく「ふう」と息をついた。

「でも、急に相談ってどうしたの？」

　キッチンからなんの気なさそうに菜々恵が訊いてきてどきりとする。

「うん……」とつい沈んだ返事をしてしまった私に、菜々恵は小首を傾げた。

「なんかあった？」

　ティーセットを手に出てきた菜々恵をソファにかけたまま見上げ、意を決して口を開いた。

「私……妊娠してる」

　訪問早々私から出てきた衝撃発言に、菜々恵は数秒固まったように止まっていた。




　今までぴったり周期が乱れず毎月きていた生理が、今月初めて遅れた。

　すぐにおかしいと思って、ちょうどタイミングよくあった婦人科の検診の際に病院で相談をした。

　その時に調べてもらうと、あっさりその理由が判明した。

『妊娠されていますね』

　思ってもみなかった事実を突き付けられ、思わず『なにかの間違いでは』と、診てくれた先生に意見してしまった。

　でも、間違いなんかではなく、私は妊娠六週に入ったところだと詳細を聞かされた。

　妊娠していると言われたところで、まるで他人事のように現実味はなかった。

　透哉さんと肉体関係は何度か持ったけれど、避妊は完璧にしていたと記憶している。

　それなのに、彼の子を身ごもってしまっているなんて……。

　なんの前触れもなく私から妊娠したことを告げられた菜々恵は、なにがなんだかわかっていない様子で「え、え」と混乱していた。

　当たり前だ。

　前回会った時は、私に男性の影はなく、ただサロンをオープンすることに尽力していた時期だ。

　ちょうど菜々恵も花の出産前で忙しくしていた時期でもある。

　それがいきなり妊娠しただなんて告白されたら状況を把握できないのは当たり前だ。

「菜々恵は、あの時こんな気持ちだったんだなって、今日思った」

　ひと通り話し終わり沈黙が落ちた後、思い出すようにそんなことを言ってみると、菜々恵の方も思い出すように「ああ……」と微笑んだ。

「私が、月と詩がお腹にいるってわかった時、たまたまきょんちゃんが電話くれて、告白した時のことか」

　菜々恵が妊娠した時、私も同じように告白を受けた。

　まさか、自分も菜々恵と同じように妊娠に困って相談する未来が待っていたなんて。

「あの時は、今みたいな未来は見えなかったから、ただただどう生きていくかだけ考えてたな」

　今の私はその当時の菜々恵と同じだ。

　妊娠をただ喜ぶだけの感情なんて持ち合わせていない。

　これからどうしたらいいのか、考えるのはそれだけだ。

「彼には……やっぱり話せない？」

　私の気持ちと状況を察している菜々恵は、寄り添った言い方で訊いてくれる。

「従姉妹との縁談が進んでいくところで、私が妊娠してたなんて、もう修羅場でしかないよね」

　苦笑いを見せてみても、全然笑えるような話の内容ではない。

　頭の中でイメージした関係図を見てみれば、どろどろとした昼ドラの愛あい憎ぞう劇げきとまったく同じだ。

「一緒に住んでいるマンションも出ないといけないと思ってて。前に住んでたアパートはね、そのままにしてあるからとりあえずは大丈夫なんだけど」

「そこまでもう決めて進んでいるんだ。すごいな……私がきょんちゃんの立場だったら、そんな落ち着いて行動できてないよ」

「落ち着いてなんかないよ。見えないかもしれないけど、これでも結構いっぱいいっぱい」

　昔から、なにかあってもどっしり構えていて顔に現れないなんて言われるけれど、今はそんなことない。

　すぐにぼんやりしてしまうし、頭の中は常に悩んでいて苦しい。

　吹けばすぐに飛ばされるくらい弱り切っている。

「きょんちゃんは、これからどうしようと思っているの？」

　自問自答はかなりしてきたけれど、菜々恵にこうして改めて質問され、自分の気持ちを丁寧に整理していく。

「あの時の、菜々恵と同じかな。お腹の子は、ひとりで産み育てる。一旦、田舎に帰って、もしも両親に勘当されたら自分ひとりでなんとか生きていくしかない」

　そう言ってみたものの、実乃梨の結婚相手の子を身ごもっているなんて両親に言えるはずがない。

　そう考えると、田舎に帰るという選択肢はないのかもしれないと気がついた。

「でも、お腹の子の父親が従姉妹と結婚するんだもん。親も親族も、すべてから縁を断たれるのは覚悟しないといけないよね」

「きょんちゃん……」

「誰も知らないところで、ひとりで出産して、生きていくしか道はないかも」

　私より菜々恵の方が今にも不安で泣きだしそうな顔をしている。

　昔から人の気持ちに寄り添ってくれる優しい菜々恵らしい。

「まだ実感はないけど、いざ自分が妊娠してみると、やっぱりどんな状況でも堕ろすなんて選択肢ないんだなって知ったよ」

「うん。わかるよ、すごく」

「ちょっと、そんな暗い顔しないでよ。大丈夫。なんとだってなるから」

　笑い飛ばすように言ってみても、菜々恵は「ごめん」と言うだけで表情は心配そうに歪んだまま。

　並んでかけるソファで、横から手を取られた。

「今度は、私がきょんちゃんの力になる番だから。いつでも、なんでも相談して。どこにだって駆けつける」

「菜々恵……」

　真剣な眼差しを受けて、今になって涙腺がじわりと緩む。

　目に涙を浮かべた私を目撃した菜々恵は、黙って横から私を抱きしめた。




　日中は半袖でも過ごせるけれど、朝晩は羽織が必要になってきた。

　一年の中でもこのくらいの時期が過ごしやすくて一番好きだ。一年中こんな陽気ならいいのにと思う。

「いかがですか？」

　秋らしいべっ甲をメインにしたハンドネイル。べっ甲の指とボルドーをべた塗りした指には、ゴールドのスタッズでワンポイントを飾る。

「うん、イメージ通りです」

「ここのボルドーのところ、スタッズのそばにブリオン置きますか？　こんな感じで」

「ああ、いいわね！　お願いします」

　以前、潤子伯母さんの紹介でうちに通い始めてくださった理美さんは、潤子伯母さんの長年の友人。

　実乃梨が幼稚園の時に知り合ったママ友だという。

「最近、潤子ちゃんに会う？　来てる？　お店」

「あ……最近は、しばらくご来店ないです」

　早ければ三週間、一カ月間隔で今まで来店してくれている潤子伯母さんが、ここ二カ月ほど予約の連絡を入れてこない。

　透哉さんと実乃梨と三人で会っているのを目撃してしまってから、なんとなく後ろめたい感じがしてこちらから連絡できないでいる。

　透哉さんの子を身ごもっているのだ。

　潤子伯母さんにとって私は縁を切るに値する存在になってしまったのだから。

「やっぱり忙しいのね、最近」

「……？」

「実乃梨ちゃんの結婚準備で忙しいみたいよ」

　ドクっと心臓が大きく音を立てる。

　平然と「そうなんですか？」と言いつつも、目眩を起こして倒れそうだ。

　そこからどんな会話を交わし、理美さんを見送ったのかよく覚えていない。

　多分、相槌をうまいこと打って話してはいたのだろうけど。

　ここのところ、透哉さんは日々忙しそうにしている。

　仕事では日帰り出張や、地方なら数日向こうに滞在することもあり、あまりマンションで顔を合わせることも多くない。

　でも、忙しいのは仕事だけではなく、実乃梨との結婚準備もあるからに違いない。

　もしかしたら、すでに実乃梨との新居があり、そっちで生活を始めているとか……。

　透哉さんと実乃梨の現状を考えると一層焦燥感に襲われ、仕事が終わって帰宅後、気付けばすぐに荷物をまとめ始めていた。

　住まいをどうしようかなんて、もたもたしている場合ではない。悩むよりも先に、今すぐにでも出なくてはいけない。

　そんな気持ちが一気に押し寄せて、駆り立てられるように家を出る支度を進める。

　幸い、絶対に持って出なくてはならない荷物は手に持っていける量で収まりそうでホッとした。

　自室を中心に荷物をまとめ、共用部分も見て回る。

　ふらっとキッチンに入った時、ふたつ並べて置いてあるマグカップに目が留まった。

　ふたつを手に取り、くっつけてダックスフンドの絵柄を眺める。

　これを一緒に買いに行った時、何度かこれに飲み物を入れて飲んだこと、わずかな間だったけれど、透哉さんと過ごした楽しかった思い出が蘇る。

　喉の奥が詰まって涙が浮かびそうになり、大きく息を吸い込んだ。

　こんな未来が待っているのなら、こんなお揃いのものなんて買わなければよかったのに。

　今になってそんなことを思っても、思い出は簡単に消えたりはしない。

「ありがとう」

　話しかけるようにマグカップに言い、そっと元の場所に戻した。

　出て行く準備も整い、最後にダイニングテーブルへと向かう。

　手には、もらってから仕舞っておいたリングケース。最後にそっと上部を開けてみる。

　中には、透哉さんが贈ってくれたエタニティリングがもらった時と変わらぬ輝きを放って納まっていた。

　もう私にはこれを身につける資格はない。

　もしかしたら、初めからそんな資格なんてなかったのかもしれない。

　そんなことをふと思うと、胸がぎゅっと握り潰されるように痛んだ。

　ここで透哉さんと過ごした日々が次々と頭の中に蘇る。

　それから逃げるようにリングケースをダイニングテーブルに置き、一緒に【お世話になりました】と書いたメモを添える。

　そのまま振り返らず荷物を抱えて玄関を出ていった。

　マンションを出てからすぐ、勢いで出てきてしまったことに足が止まる。少し目眩のようなものを感じ、通りかかった小さな公園に入った。荷物を下ろしてベンチに腰かける。

　とりあえず、早いところアパートに帰ろうとベンチを立ち上がった時、やはりまた突如ぐらっと目眩に襲われた。

　恐怖を感じ、縋すがりつくようにベンチにかけ直す。

　落ち着くまでもう少し休んでいようと思っていると、今度は急な嘔おう吐と反射に口を押えた。

　やだ、これって妊娠による体調不良ってやつ……？

　こうしているうちにも、お腹の中の子は着実に育っている。

　体調の変化に適応しながら、仕事を続けていかなくてはならないこと。お腹の中の子を、ひとりで無事に産み育てること。

　これまでなんとかなると気合いを入れて自分を励ましてきたけれど、今になって不安なことばかりで押し潰されてしまいそうになる。

　でも、弱音を吐いている暇なんかない。私は強くならなくてはいけなくて――。

「京香っ――」

　静かな公園に響いた声にハッと顔を上げる。

　振り向くともう一度確認するように「京香」と名前を呼ばれ、透哉さんがこちらに駆けてくる姿が目に飛び込んできた。

　あっという間にすぐ目の前まで来た透哉さんは、スーツ姿なのも気にせず地面に膝をつきベンチに座る私と視線を合わせる。

　肩を掴まれて息が止まりかけた。

「捜した。よかった、見つかって」

「どうして、捜すだなんて……」

　置手紙にはお礼のみで、部屋を出ていく理由は残さなかった。

　だけど、そんなこと私がわざわざ口に出すことでもない。透哉さんが私が出ていく理由を一番知っているはずだし、都合がいいとも思ったはずだ。

　それなのに、透哉さんは訳がわからなそうに表情を歪める。眉間にわずかに皺しわが寄った。

「どうしてって、なにを言ってるんだ。当たり前だろう、突然あんな書き置きを残して。訳がわからない。なにかあったのか？」

　なにかあったかって……そんなこと、なぜ私に訊くの？

　透哉さんは、実乃梨と縁談を進めていることを私が知らないと思っているのだろう。だから、こんな言い方をしているに違いない。

　もう、私はすべて知っているというのに。このまま私には言わずに、あのマンションからも出ていって、自然消滅でもすることを望んでいたのだろうか。

　それだったら、私にだって考えがある。

「こっちで……東京でやっていく自信がなくなったんです」

「え？」

「お店も……最近うまくいかなくなってきているし、やっぱり都会は性に合ってないんだって、そう思い始めたから」

　そう言うと透哉さんは小さく息をつき、ゆっくりと立ち上がる。

　彼の姿を見上げることはできず、私は自分の足下一点を見つめていた。

「その件については、俺が解決すると約束したはずだ。開示請求についても順調に進んでいる」

「その件ですが、もう、いいんです。これ以上、お手数おかけするのは申し訳ないですから」

　ふたりの声が止み、再び公園はしんと静まり返る。

　近くの道路を車が走っていく音だけがしていた。

「とにかく戻ろう」

　ここで話していても埒らちが明かないと思ったのか、透哉さんはベンチに置いていた私の荷物を持ち、私の腕を引き上げる。

　その瞬間に再び胃の方から持ち上がるような吐き気を催し、慌てて口に手を当てた。

　私の異変に気付いた透哉さんは「どうした」と心配そうな声で訊く。

　体調不良だなんてバレたら妊娠のことも知られてしまいそうで、即答で「なんでもないです」と言っていた。

「とにかく、落ち着いて話したい」

　透哉さんはそれだけを言い、私の手を引いてふたりのマンションへと戻ろうとする。

　我慢ならなくなって、勢いのまま「話すことなんてないです！」と言っていた。

「ちょうど、よかったと思いますよ？　私が、出ていって……。だって、もうすぐ私たちの関係も終わるんですから」

　毅然とした態度で言おうとしても、喉の奥が詰まって言葉がスラスラ出てこない。それどころか声が震えている。

「いったいなにを言ってるんだ？　関係が終わる？　訳がわからない」

「訳がわからないって、私、全部知ってるんですよ。透哉さんが、実乃梨との縁談を進めることになったこと」

　ここまで言えば、透哉さんはハッとした顔を見せるに違いない。

　しかし、彼の表情は一切変わらない。目も逸らさず、じっと私の目の奥を見つめる。

　なにか後ろめたいことがあるならば、こんな風に目を合わせられないはずなのに。

「なにか大きな勘違いをしているようだが」

「勘違い……？」

「以前の縁談が進む？　そんなこと有り得ない」

「だって、私見たんです！　透哉さんが、伯母と従姉妹に会っているところを、この目で見たんです」

　訴えるような私の声はボリュームを増し、周辺の迷惑になりかねない。

「とにかく、戻るぞ」

　透哉さんは私とは対照的に落ち着いた声でそう告げ、今度こそ私の腕を引いていく。

　もうこれ以上の話は聞かない。とにかくついてこい。そんな気持ちが掴まれた腕から伝わってきて、もう行かないなんて言えなかった。

　勘違いとは、どういうことなんだろう。

　縁談が進むなど有り得ないなんて、それならあの時のことはどう説明するのだろう。

　腕を引かれたまま無言でマンションの部屋までたどり着き、リビングに入ってやっと透哉さんの手が離れていく。

「今日は仕事が予定よりも早く片付いたらから帰宅してみれば、これが置いてあって慌てて飛び出した」

　ダイニングテーブルには、私が置いて出ていったリングケースと置手紙がそのまま残されていた。

「確かに先日、大神田さん親子にお会いした。俺から会っていただきたいと申し出た。でもそれは、縁談を進めたいと、そんな申し出をするためではない」

　淡々と語り始めた透哉さんの声に黙って聞き入る。

　私の胸は不安なままずっと高鳴り続けている。

「京香との結婚にあたり、本来の見合い相手であった大神田さん親子にはきちんと説明しておいた方がいいと思ったんだ」

　え……？

「すると、お相手もそのつもりでいたことがわかった。想い人がいると」

「え、でも……実乃梨は、今結婚の準備で忙しいと聞いています」

「その相手は俺じゃない。その想い人だろう」

　嘘……。じゃあ、全部私の早とちりだったというの……？

「そんなに信じられなければ、大神田さんに訊けばいい。それで納得できるだろう。俺が君と一緒になろうと思っていることも、おふたりに話してきたんだ」

　そこまで言い切られて、突然の脱力感に襲われる。

　崩れ落ちそうになる私に気付いた透哉さんは、力強く腕を持って引き上げてくれる。

　そのままソファに連れていかれ、腰をかけるように促された。

「私……縁談がまとまったとばかり思っていて。だから、最近はあまりここにも帰ってこないのかなって」

「それは仕事が多忙だっただけだ。なんの関係もない」

「そう思おうとしても、本当はもう新しく帰る場所があるんじゃないかとか……私と終わる頃合いを窺っているのかもとか……そんなことばっかり考えて――」

　もうそれ以上話さなくていい。

　そんな意味を込めるように、透哉さんの腕に抱き寄せられる。

　我慢していた涙がぶわっと視界を覆いつくして、堰せきを切ったように目尻から流れ出した。

「京香がそんな誤解で思い悩んだのは、俺が不安にさせてしまったからだ」

　すぐそばでそう言った透哉さんの声が、優しく「悪かった」と謝罪する。

　腕の中で力強く横に首を振った。

「そんなこと、ないです。私だって、確かめもせず、勝手に思い込んで」

　三人が会っていた現場を目撃したあの日。

　気になるのなら、あの日のうちに透哉さん本人に訊くべきだったのだ。

　そうしていれば、こんなことにならずに済んでいた。心が壊れそうなほど悩まなくて済んだのだ。

「言ったはずだ、ずっと好きだったと。それは、今もこれからも変わらない」

　不安に押し潰されそうだった心が、透哉さんの声で、言葉で、生き返っていく。

「もう、悠長に婚約者なんて言っているのはやめる。明日にでも籍を入れに行こう」

「えっ、明日、ですか？」

「ああ。京香を一日でも早く妻にしたい。もう、余計な心配をさせたくない」

　腕を解き、透哉さんの唇が私の唇を奪う。

　体がソファの背もたれに倒れていき、透哉さんは舌を忍ばせ口づけを深めた。

「っ、んっ……ふ――」

　久しぶりの感覚に体の芯がきゅんと震える。

　無意識のうちに彼の腕に添えている指先に力が入り、スーツの生地をきゅっと摘まんでいた。

「京香……抱きたい」

　口づけを終え、耳元で吐息混じりの低い声が囁くように強ね請だる。

　耳朶に口づけ、悪戯な唇が首筋を這う感覚にビクッと肩を揺らしたと同時、ハッと自分の状況に気がついた。

「あのっ、待ってください」

　目の前の胸に手を置き、透哉さんを静止する。

　体を離した彼の目の奥には熱が灯っていて、急かすように「どうした」という声に思わずどきりとしてしまった。

　今の私の体を、透哉さんは知らない。

　このまま知らせずに離れるつもりだったけれど、でも……。

「私……」

　近距離でじっと目の奥を見つめてくる透哉さんに、しっかりと視線を合わせる。

　どんな返事が返ってくるかはわからない。期待と不安を胸に、意を決して口を開いた。

「お腹に、赤ちゃんがいるんです」

　時間が止まったかのように、透哉さんの表情が静止する。

　その数秒がやたら長時間に思えた時、目を大きく開いた驚きの表情で透哉さんは「本当なのか？」と私の肩に両手を置いた。

「はい……今、妊娠二カ月になるところで」

　そう告白した私を、透哉さんは両手を広げて再び抱きしめる。

「こんなに喜ばしいことはない。京香、ありがとう」

　興奮が治まらない透哉さんは、私をきつく抱きしめ、ハッとなにかに気付いたように腕を解く。

「悪い、力強く抱きしめたらお腹の子に障るな」

　受け入れてもらえたことにホッと安堵したと同時、急に過保護になってしまった透哉さんの様子にクスクスとつい笑いが込み上げる。

　それと同時に目にはいっぱい涙が浮かんできてポロポロと涙が溢れ出していた。

　ひとりで生きていこうと気を張りながらも、常に不安は付きまとっていたのだと気付く。

　不安から逃れるように、優しく抱きしめてくれる透哉さんにぎゅっとしがみついていた。




「あの……透哉さん？」

　その晩、久しぶりに同時にベッドに入り、寄り添って横になる。

　思い出したように声をかけた私を、透哉さんは「どうした」と訊きながら抱き寄せた。

「さっき、ずっと好きだったって。ずっとって、いつからだったんですか？」

　透哉さんからそんな空気は一切感じ取れず、いつからそんな風に思ってくれたのか疑問で仕方ない。

　私に質問された透哉さんは、なぜだかふっと笑みをこぼした。

「正確には、ずっと前から、だな」

「え？　ずっと前……？」

　ますます話が見えなくなり、答えを求めて透哉さんをじっと見上げる。

「京香はまったく覚えてないみたいだけど、京香がこっちに出てくる前に一度会ってるんだよ、俺たち」

「え？　嘘」

「嘘じゃない」

「え、でも、透哉さんみたいな人に会っていたら、私きっと覚えていると思います」

　東京に出てくる前、地元でなら尚さら忘れるわけないと思う。透哉さんのような人を地元で見たためしがない。

「覚えてないか？　ショッピングモールで、絆創膏をもらった」

　そう言われて、記憶の引き出しを漁り始める。

「あっ……もしかして、あの時の」

　出来事は思い出したものの、顔がはっきりと浮かんでこない。

　それがなぜなのか、一瞬にしてあの日のことを思い出した。

「私あの時、仕事中に粉塵が目に入って、それで一時的にコンタクトを外してたんです。私、かなり目が悪くて。外すと人の顔は全部ぼやけちゃって」

従業員通用口を出たところで目の前に人が立っていて、あまり見えていない目がその腕に引きつけられた。

　明らかに血が流れているように見えて、考える間もなく声をかけたのを記憶している。

　まさかあの時の人が、透哉さんだったなんて……そんな運命みたいなこと。

「だから、東京で再会した時、正直かなり驚いた。それも二度も偶然が重なって。もう、運命という言葉を信じざるを得なかった」

「運命……」

　ぽつりと呟いた私をクスッと笑い、透哉さんは長い指で私の前髪に触れる。愛おしそうに額に口づけた。

「俺の予感に間違いはなかった。京香は俺の、運命の相手だった」

　改めて告白をされたようで、顔に熱が集まってくる。あからさまに赤面した私を、透哉さんは両手でそっと抱き寄せた。

　もうこんな風に同じ空間にいることも、同じベッドに横になることも、こうして彼の体温を感じることもないと思っていた。

　今度こそ本当にこの場所にいてもいいことを身をもって実感しながら、自分からも透哉さんにぴったりと身を寄せた。










10．解決と再スタートと




　灰色の空からはちらちらと粉雪が舞っている。

　季節は本格的に冬を迎え、そして新しい年を迎えた。

　妊娠を知らせた翌日、宣言通り透哉さんと私は籍を入れた。

　私は妊娠五カ月、安定期へと入ったところだ。

「ありがとうございます」

　運転手にお礼を言い、タクシーを降りる。

　到着したのは、透哉さんの勤める香椎綜合法律事務所だ。

　訪れるのは久しぶりのこと。受付のある六階にエレベーターで向かう。

　以前来た時と同じく、奥に見える広い事務所内は忙しそうな雰囲気で、少し緊張しながら受付へと向かっていった。そんな時……。

「京香」

　聞き慣れた声に名前を呼ばれて振り向くと、私が来た方向から透哉さんが追いかけるように近づいてきたのが目に入った。

　今朝、仕事に行くのを見送っているのに、姿を目にしてどきりと鼓動が弾む。

「透哉さん」

「下まで行ったら入れ違ったようだ」

　私の到着を見計らって、わざわざビルの下まで来てくれていたらしい。

　そうとも知らず、事務所まで勝手に上がってきていた。

「ごめんなさい。わざわざありがとうございます」

「いや、構わない。こっちだ」

　受付をパスして、透哉さん直々に事務所の奥へと私を案内していく。

　すれ違う事務職員やパラリーガルと思わしき人々が丁寧に透哉さんに頭を下げていくのを目にし、その態度や眼差しから彼を尊敬して止まないことがひしひしと伝わってくる。

　普段、こうして事務所での彼の姿を目にすることはないけれど、改めてすごい人なんだと目の前のスーツの広い背中を見上げながら思っていた。

「今日は付き添えなくて申し訳ない。健診はどうだった？」

「いえ！　大丈夫です」

　透哉さんは自身の忙しい仕事の合間を縫って、私の妊婦健診に極力同行するようにしてくれている。

　ひとりで大丈夫だと遠慮しても、ついていくと言ってくれるのだ。

　透哉さんが同行したいのは、お腹の子の成長を見られる超音波エコーを写真ではなく生の画像で見たいからだという。

　動いているところを見て成長を感じられるのは、やっぱり物凄く嬉しいし実感が湧く。

　そして一番は、妊娠中の私の体を気遣ってくれてのこと。万が一外出先でなにかあったらと、透哉さんは常に私の心配をしてくれている。

　そんなに心配しなくても大丈夫なのにと思うけど、透哉さんの過保護は止まらない。

　例えば、ちょっとした階段や段差があればすかさず手を差し出して支えてくれたりする。

「健診は特に問題なく順調でした。今日は、指しゃぶりしてる姿が見られたんですよ」

「え？　指しゃぶり？　そんなことがわかるのか」

「はい。私も初めて見ました。あとで、エコー写真見せますね」

　そんな会話を交わしながら、近づいたドアの前で透哉さんが足を止める。

　透哉さんが私を連れていった部屋のドア前には【弁護士　香椎透哉】と名前が入っていた。

「自宅でもよかったんだが、いち早く京香に報告できたらと思って来てもらった」

　妊婦健診が始まる前に透哉さんからメッセージが入ってきた。

　健診を終えたら、事務所の方に顔を出せるか？と。

　誹謗中傷コメントの投稿者が判明したという文字を目にして、心臓が緊張の音を立てて高鳴った。

　ドアを開けると、黒い応接セットと壁際に設置された高く幅もある大きな本棚に視線が奪われた。難しい本が大量に収納されている。

　透哉さんは私に「座って」と応接ソファへと着席を促した。

「これまでの経緯をまとめた報告書を作った。まずはこれを見てもらって」

　透哉さんがデスクから書類を手に私のかけた向かい側のソファに腰を落ち着ける。

　手渡された資料には、今回、私が法律事務所に相談に来た依頼内容が記述され、発信者情報開示請求を行うにあたって、書き込みされた内容から発信者情報の開示を受けるべき正当な理由があることがわかりやすく説明されていた。

「このあたりの書き込みは、やはり名誉毀損に当たるものだったんですね」

「ああ、著しくな。実際、サロンの評判がこれで落とされているわけだから、発信者情報の開示を受けるべき正当な理由があると認められた」

　これまで精神的に追い詰められてきたことが正式に罪として認められたという事実にホッと安堵する。

　透哉さんが力になってくれなければ、私はただ泣き寝入りしていたに違いない。

　そして、いずれサロンも閉めるまでに追い込まれたかもしれないのだ。

「この口コミサイトへ任意開示を求めたところ、応じてはもらえなかった。これは想定の範囲内。任意開示に応じてもらえることは少ない」

「そうなんですね。じゃあ、だいたい裁判に？」

「そうだな。任意開示は稀と言えるかもしれない。そういうわけで、今回は裁判手続きを行っていった。のちに、プロバイダが判明して――」

　透哉さんが資料に沿って説明してくれるのを目で追っていく。

　今回の数々の書き込みに関して開示請求訴訟を起こした結果、裁判所が発信者の投稿した内容が名誉毀損に該当すると判断され、プロバイダに対して発信者情報を開示するよう求める判決が出されたことが記述されていた。

「……で、開示情報から発信者を特定できた。プロバイダから開示された情報がこれになる。

　透哉さんがまた別の紙を私へと差し出す。

　そこに、これまで私を苦しめてきた相手のことが載っているのかと思うと、受け取る手を出すのが一瞬ためらわれた。

「えっ……嘘」

　目にした名前に、目を見開く。

　開示された情報を見ても、名前も知らない人かもしれないと少し思っていた。

　だけど、そこに記述されていたのはよく知る名前――八木沼さんの名だったのだ。

「やはり知り合いか」

「はい……お客様です」

「客？　もしかして、以前、爪を磨いているとか言っていた……？」

　前に透哉さんにもちらっと話したことがあった。

　誕生日に花束をもらった時のことだ。

　そう考えると、表向きは客として何食わぬ顔で私と接し、誕生日を祝ったりしてくれていた。

　でも、裏では私のサロンを追い込むような書き込みをしていたのだ。

　私が悩んでいたことだって間近に見て知っていたはずなのに、陰では嘲あざ笑わらっていたのかと思うと身も毛もよだつ。

「そうか。だとすれば、おそらく京香に対する好意の裏返し、といった動機だろう。裏では追い詰めて、表向きには親切にして近づく。どうしようもないやり口だ」

「書き込みについて悩んでいたことも知っていました。ひどい……」

　ゾッとしたのもつかの間、その感情よりも許せない気持ちが増大していく。

「プロバイダから、損害賠償請求を前提とした契約者の情報開示請求が来たと連絡を受けて、相手も驚いたのだろう。向こうの弁護士から、示じ談だん交渉したいと連絡が入った」

「示談？」

「ああ。応じるのであれば、慰謝料の請求を連絡したい。今回の場合、示談金の相場は五十万から百万程度だと思われる。実際に、サロンの予約が減るなどしたことを踏まえて、本来なら売り上げとなった金額を加味して慰謝料請求したらいい」

「そうですか。金額を決めるのはなんか難しいので、透哉さんにお任せしてもいいですか？　私は、お客様を混乱させないために不当な誹謗中傷がなくなればそれでいいので」

「わかった。じゃあ、俺の方で先方の弁護士と話をつけておく。話が進み次第、都度報告するから」

　話が一区切りし安堵したものの、これからあの場所でサロンを続けていくことに急に悩み始める。

　示談交渉で話が解決したとしても、八木沼さんが常連のあの店でサロンを続けていけるのか。

　それを考えてみると、やっぱり難しい。

　じきにお腹の子を出産すれば、しばらくは仕事を休業することにはなる。

　でも、いずれまた自分のサロンでネイリストを続けたいと思っている。

　また新しい場所を探すしかないかな……。

「京香、この後帰宅する前に、もう少し時間もらえるか？」

「あ、はい」

「体調は大丈夫そう？」

　いつも私の体調を細やかに気にしてくれる透哉さん。

　優しい気持ちが嬉しくて、「大丈夫です」と答えながら自然と笑顔になっていた。

「じゃあ行くか」

「はい」

　出る支度をし、入り口へ向かっていく透哉さんの後に続く。

　ドアノブに手をかけた透哉さんが振り向き、不意に目が合う。

　どうしたのだろうかと見上げたままでいる私に、透哉さんは背を屈めて顔を近づけた。

　唇にそっと触れるだけのキスを落とし、透哉さんは微笑む。

　突然のことに動揺して視線が泳いだ私に、透哉さんは「かわいい反応」なんてからかうような口調で言った。

　ふたりきりだからといって、まさか事務所内でこんな風にキスされるとは思ってもみなかった。

　少し前まで真面目な弁護士の顔を見せていたのに、こんなふうに悪戯なキスを仕掛けてくるなんてずるい。おかげでドキドキが止まらなくなってしまった。

　事務所を出て、徒歩一、二分。妊婦の私でもまったく気にならない近さのマンションのエントランスで、透哉さんは足を止める。

　私たちの住まいとは異なる、ワンルームマンションといった感じのエントランスだ。

「ここ、ですか？」

「ああ。二階だけど、エレベーターで上がろう」

　マンションになんの用だろうと不思議に思いながらエレベーターで二階に上がり、先導する透哉さんに続く。

　多くの部屋が並ぶその中の一室の前で足を止め、鍵を取り出しドアを解錠した。

「どうぞ」

「はい。お邪魔します」

　不思議に思いながら玄関で靴を脱ぎ、中に上がる。

　新しいマンションのため、部屋の中も新しく綺麗な印象がある。窓が大きくて光がよく入る明るい部屋だ。壁や床のカラーは白系で開放感がある。

　ワンルームタイプなので、玄関から奥に八畳ほどの部屋が広がっている。

　中は家具や荷物は一切なく、がらんとしていた。

　透哉さんが鍵を持って管理しているとは、ここはいったい……？

「あの、ここは……？」

「京香のために用意した物件だ」

「え？」

「プライベートサロン。間借りは卒業して、ここで心機一転始めてみないか？」

　驚く提案をされ、一瞬思考が固まってしまう。

　透哉さんの微笑をじっと見つめたまま「プライベート、サロン……」と呟いていた。

「私のために、まさかここを……？」

「もちろん。開示請求を進めながら、京香の妊娠も知って、京香も俺も安心して京香がサロンを続けられる環境を整えようと思っていたんだ。ここなら、俺の事務所からすぐ駆けつけられる。出産が間近になってくれば、いつ病院に行くことになるかもわからないだろう？」

　透哉さんがそんなことを考えて、そして動いてくれているなんて知りもしなかった。

　一緒に暮らしていてもまったくそんな素振りも話題もなかったから、まさにサプライズといった状況。驚いてしまって言葉が選びきれない。

「実は、今のサロンのことで悩んでいて……これからどうしようかと思っていたんです。だから、今すごく驚いてて」

「そうか。それならよかった。早速移転して、ここで始めるといい」

「はい。透哉さん、ありがとうございます」

　そんなお礼の言葉だけではまったく足りない。

　今まで以上に頑張ることが、環境を整えてくれた透哉さんへの一番の感謝の気持ちを伝える手段になる。

　上京する前に憧れた、自分だけのプライベートサロン。

　部屋の中を見回して、早速どこにどんな配置でデスクとチェアを置こうかと考える。

　この場所なら、子連れのお客様も積極的にお迎えできるかもしれない。

　部屋の一角に、子どもが遊んで待っていられるスペースを作ったら、サロンの売りにもきっとなる。

「でも、お仕事が忙しいのにいつの間にここを？」

　遅く帰宅する日も多いのに、その仕事の合間を縫って物件を探してくれていたのだろうか？

「ああ。知り合いの不動産屋に声をかけていたんだ。立地と、プライベートサロンに相応しい場所はないかと。何軒か見せてもらって、ここが一番条件がよかったから契約した」

　私の知らぬ間に私の仕事のことまで考えて動いてくれていたことに、嬉しい気持ちで胸がキュッとなった。

「ただ、ひとつ約束してほしいことがあるんだ」

　そう言った透哉さんが私へと寄り添い、腕を回す。正面から囲うように抱き寄せられた。

「男の客は、断ってほしい」

　落ち着いた声でそう言った透哉さんは、じっと私の目を見つめる。

「これまでと違って夜まで密室だし、安全面でも心配だから」

　そう言った透哉さんは、私の頬をさらりと撫でる。

「なにより俺が嫌なんだ。他の男と少しでもいてほしくない」

　今回、八木沼さんの件で物凄く心配をさせてしまった。

　私も、これ以上同じようなことが起こらないように、ここでニューオープンする際にはサロンのシステムを見直したい。

「はい。私もそうしたいと思いました。ここでオープンする際は、女性専用のネイルサロンにしたいと思います」

　私の返事に、透哉さんは「ありがとう」と腕の力を強める。

　私からも腕を回し、両手でぎゅっと抱きしめ返した。




　次の透哉さんの休日。

　早速、ネイルサロンの引越しに取りかかった。

　ディライトから運び出すものは、接客用のデスクとチェア。あとはネイルの機材などで大きくはない。

　引越し業者を呼ぶほど大袈裟なものではなく、透哉さんが軽トラックを借りてきて運び出してくれた。

　上京してきてお世話になってきた丈さんには、これまでのお礼を伝え、そして八木沼さんの話にもなった。

　丈さんは、私と八木沼さんを繋げたのは自分だと、今回の件に責任を感じていた。

　出会った場所はここだったけれど、それは丈さんが責任を感じることではないと伝え、お店にはまた食事に訪れると話して頭を下げた。

　透哉さんは私に報告書を見せてくれた後すぐ、先方の弁護士と示談交渉をしてくれた。その後、八木沼さん本人からの謝罪文も届き、今回の一件は無事解決した。

「こんな感じでいいか」

「はい。いい感じです。ありがとうございます」

　新しいプライベートサロンに運び入れた荷物を、透哉さんが私の希望通りに配置してくれる。

　今すぐにでも施術を始められるまでに完成して、部屋中のいろいろな角度に立って新しい自分のサロンを眺めた。

「あとは、必要なものはおいおい足していけばいいだろう」

「そうですね。あとは、移転のお知らせをお客様にして……やることはまだたくさんありますけど、ここに落ち着きました」

　透哉さんが運び入れた機材や材料を興味深そうに眺めながら、お客様用のチェアに腰を下ろす。

　普段、見ることのないものが物珍しいのかもしれない。

「透哉さん、手をここに出してみてください」

　思い立って私も自分の席に腰を下ろす。

　私に手を出してと言われた透哉さんは、訳がわからなそうに「こうか？」と、手の平を差し出した。

「はい。あの、爪、磨いてもいいですか？」

「え、俺の？」

「はい」

　私の申し出に、透哉さんはふっと笑う。

「いいけど、なんか変な気分だな」

「初めてだとそうですよね」

　普段通り、出してもらった手の平を消毒して手の甲を上にしてもらう。

　女性の手とは違う、骨張った長い指に血管の浮き出る手の甲。この手に触れられるたびにドキドキしている。

「失礼します」と断ってケアを始めると、透哉さんはやっぱり興味深そうに私の手元をじっと見つめ始めた。

「なんか、ちょっと優越感かもしれない」

「優越感、ですか？」

「移転後、初めてここでやってもらったのが俺だってこと」

　透哉さんがそんなことを口にして、思わずふふっと笑ってしまう。

「そうですね。なんか、すごく嬉しい」

「嬉しい？」

「はい。だって、ネイルサロン初めてですよね？　私が透哉さんの初体験を提供してるなんてすごい」

　そんなことを言って笑い合う。

　透哉さんが用意してくれたこの新しいサロンでまた頑張っていこうと、愛しい人の手を取りながら新たなスタートに心が弾んでいた。

「――できました。どうですか？　初の爪磨き体験は」

「すごいな。艶が出てる」

　透哉さんは磨き上がった自分の爪を眺めて感心したように言う。

「あまり磨きすぎるとキラキラになっちゃうので、厭いや味みのない程度にしておきました」

「そうか、ありがとう。でも、こうして京香に積極的に手を触られるのも悪くないな」

「へっ」

　せ、積極的って！

　思わぬ感想を述べられてどきりと鼓動が跳ねる。

　あからさまに動揺が顔と声に出たからか、透哉さんはフッと口角を上げて笑う。

　おもむろに立ち上がり、テーブルに片手をついたかと思えば、透哉さんを見上げる私の唇を難なく奪った。

　不意打ちの口づけを、目を開いたまま受け止める。

　そのまま目が合い、透哉さんは微笑を浮かべて再び唇を重ねた。

　首の後ろに手が回り、キスが深まる。

「……っ、とっ、うやさ――」

　久しぶりに呼吸の乱れる口づけをされ緊張を高めた私に、透哉さんは「京香」と手を取った。

「帰ろう」

「え……？」

　私の手を引き、帰り支度を手早くした透哉さんはそのまま部屋を後にする。

　突然どうしたのだろうと思いながらもついていった。

　いつも通りに車に乗せられ、運転席に乗り込んだ透哉さんはハンドルを握る。

　さっきのキスの余韻からか、鼓動の高鳴りが今も尚続いている。

　特に会話もないままマンションに帰宅し、再び手を取られ部屋までエスコートされる。

「あの、透哉さん……？」

「久しぶりに抱きたい」

　部屋に入ったところで突然どきりとする言葉で迫られ、彼を見上げたまま瞬きを忘れた。

「……といっても、身重な妻に自制しなくてはいけないのはわかっているが――」

「大丈夫です」

　思わず透哉さんの声を遮さえぎっていた。

　検診では、安定期にも入っているし、無理をしなければ夫婦生活も支障ないと言われている。

　何より、私も透哉さんと触れ合いたい。

　玄関先で自らぎゅっと彼に腕を回して抱きつく。

「安定期に入れば、無理のない範囲で問題ないって聞きました。それに……私も、透哉さんをもっと近くに感じたい」

　お互いの気持ちが合致して、そこからは言葉もなく唇を重ね、気づけば寝室のベッドに横たわっていた。

　少し膨らんだお腹を気遣いながら、透哉さんは優しく私に触れていく。

「京香……京香」

　久しぶりの甘いひとときに身を委ねながら、何度も私を呼んでくれる彼の声に酔いしれていた。










11．新たな幸せの始まり




　窓の外は霧のような雨が降っている。降るというよりも舞うような雨は、ひと足早く梅雨がきたかのような天気だ。

「やっぱり京香のジェルネイルが一番ね」

「本当ですか？　一番嬉しい褒め言葉ですね」

「本当よ！　もちもいいし、艶も次替えるまでほとんど変わらないし。なんといってもセンスがいいもの」

　今日は、一カ月ぶりに潤子伯母さんが来ている。

　結婚に向けて多忙だった実乃梨のことが落ち着き、そして私との誤解が解けてからは、今まで通りコンスタントにネイルチェンジに訪れてくれている。

　今日は実乃梨も一緒で親子でのご来店だ。

「ありがとう。じゃあ、交代ね」

　潤子伯母さんの施術が終わり、横に座って待っていた実乃梨と席を入れ替わる。

　今日は親子揃って予約を入れてくれていた。

　実乃梨のネイルをするのはなんだかんだで今回が初めてだ。

「実乃梨は、ウエディングネイルだよね。どんなデザインがいいとかある？」

「うん。やってもらいたいデザイン見つけたから、画像で見せようと思って……こういう感じのがいいなと思って」

　スマートフォンで見せてもらったデザインは、パールホワイトのグラデーションベースにした、白い花の３Ｄアートの入った新婦さんにぴったりの上品ネイル。

　華やかさもあり、ウエディングドレスとの相性も間違いなくいい。

「うん、すごい素敵。これとまったく同じデザインでいい？　どこか変えたいところがあれば」

「もう少しラメ感が出せたらより好きな感じかなって思うんだけど」

「うん、できるよ。じゃあ、見てもらいながらその辺の加減はしていこう」

　相談しながらケアを始める。

　少しして沈黙の中「京香」と名前を呼ばれた。

「私のわがままでいろいろ巻き込んじゃって、ごめんね」

　突然神妙な顔をして実乃梨は謝罪を始める。

　急に謝られ動揺を露わにした私に、潤子伯母さんも「ごめんね」と続けて謝った。

　透哉さんとのお見合いから逃れるように韓国へ渡った実乃梨の目的は、想い人を追ってのことだった。

　学生時代の先輩だったその彼とはうまくいき、こたび結婚する運びとなった。

　一気に燃え上がり、まさにスピード婚となったため、潤子伯母さんも韓国に渡ったりと、忙しくしていたのだ。

　挙式は日本で今月に予定されている。

　親族だけのささやかなものにするらしく、私は出産のタイミングと近いためお祝いだけ贈らせてもらうことを予定している。

「そんな、ふたりして謝らないで。私こそ、ふたりに黙っているような形で透哉さんと……」

　今となっては丸く収まったけれど、あの時は合わせる顔もないと思っていた。

　透哉さんとのことで嘘をついたり隠していたことには変わりない。

「香椎さん、京香のこと、私たちに真剣に話してくださったのよ」

「え……？」

　きっと、私が勘違いした、あの三人で会っていた時のことだろう。

　潤子伯母さんは、なにかを思い出したようにふふっと笑う。

「あなたたち、あの時が初めて会ったわけじゃなかったのよね。香椎さん、京香に助けてもらったなんて話していたわ。運命の再会ってことだったのよね」

　運命の再会。潤子伯母さんがなにげなく言った言葉に重みを感じる。

　地元で会っていたことは、目が悪いせいで透哉さんだとも認識していなかった。

　でも、その日の出来事がなかったなら、今の私たちはいなかったに違いない。

「だから、初めは代わりをお願いしたお見合いだったけれど、なんだかんだよかったなって。京香が幸せになって」

「伯母さん……」

「結果、あの時私がわがまま言ってよかったってことよね」

　実乃梨がそんなことを言って、潤子伯母さんが「実乃梨」とたしなめる。

　三人で顔を見合わせクスクスと笑っていた。

「幸せになりなさい、京香」

　潤子伯母さんの改まった言葉に、ぐっと込み上げるものがある。

「うん、ありがとう」

　そう返事をしたとほぼ同時、なにか下着が濡れるような感覚を覚えた。さらに、お腹に重い痛みを感じ始める。

「ちょっとごめん。少し席外すね」

　極力お客様を前にお手洗いには立ちたくないけれど、今や臨月の身で体の状態に常に不安を抱えている。

　相手が実乃梨だったことに甘えてお手洗いに入ると、やはりショーツが少し濡れていた。

　やだ……漏らしちゃったのかな。

　妊娠中は膀ぼう胱こうが圧迫されて、自分の意思に反して漏れてしまうこともあると聞く。

　でも、このお腹の重い痛みは初めて感じるもの。

　実乃梨を待たせていることもあり、そそくさと部屋に戻っていくと、潤子伯母さんと実乃梨が揃って私を心配そうに見つめた。

「京香、大丈夫？　ほんと、今にも生まれそうなお腹だから心配になっちゃって」

　大きいお腹を抱えてチェアにかけた私に、潤子伯母さんが気遣いの言葉をかけてくれる。

「ほんと、重そうだね。予定日まだ先なの？」

「うん、予定日まであと一カ月かな」

　そう答えながら、急にさっきから微かに感じていた痛みが増し始める。

「ちょっと、京香大丈夫？　痛いの？」

　表情を歪めた私を、潤子伯母さんが椅子を立ち上がり心配そうに近づく。

「なんか……生理痛みたいな、重い痛みみたいなのが」

「え？　それ、前ぜん駆く陣じん痛つうとかじゃないの？」

〝陣痛〟なんてフレーズに、こんな状況でもどきりとする。

「嘘……今、なんかちょっと下着が濡れてて」

「えぇ!?　それ、破水じゃないの!?　どばっと出ない破水もあるわよ？」

　実乃梨も「まずくない？」と立ち上がる。

　お腹を押さえて椅子に座り込む私の横で、ふたりがあたふたとしだす。

「待って、今、香椎さんに連絡するから！　事務所にいらっしゃるの？」

　痛みが増していき、潤子伯母さんの問いかけにこくこくと頷く。

　実乃梨が私に寄り添い、「大丈夫？」と声かけをしながら腰をさすってくれている状況に、もしかしたらいよいよ運命のその瞬間が近づいているのかと変な汗を額にかきながら感じていた。

　時間にすれば五分とかからなかったと思う。

「京香」

　透哉さんの声が耳に届き、ホッと胸に安堵が広がる。

　しかし、さっきまで少し痛かった程度のものが、だんだん強烈になってきている。

「大丈夫か。すぐに病院に行こう」

「すみません……お仕事中に」

「なに言ってるんだ。このために近くにいるようにしたんだ。大正解だった」

　私の体を支え、透哉さんがそっと立ち上がらせてくれる。

「すみません。ご連絡ありがとうございました。助かりました」

　透哉さんがふたりにお礼を言うと、潤子伯母さんはそそくさと入り口に走りドアを開けてくれる。

「いえ、とんでもない！　タイミングよく私たちがいる時でよかったわ」

「確かに、そうですね」

　ふたりのやり取りを耳にしながら、後からついてくる実乃梨に「実乃梨」と声をかける。

「ごめん、せっかくのウエディングネイル。できなくて、ごめん」

「なに言ってるの！　ネイルはまた今度やって！　京香、頑張ってよ！」

　潤子伯母さんと実乃梨に見送られ、透哉さんの車でかかりつけの産婦人科へと向かう。

　痛みには波があり、普通に話せる時もあれば受け答えも辛いくらい痛みがやってくる時もある。

「京香、大丈夫か」

「はい……」

「もう少しで着くから」

　運転をしながら、透哉さんはずっと私を気にかけ声をかけ続けてくれる。

　病院に着くと、事前に連絡を取ってもらっていたおかげで、すぐに助産師さんと看護師さんが迎えにきてくれた。

　すぐに診察をし、このまま入院という診断がおりる。

　やはり破水をしていて子宮口の開きも進んでいるため、ベッドに横になり、いつ陣痛が強まってきても対応できるように入院着に着替えを済ませた。

「透哉さん、お仕事大丈夫ですか？」

　横になった私のベッドのそばで見守ってくれている透哉さんに訊ねる。

　突然の連絡に仕事を中断して来てくれているはずだ。クライアントとか、相手のある仕事中のことだったら多大な迷惑をかけてしまっているに違いない。

「俺の方は心配しなくていい。ちゃんと問題ないように手配してあるから」

　その言葉に少しだけホッとする。

「それよりなにより、今は自分とお腹の子のことだけを考えていればいい」

「はい。ありがとうございます」

　私の投げ出された手を、透哉さんがそっと握ってくれる。

　少し冷たい手が気持ちよく、ぎゅっと握り返した。

「予定日まで、まだ一カ月あったので、陣痛とか生まれる瞬間のこととか、まだちゃんとイメージできてないというか……。いざ、陣痛がきたらどうしたらいいのか、わからなくなるものなんですね」

「陣痛の痛みには、男は耐えられないと聞いたことがある」

「そうなんですか？」

「ああ。男がその痛みを体感したら、気絶するとかって。だから、女性はすごいと思う。本当に、無痛分ぶん娩べんでなくていいのか？」

　それに関しては何度か透哉さんに確認は取られていた。でも、初めての出産は普通に出産を体験したいと決めていた。

　もちろん痛いと聞いているから物凄く怖い。でも、それもきっといい経験になると思うのだ。

「あ……痛くなってきた」

「痛みが弱まってきたら教えてくれ」

　私の手を握りながら透哉さんが言う。

　痛みの起こる間隔を時間で計っておいてほしいと、さっき助産師さんに頼まれているのを聞いていた。

　その間隔が狭まり、痛みが大きくなってくると本陣痛になっていく。

　握ってくれる透哉さんの手を、痛みが強くなればなるほど握りしめてしまう。

　透哉さんは「紛れるならもっと握っていい」と言ってくれ、遠慮なく握りしめていた。

「香椎さん、ちょっと内診しますね」

　助産師さんがやってきて、内診をする。

　近くにいた看護師に「先生呼んできて」と声をかけた。

「香椎さん、そろそろ陣痛ついてきているから、呼吸落ち着けてね。赤ちゃんにも空気送るように呼吸して、頑張りましょう」

　助産師さんの声に耳を傾けている余裕もなくなってくるほど、陣痛の痛みはますます強烈さを増してくる。

「京香、大丈夫か。頑張れ！」

　耐えがたい痛みの中、愛しい人の声がずっと私を励まし続ける。

　気絶してしまいそうな自分を振るい立たせ、指示の通り呼吸を整えながら力んだ。

　そして――。

「香椎さん、産まれましたよ、元気な女の子ー！」

　元気な産声を聞きながら、汗まみれの私の顔には喜びの涙が一筋目尻を流れていった。




　出産後、会え陰いん切せっ開かいの縫合をし、しばらく分娩をしたベッドで休むことになった。

　陣痛がついてからのスピードは速く、初産にしてはとても安産だったと助産師さんに言われた。

　出産後の疲労は凄まじく、自分でも気付かぬうちに深い眠りの世界へ。

　透哉さんはその間、自宅マンションへ私の入院の荷物を取りに戻ってくれていた。

　目覚めると窓の外はもう暗く、時刻は十九時半を回っていた。

「荷物、ありがとうございました」

「そんなこと構わない。どうだ、少しは落ち着いたか」

「はい。足の震えも、治まったみたいです」

　出産後、しばらく足がガタガタと小刻みに震えて止まらなかった。

　助産師さんの話によれば、出産で力むことにより、相当力を使っている反動なのだという。

「痛みはどうだ。産後の陣痛がひどい人もいると聞いた」

「はい。痛み止めが効いているので、今は大丈夫なようです。また時間をみて飲むのがいいようなので、あとで飲みます」

　透哉さんは「そうか」と言って私の手を握り直す。

　しっかりと握りしめるその手を、私からも握り返した。

「京香が目の前で苦しんでいるのに、本当になにもできなかった」

「え……？」

「もっと、なにかしてあげられたらと思っていたが……無力だった」

「そんなことないです！　そばで手を握って、声をかけてもらっていたのがどれだけ心強かったか。ひとりだったら不安に押し潰されてたかもしれないですけど、透哉さんがいてくれたから頑張れたんですよ」

　無力なんてとんでもない。

　訴えるような私の声に透哉さんは微笑を見せる。

「情けないくらい、見事に狼ろう狽ばいするだけだったんだ。そんな俺の前で、京香は新しい命をこの世に送り出してくれた」

「透哉さん……」

「十カ月近くの間お腹の中で守り育ててくれたことも、心から尊敬する。長い時間、本当にありがとう」

　真っすぐ真剣な目で見つめられ、横に小さく首を振る。

　無事に過ごしてこられたのは、私ひとりの力ではない。透哉さんがそばで見守り、いつも気遣ってくれたからだ。

「無事に今日の日を迎えられたのは、透哉さんがいたからですよ。私ひとりじゃ、きっと辛くて耐えられなかった」

　互いに互いを必要とし、求めている。

　新しい命を迎えたことで確かに深まる絆きずなに、それ以上の言葉は必要なかった。

　引き寄せ合うように唇を重ね、見つめ合って笑い合う。

「透哉さん、私……幸せです」

　柔和な笑みを浮かべた透哉さんが、もう一度触れるだけのキスを落とす。

「今よりもっと、幸せにする」

　微笑み合って交わした優しい口づけは、今までで一番甘く幸せが溢れていた。
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かけがえのない家族の時間




　玄関の扉が開くと、中から「きょんちゃーん！」と賑やかな声に出迎えられる。

「月、詩、花、久しぶりー！」

　両親に似てすでに将来は美男美女になるだろうという、かわいらしい顔の双子の姉弟は今年七歳の誕生日を迎えたばかり。今年からピカピカの小学一年生になった。

　そしてそのふたりの妹の花は今年四歳になる。

　そんな三人の母である地元からの友人、菜々恵の家に今日は遊びに訪れている。

「きょんちゃん、いらっしゃい！　優ゆ衣いちゃんも、いらっしゃい」

　私の脚にぴたりとくっつき、菜々恵に「こんにちは」と挨拶する娘の優衣は、今年三歳の誕生日を迎える。

　驚きの妊娠、幸せな出産からもうすぐ三年が経つのかと思うと本当にあっという間だった。

　日々、育児に全力で過ごしてきたから余計そう思うのかもしれない。

　玄関を入り、手に持つお土産の紙袋を菜々恵に差し出す。

「久しぶりだね。今日はお招きありがとう。少し会わないうちに三人とも大きくなっててビックリしちゃった」

「それは私も同じだよ。優衣ちゃん、この間まで抱っこ紐だったのに。お土産、なんかずっしりしてる」

　菜々恵が紙袋の中を覗くと、月と詩、花が「見せて見せて！」と菜々恵の足下を囲む。

「私のサロンの近くのパティスリーのプリンアラモードなんだけど、パフェみたいで子どもたちも好きだと思うんだ。優衣もお気に入り」

「へぇー、プリンアラモードか。だからこんな重いんだね。絶対この子たち好きだよ」

　菜々恵は三人に「きょんちゃん、プリンのパフェお土産に持ってきてくれたって」と伝える。

　三人は「わーい！」と喜んで菜々恵から紙袋を受け取り奥へと駆けていく。

　兄弟三人の賑やかな光景に思わす笑みがこぼれた。

「しっかし、やっぱりすごい高級マンションだね。初回に散々言ったけど、今日も改めて驚いてる」

「いやいや、それを言ったらきょんちゃんの住まいも相当すごいじゃない」

　菜々恵はそう言いふふっと笑う。

　初めてこの住まいにお邪魔した時、驚きょう愕がくする私に菜々恵も一緒になって驚いていると言っていたのを思い出す。

　実際に住み始めた本人である菜々恵が他人事みたいに言っているのが、彼女らしくてなんだかおもしろかった。

　同時に、変わっていない菜々恵にホッともした。

　菜々恵の旦那様は、飯いい田だ橋ばしにある水みな瀬せ総そう合ごう病びょう院いんの心臓血管外科医。しかも、病院の跡取りというすごい方だ。

　菜々恵は看護助手として勤めていて、今の旦那様と知り合った。

　身分差などで苦労をした時期もよく知っているけれど、今は子どもたちも菜々恵も幸せそうだ。

「きょんちゃん、お昼にミートスパゲッティ作ったんだけど、嫌いじゃなかったよね？　優衣ちゃんも食べられる？」

　リビングに案内してくれた菜々恵は、キッチンに入っていきながらこちらを振り返る。

　子どもたちがお土産の紙袋を菜々恵に渡しについていく。

「ミートスパ優衣も私も大好き！　え、菜々恵の手作りソース？」

「うん。子どもたちが好きだから結構作るんだ。好きならよかった」

「わー、楽しみ！　菜々恵、なにか手伝えることがあったら言って」

「うん。子どもたちの相手しててくれれば十分だよ」

「オッケー」

　リビングは三十畳ほどはあるだろうか。

　低層タイプのマンションならではなのかもしれないけれど、天井も高いからかより広々しているように感じる。

「きょんちゃん、あそぼー！　優衣ちゃんも！」

　菜々恵と、月と詩、花に会うのも半年近くぶり。

　連絡は取っていたけれど、お互いの都合がなかなかつかず毎日の生活に追われて会うことが叶わなかった。

　だから、このマンションに遊びに来るのも半年近くぶり。

「うん、遊ぼう！　なにして遊ぼうか」

　リビングの奥、全面のガラス窓の向こうには広いバルコニーが見える。

　子どもたちが遊べる小さなブランコと滑り台が置かれていて、つい笑みがこぼれた。

「きょんちゃん、いまね、ブロックやってたの。いっしょにつくろう！」

　そのバルコニーが見える窓の近くで、三人はブロックを広げていた。

　建物のようなものがたくさん作られている。

「これがね、うたのおうち。となりのあおいおうちがつきのおうち。それから、こっちのおおきいのがね、パパのびょういんなんだよ」

　しっかり者の姉の詩が私に丁寧に説明をしてくれる。

　するとその横からいつも元気な弟の月が出てきて、「きょんちゃん、ここみて」とブロックを指さした。

「パパのびょういんのこのうえにね、ヘリコプターがとまるんだよ」

「えー、パパの病院の上にヘリコプターがとまるの？」

「そう！　びょうきのひとをのせてくるんだよ」

「へぇー、すごいね！」

　褒められた月はおもちゃのミニヘリコプターをブロックの上に載せてみせる。

「つき、パパみたいなおいしゃさんになるの！」

「うたもなる！　びょうきのひとをたすける、パパみたいなカッコいいおいしゃさん」

　双子の姉と兄を見て、花も「はなもおいしゃさんになるー！」と一緒になって言う。

　三人が口々に将来の夢を口にしていて、思わず目を丸くしてしまう。

　すでにこんな風に大きな夢を持っているなんて驚きだ。

「そっか。三人のパパはすごいお医者さんだもんね」

　私からの言葉に、双子らしく「うん！」と声を揃える月と詩。

「きょんちゃんもなにかつくってー！」

「よーし、じゃあきょんちゃんはなに作ろうかな」

　子どもたちにせがまれ、一緒になってブロック遊びを始めた。

「はーい、お昼ご飯にしよう」

　遊び始めて少しした頃、菜々恵から声がかかる。

　子どもたちはすぐに「はーい！」と返事をして、ダイニングテーブルへと駆けていく。

「ママ、まだつくってるとちゅうだから、そのままでもいい？」

「いいよ。でも、遊び終わったらみんなでお片付けしてね」

　菜々恵から片付けについて許可をもらった詩は、「はーい！」とまた元気に返事をして自分の席につく。

「ママ、みてー！　バスつくった！」

　ブロックで作ったバスを見せに来た月に、菜々恵は微笑み「見せて」と手を差し出す。

　得意げにそれを手渡した月を、菜々恵は「上手に作ったね、カッコいい」と褒めた。

「じゃあ、壊れないように置いておいで。スパゲッティ食べよう」

「はーい！」

　親子の温かいやり取りを目にほっこりしていると、リビングにスマートフォンの着信音が聞こえてくる。

　短いその音は私のメッセージアプリの通知音で、ソファに置かせてもらったバッグへと向かった。

　手に取ったスマートフォンの画面には、透哉さんからのメッセージが表示されている。

【明日から二日休みが取れた。話してた通り三人で出かけよう。軽かる井い沢ざわとかどうだ？】

　数日前、家族でどこか小旅行でも行きたいねと話していた。優衣も少しずつ落ち着いてきて、遠出もできるだろうと言っていたけれど、こんなに早く予定が立つとは思ってもいなかった。

　ワクワクした気持ちで【行きたいです！　楽しみ】とひと言メッセージを返信した。




「いやぁ、菜々恵のミートソースすっごく美味しかったー！　ご馳走様でした」

　ダイニングテーブルに並んだミートソーススパゲッティとサラダは皆んな空になり、子どもたちも「ごちそうさまでした」と行儀よく食卓椅子を下りていく。

　来たばかりの時は少し緊張していた様子だった優衣も三人と打ち解け、再びブロック遊びを始めたのを横目に、自分と子どもたちの食器をカウンターへ下げ始めた。

「きょんちゃん、いいよ、置いておいて。お客様なんだから」

「なに言ってるの。遠慮する仲じゃないでしょ」

「ごめん、ありがとう。今コーヒー入るからね」

　リビングには、すぐにコーヒーのいい香りが漂ってくる。

　菜々恵は「きょんちゃんのお土産も出すね！」と、カウンターに返却された食器を下げ、代わりに私がお土産で持参したプリンアラモードをお皿に載せて五つ並べた。

「みんなー、きょんちゃんのお土産のプリン食べる？」

　遊んでいる子どもたちに声をかけてみると、子どもたちは声を揃えて「たべるー！」と答える。

　再び自分たちの食卓椅子に戻りよじ登った。

「わー、すごい！　メロンもさくらんぼものってる！」

「ほんとだ！　つきの好きなオレンジといちごもー！」

　プリンを囲むようにしてのったフルーツに興奮の声をあげる姿がかわいい。

　早速一緒に出したスプーンを手に「いただきまーす」とプリンアラモードに取りかかった。

「はい、きょんちゃんコーヒー。お砂糖とミルクお好みでどうぞ」

「ありがとう」

　菜々恵も席につき、倣って腰を落ち着ける。

　用意してもらったグラニュー糖のスティックを一本だけ湯気の上がるカップに投入した。

「お店の方はどう？　少しずつ予約も取り始めてるんだよね？」

　スプーンでカップの中を混ぜる私に、菜々恵が訊いてくる。

「うん。ほんと少しずつだけど、お店開けるって時は予約もまんべんなく入っている感じだよ」

「そうなんだ。さすがきょんちゃん。私も、出産して落ち着いたらやってもらいたいなー。ハンドネイルは一度も経験ないから、一回くらいやってみたい」

　高校卒業後、実家の豆腐屋を手伝い、その後、東京に出て看護助手をしていた菜々恵は、仕事柄ハンドネイルをする機会がなかった。

「そうだね。いつでもやってあげるよ。爪短くてもかわいいデザイン作ってあげる。なんなら、ここに出張で来るし」

「え、来てくれるの？　すごい助かる」

「菜々恵は特別だよ」

「わーい、嬉しい！」

　そんな話で盛り上がっている中、詩が「きょんちゃん」とプリンアラモードを食べる手を止め呼びかけてくる。

「きょんちゃんのバッグからスマホのおとしたよ」

「あ、うん。ありがと。短い音だからメッセージかな」

　そう答えながら、そうだ、と思い付く。

「ね、菜々恵のとこは家族で旅行とか行ったりする？」

「旅行？　うん、去年は夏に沖おき縄なわの方に行ったよ」

「え、それって飛行機だし大変だった？」

　子ども三人を連れての飛行機移動、かなりハードルが高そうだ。

「それが意外と大丈夫だったよ。なに、きょんちゃんどっか行く予定？」

「へぇ、意外とそうなんだ。うん、まだ泊りで遠出したことないんだけど、行ってみようって話してて」

「そうなんだね。ふたりもいいけど、子どもと一緒の旅行も楽しいよ」

　菜々恵の幸せそうな笑顔を見て、より一層明日からの旅行が楽しみになった。




　翌日。

　東京のマンションを車で出発したのは朝九時過ぎ。目的地である軽井沢には、お昼近くに到着した。

　透哉さんがまず向かった先は、優衣が遊べる軽井沢の子ども向けテーマパーク。

　幼児から小学生くらいまでの子が楽しめるアトラクションや、園内には動物園もある。

　主に小さな子どものいる家族連れに人気の観光地だ。

「優衣をこういう場所に連れてくるのはなんだかんだ初めてだな」

「そうですね」

　駐車場から入り口ゲートに向かい、チケットを購入して園内に入場する。

　初めは透哉さんと私に挟まれ手を繋いで歩いていた優衣だったけれど、周囲に他の観光客が増えていくにつれ不安になったのか透哉さんの脚にしがみついて「だっこ」と抱っこを求めた。

「優衣、どこに行こうか」

　透哉さんの問いかけに優衣は周囲を見回して、にこにこ笑顔を見せる。

「えっとね、えっと……」

　最近、ますますお喋りも上手になって、会話も成り立つようになってきた。なにかを伝えようと一生懸命話す姿はかわいくてきゅんとしてしまう。

「ゆい、いっぱい、いーっぱい、あそびたい！」

「わかった。今日はたくさん遊ぼうな」

　優衣の喜ぶ顔を見る透哉さんの笑顔が優しくて、横から見ている私の胸も震える。

　同時に私にも同じ顔を向けてもらっているような気になるからだ。

「京香はどこから行ってみたい？」

「私、ですか？　そうだな……」

　透哉さんに訊かれ、手に持っていた園内マップを広げる。

「幼児向けなら、優衣も保護者同伴で乗れるのかな……この、メリーゴーランドとか」

　横から園内マップを見せると、透哉さんは覗き込むようにしてマップに目を落とす。

　私たちのやり取りを聞いていた優衣が、「みせてみせてー」と割り込んだ。

「保護者同伴なら乗れるみたいだな。ほら、下に書いてある」

「あ、ほんとですね。じゃあ、優衣でも乗れそうなものを回ってみましょうか」

「ああ、そうだな」

　マップを見ながらまず初めに向かったのは、子ども向けアトラクションの集まった遊園地エリア。

　私たちと同じくらいの年齢と思われる夫婦と、その子どもたちが多く訪れている。

　優衣は目につくものを指さし「あれなにー？」と透哉さんに訊いている。

　優衣を抱く透哉さんはその質問にひとつずつ丁寧に答えていて、優衣は目をキラキラさせて話を聞く。

　目的のメリーゴーランドにたどり着くと、優衣は「のりたい！」と声を弾ませる。

　待ち時間もほとんどなく、並ぶとすぐに案内してもらえた。

「ママとのるー！」

「え、ママと？　パパとじゃなくていいの？」

　てっきり透哉さんと乗るとばかり思っていた優衣が、寸前になって透哉さんから私へと抱っこの手を広げる。

　透哉さんはふっと笑って優衣を私にバトンタッチした。

「じゃあ、パパは優衣とママが乗ってるところを撮影しようかな」

　透哉さんに「行ってらっしゃい」と見送られ、優衣と一緒に乗れる小さな馬を探す。

　なるべく透哉さんが撮影しやすいように外側の場所で見つけ、優衣を先にまたがらせた。

　私はその横に立ち、優衣をしっかりと支える。

　アナウンスとベルが鳴り、ゆっくりとメリーゴーランドが動き出す。

「パパー！　パパー！」

「優衣、ちゃんと掴まってないと」

　興奮して手を離し、優衣は向こうに見える透哉さんに手を振る。

　透哉さんがそんな優衣の姿に応えて手を振った。その手にはホームビデオ。優衣が生まれる前、子どもの成長を残していこうと購入したものだ。

　なにかあるたびに透哉さんは、ホームビデオに優衣の成長を収めている。

　今回の旅行でも家族の思い出を残したいと、昨日の晩に充電を確認し用意していた。

「パパー！」

　愉快な音楽が流れる中、メリーゴーランドはゆっくりと回る。

　透哉さんの姿が見えるたびに優衣が声を上げ大きく手を振る。

　満面の笑みを浮かべて楽しむ目の前の優衣と、そんな娘を温かい眼差しで見守る愛しい旦那様。

『パパ』と透哉さんが呼ばれるすぐそばに自分が母親として存在できることがなによりも嬉しい。

　当たり前のようにある光景がかけがえのない幸せな一コマなのだと、ふたりの姿を目にしみじみと感じていた。




　軽井沢にある別荘は、透哉さんがお義父様から譲り受けたものだという。

　近代的な雰囲気の四角い建物は、コンクリート張りのスタイリッシュな造り。

　外からはわからないけれど、中は広い庭があり、リビングはガラス窓が多い開放的な設計だ。

「定期的にハウスキーパーに清掃を任せているから、いつ訪れても問題ないようにしているんだ」

　駐車すると、チャイルドシートから降ろした優衣はすぐに透哉さんの元に駆けていく。

　自分の半分以下のサイズの優衣が脚にぎゅっとしがみついてくると、透哉さんは片手で簡単に小さな体を抱き上げる。

　その頼もしい姿に密かに鼓動が反応した。

　優衣は誰が見てもすぐにわかるパパっ子。

　透哉さんが一緒にいられる休日なんかは、ほとんどべったりだ。

　さっきのテーマパークでも何度か係員のスタッフさんに「パパっ子だね」と声をかけられていた。

　私の方が一緒にいる時間が長いのに、まるで透哉さんのほうがママかと思えるほど懐いている。

　でももし私が透哉さんの娘だったら、ついて回ってしまうのはわからなくもない。

　カッコよくて優しいし、頼れるしなんでも教えてくれるし、文句のつけどころのない自慢のパパだ。

「すごい。素敵な別荘ですね」

「京香が気に入ったならよかった」

　私たちが話していると、透哉さんに抱かれる優衣が「パパ！」と別荘を指さす。

「ここのおうちにきたの？」

　マンション住まいの優衣にとっては、こういった戸建ては珍しい。

　しかも、こんなに立派な建物だ。

「そうだよ。今日はママと優衣とパパと、ここでお風呂に入って寝るんだ」

「わーい！　やったー！」

　近頃、嬉しいと『わーい！　やったー！』と全力で喜ぶのがブームのようになっている優衣の弾んだ声が静かな別荘地に響く。

　かわいい優衣と、そんな娘を優しい眼差しで見守る透哉さん。そんなふたりの姿を見つめ、ふと幸せだなと心が震えた。




　夕食は近くのレストランに出かけ、別荘に戻ってからすぐに優衣をお風呂に入れた。

「優衣？　やだ、優衣……？」

　レストランから帰る車の中でうとうとしていたから、帰って急いでお風呂に入れたけれど、とうとう限界だったらしくドライヤーで髪を乾かされながらうつらうつらし始めたかと思ったら、目をつぶっている。

　ちょうど乾かし終わる頃でよかった。

　ドライヤーを置き、すっかり眠りについてしまった優衣を抱き上げベッドルームに運ぶ。

　そっと広いベッドの真ん中に横たわらせた。

「寝たのか？　早いな」

　ドライヤーの音が止み、私がベッドルームに入っていったからどうしたのかと覗きにきたのだろう。

　お風呂から出てきたばかりの優衣がまさかもう眠ってしまったなんて、透哉さんも驚いたようだ。

「今日ははしゃいでお昼寝もしていなかったですし、疲れてたんでしょうね」

「そうだな」

　優衣の元までやってきた透哉さんは、小さな額を撫で「ぐっすりだな」と穏やかに微笑む。

　その柔和な笑みにトクンと鼓動が音を立てた。

「今日は、ありがとうございました。優衣もすごく楽しそうでしたし」

「ああ、急だったけど、連れてこられてよかった」

　示し合わせたようにふたりの声が小声になっていき。忍び足でベッドルームを出て行く。

　音を立てないようにドアを閉めたところで、背後から包み込まれるように抱き寄せられた。

「透哉さん……？」

　出会って数年が経ち、子どもを産んで母になっても、こうして抱きしめられると今でも変わらず鼓動が早鐘を打つ。

　それは透哉さんを想い、愛する気持ちがなにひとつ変わらないからだ。

「やっと、京香を独り占めできる時間だ」

　すぐ後ろから耳元に囁きかけるような声にますます心臓は音を立てる。

　回された手に両手を添えた。

「それは、私のセリフです」

「え？」

「優衣に透哉さん、取られちゃうので」

　ふざけてそんな風に言ってみると、透哉さんは耳元でクスッと笑う。

　穏やかな声で「そんなこと思ってくれるのか」と囁いた。

「思ってますよ。優衣みたいに、透哉さんにいつでも甘えられたらって……」

　普段なら恥ずかしくて言えないことなのに、つい思ったままを口に出してしまう。

　母親として不適切な言葉を口にしてしまったかと一瞬後悔に苛まれたけれど、透哉さんは腕を解いて正面から私を抱きしめ直した。

「京香もいつでも甘えたらいい」

「透哉さん……」

「むしろ、もっと甘えて求めてほしい」

　そんな言葉をかけられれば、ますます胸がキュッとなって震える。

　応えるように私からも両手を回して透哉さんを抱きしめた。

「いいんですか？　そんなこと言って。遠慮なく甘えちゃいますよ……？」

　見上げるようにして透哉さんを見つめる。傾いた綺麗な顔が近づき、唇を柔らかい感触が包み込んだ。

「京香……今夜は存分に君を愛したい」

　すでに高鳴っていた鼓動が激しさを増し、体は熱く火照りだす。

　私自身も透哉さんを心から求めているのだと、体が自然と反応していることに驚いた。

「私も……透哉さんに触れたい」

　素直な気持ちを口にすると、ふたりの唇がまた甘く重なり合う。

　いつまでもこんな幸せが続くように、密かにそんな願いを込めていた。
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あとがき




　皆様こんにちは、未華空央です。

　この度は『激情を抑えない俺様御曹司に、最愛を注がれ身ごもりました』をお手に取っていただき、またこのあとがきページまでお読みくださりありがとうございます。

　未華前作のベリーズ文庫『身を引くはずが、敏腕ドクターはママと双子に溢れる愛を注ぎ込む』をお読みくださった読者様は早い段階で「きょんちゃん！」と思ってくださったかもしれません。

　今作は前作のヒロインの幼なじみとして登場していた京香を主人公として書かせていただきましたが、主役になった彼女を書くのはまた新鮮で楽しかったです。いつも頼もしいきょんちゃんもヒーローの前では……でした（笑）

　そして、自身のサロンを持ち頑張っている京香を弁護士として知り合い助けるヒーローを書けたことも今作の楽しみでした。

　いつか書いてみたいと思っていた弁護士ヒーロー、お楽しみいただけましたら幸いです。

　また今作を執筆するにあたり、プロのネイリスト様に取材をさせていただきました。

　未華自身、月一のジェルネイルが楽しみで癒しの時間となっているのですが、ネイリストさんの事情から、プロフェッショナルなお仕事につきまして、様々お話を伺わせていただきました。ご協力いただきました、ネイリスト村田うえみ様、本当にありがとうございました。（今後も私の爪をお願いします……！）




　本作を刊行していただくにあたり、この度も多くの皆様にお力添えをいただきました。ベリーズ文庫編集部の皆様、プロットから親身に寄り添ってきてくださいました担当の若海様。プロットの段階ではお電話でも数度ご相談させていただいたりと大変お世話になりました！　編集協力いただきました馬場様、そして見惚れるほど美麗なカバーイラストを手掛けてくださいました琴ふづき先生。そして、いつも未華作品を応援くださるすべての読者様に心から感謝申し上げます。

　お手に取ってくださった方の時間が少しでも楽しいものになるような作品を今後も作っていけたらと思います。また、こうして皆様にご挨拶できる日を夢見て……☆




未み華はな空そら央お
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